
新潟県埋蔵文化財調査報告書第143集

日本海沿岸東北自動車道関係発掘調査報告書W

六斗蒔遺跡

2005

新潟県教育委員会

財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団



日本海沿岸東北自動車道関係発掘調査報告書Wl

ろくとまき

六斗蒔遺跡

2005

新潟県教育委員会

財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団



序

日本海東北自動車道は、新潟市を起点とし、村上市、山形県酒田市、秋田県秋田市等を経由して、

秋田県小坂ジャンクションに至る約322kmの高速自動車道です。新潟県内では平成14年度に

北蒲原郡中条町の中条インターチェンジまでが開通しました。

高速自動車道建設を取り巻く状況は厳しいものがありますが、平成15年末の国土開発幹線

自動車建設会議において、日本海東北自動車道の中条一朝日間は、日本道路公団が有料道路と

して建設を進めることになりました。しかし、公団の民営化に伴い、整備の優先順位付けに「採

算性」がより重視され、同区間の完成がさらに遅れる事態となることも懸念されています。

同区間は、この地域内外の経済的な交流・連携を促すだけでなく、救急患者の搬送・災害時

の緊急輸送等の「命の高速道」としての役割も期待されており、早期の開通が望まれています。

本書は、この高速自動車道建設に先立って発掘調査を実施した「六斗蒔遺跡」の調査報告書

です。調査の結果、越後平野の地下1.5mから古墳時代中期の遺構や遺物、川の跡などが発見

されました。遺跡の時期は、5世紀前半から中頃にあたります。遺構としては、2基の亀甲形

の杭列、大小の炉や炭化物の集中区が検出されました。遺物としては、杭17点と土師器が多

数出土しました。土師器には、完形に近いものも多く含まれています。

本県における沖積地の発掘調査や阿賀北地域における古墳時代の発掘調査は、まだその端に

ついたばかりです。今回の調査結果が、考古学研究者だけではなく、地域の歴史を知り、学ぼ

うとする多くの方々に活用されることを願っております。

最後に、この調査に参加された地元住民の方々や地元区長並びに中条町教育委員会には、多

大なご協力とご援助をいただきました。また、日本道路公団北陸支社および村上工事事務所を

はじめとして、胎内川沿岸土地改良区や新潟県新発田地域振興局には、調査に際して格別のご

配慮をいただきました。ここに厚く御礼を申し上げます。

平成17年3月

新潟県教育委員会

教育長板屋越麟…一



例 口

1本報告書は、新潟県北蒲原郡中条町大字築地字六斗蒔786番地ほかに所在する六斗蒔遺跡の発掘調査の記録である。

2調査は、日本海東北自動車道(以下、日東道とする)の建設に伴い、新潟県教育委員会(以下、県教委とする)が

日本道路公団北陸支社(以下、道路公団とする)から受託して実施した

3本発掘調査は県教委が主体となり、財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団(以下、埋文事業団とする)に調査を依

頼し、委託を受けた株式会社帆苅組が平成16年4月から9月にかけて実施した。調査と整理の体制は第1章に記した。

発掘調査面積は、4,2301㎡である。

4調査は鈴木俊成(埋文事業団調査課道路公団担当課長代理)と佐藤優一(同主任調査員)の管理・監督のもと、

岡安光彦(株式会社帆苅組文化財技術室室長)が担当し、高田賢治(同主任調査員)と大谷祐司(同調査員)がこ

れを補佐した。

5出土遺物および記録類は、県教委が新潟県埋蔵文化財センターにおいて保管・管理している。遺物の註記記号は、

六斗蒔遺跡を示す「六ト」に出土地点・層位を併記した.また、本書に掲載した遺物については、本書の図版の番号

を併記してある。

6引用文献は著者および発行年(西暦)を文中に[]で示し、巻末に掲載した。「第IV章自然科学分析」のみは

引用文献を章の末に掲載した。

7本書に掲載した遺物番号は通し番号とし、本文・図面図版・写真図版でそれぞれ一致している。

8本書の方位はすべて真北である。ただし、ここでいう「真北」は、日本平面国家座標のX軸方向を示す。

9遺跡の航空写真は株式会社イビソクに委託し、ラジコンヘリコプターで撮影した。

10出土遺物(土器・杭・加工痕のある石材)の実測、トレース、写真撮影および図版の編集は有限会社アルケーリサー

チに委託した。

ll整理作業と報告書作成は平成16年9月から平成17年3月にかけて株式会社帆苅組文化財技術室が帆苅組本社で

行った。

12本書の編集は埋文事業団の指導のもと岡安光彦が行った.ただし、「第VI章自然科学分析」の分析・原稿は株式

会社パリノサーヴェイに依頼した。執筆分担は、以下のとおりである、

第1章1・2A・鈴木俊成

第1章2B、第II章、第V章1・2A・B(土器集中区i～iv)・3B・C、第VII章…岡安光彦

第fil章、第IV章、第V章3A…大谷祐司

第V章2B(土器集中区v～)Citi、調査区北側)…嶋影壮憲(株式会社帆苅組文化財技術室調査員)

13発掘調査から本書の作成に至るまで、下記の方々から多大なご教示ご協力を頂いた。厚くお礼申し上げる。(敬省略、

五十音順)

青木和明赤塚次郎内山敏行岡本郁栄小松善伸坂井秀弥澁谷正毅佐藤啓介鈴木一有

高濱信行中島栄一西村幸夫野田豊文藤波啓容北条芳隆矢木秀典吉野一郎
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第1章序 説

1調査に至る経緯

日東道は新潟市から秋田県小坂ジャンクションに至る総延長322㎞の高速自動車道である。新潟県側は

新潟空港・中条インター間が平成14年に完成している。中条インター以北は平成元年および平成3年に基

本計画が決定され、本遺跡が所在する中条・荒川インター問の第13次区間は、平成10年4月に施工命令

が出された。これを受けて、道路公団と県教委との問で、道路法線内の埋蔵文化財の取り扱いに関する協議

が本格化した。

分布調査は、県教委から委託を受けた埋文事業団が平成11年度に中条・朝日インター問で実施した。

調査の結果、道路法線上には8か所の遺跡(新発見も含む)と27か所の遺跡推定地が存在し、これらにっ

いて試掘確認調査が必要である旨を県教委に報告した。本遺跡は上記の遺跡推定地(推定地1)の一つに

当たり、後述する試掘調査を経て本調査の範囲を確定している。

試掘調査の実施期間は平成13年10月3日から11月26日である。調査対象面積は85,320㎡で98か

所の試掘坑を設定し、合計4,8901㎡を調査した。調査方法は、重機i(バックホー)を用い、地表から最深

4m前後まで掘り下げ、その間、人力で遺構・遺物の有無を精査し、土層の堆積状況も記録した。調査の結果、

対象範囲に2か所の古墳時代遺跡を確認し、それぞれ小字名から六斗蒔遺跡、一杯田遺跡として登録した。

本遺跡では地表下約1.5mのシルト層から炭化物とともに古墳時代の土師器片(甕・壺・高圷・鉢など)や

建物の柱材と思われる柱根2本(柱間約2.1m)が出土した。遺物の分布が東西に細長いことや建物柱材

の出土、そして周辺の地形および地層の観察から、本遺跡は胎内川支流の自然堤防上に立地する古墳時代

の集落跡と推測された。

試掘調査の結果、本調査面積を8,500nイとしたが、その後(平成14年)、高速自動車道早期供用のため、

当面は暫定2車線部分に調査範囲を限定することが決定され、この部分の5,150㎡が本調査対象となった。

平成15年10月1日の道路公団・県教委文化行政課および埋文事業団との三者協議で、道路公団が示し

た平成16年度の調査要望は膨大なものであった。しかし、この調査要望も「民営化」や「事業の見直し」

などの諸問題をかかえる道路公団にあっては確定的なものではなかった。10月8日、文化行政課と埋文

事業団は平成16年度の受託事業について協議を行った。そして、日東道建設が決定し要望どおりの調査

量が提示された場合、現調査体制ではこれに対応できないことから、専門職員の増員を求めるが、実現で

きない時は、日東道の調査に限って民間調査機関に全面委託するという方針が出された。翌年の1月8日、

国土開発幹線自動車道建設会議が終了し、日東道は道路公団で建設することが可能になった旨が文化行政

課に伝えられた。2月20日に最終的な三者協議が開催され、六斗蒔遺跡は平成16年4月から本調査する

ことになり、調査は埋文事業団職員の管理・監督のもとに民間の調査機関に全面委託することとなった。

2調査経過

A試掘調査

前述したように、平成13年10月3日～11月26日の期間に、推定地1(六斗蒔遺跡・一杯田遺跡)の

1



2調査経過

対象範囲内に合計98か所のトレンチを任意に設定し試掘調査を実施した。このうち六斗蒔遺跡に関わる

トレンチ調査の実施範囲は第1図の通りである。

図に示したように、遺物が出土したのは80・82・83・90・92の計5トレンチである。内訳は、80ト

レンチが古墳時代土器片3点、82トレンチが同1点、83トレンチが同56点と杭2点、90が古墳時代土

器片4点、92トレンチが同ll点であった。概して南側に遺物の集中が認められた。

遺物が出土した層位は、炭化物を含む粘質シルト層で、本発掘調査のIXb層とX層に相当する、皿およ

びV皿である。また、83トレンチで検出された2点の杭は、同じく本発掘調査XI層に相当する試掘調査時

のIX層に、2.lmの間隔をもって打ち込まれていた。また90トレンチでは包含層中に倒木が検出された。

以上のように遺物・遺構の分布状況、および遺物包含層に関する所見から、本発掘調査範囲を第1図の

ように決定した。
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第1図試掘調査トレンチ配置図及び本発掘調査範囲図

B本発掘調査

本発掘調査は、調査員3名・作業員50名の体制で、平成16年4月7日から9月24日まで実施した。

最終的な調査面積は4,230㎡である。なお、本発掘調査の開始以前に、道路公団が、遺構を損壊する恐れ

のない現地表下Llmの深度まで、表土掘削を重機で行うとともに、排水を目的とする調査区外周への暗

渠工事を実施した。

第1回トレンチ調査(図版23)残された表土の掘削については、以下の手順で行った。まず調査区全体に

おける遺物包含層までの表土堆積情況を正確に把握するため、重機(バックホー)による予備的なトレンチ

調査(以下、第1回トレンチ調査)を実施した。第2図のように、トレンチは調査区の形状に合わせて南北に

1軸、東西に6軸を任意に設定した。この第1回トレンチ調査の結果、遺物は全調査区においてX層以下に

包含されており、IXa層までの表土は重機掘削しても遺物包含層を損壊する危険がないこと、またD(a・D(

b両層の間に視認の容易な腐植土層が調査区全域で認められること、の2点が判明した。そこでこの所見に

基づき、埋文事業団と協議の上、この腐植土層を目安として重機掘削を実施し、IXa層までの表土を排除した。

また、この調査で、遺物が集中して出土した調査区南側と北側の問に、遺物分布の非常に疎な範囲が広

2



第1章序 説

がっていることが明らかになった。そこでこの空白部に対し、面的調査が必要か否かを判断するため、6

月2日から以下のように2回目のトレンチ調査を実施した。なお、このトレンチ調査は、遺物包含層とそ

の上下層間の層序関係をより正確に把握することを副次的な目的とした。
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第2図本発掘調査トレンチ配置図(第1回トレンチ調査)

第2回トレンチ調査(図版23)まず、基本グリッドを設定するとともに、このグリッド線に準じて調査

区中央を南北に貫くトレンチを1本、また東西に10mおきに12本のトレンチを設定し、北側から南側

に向けて順次トレンチ調査を進めた。必要と認められた場合には、南北のトレンチ、あるいは5m間隔の

東西トレンチを部分的に追加した。遺物がわずかにでも認められた場合は周囲を精査した(第2図)。

この調査で、調査区南側に河川跡とその自然堤防が確認され、その北側に後背湿地が広がっていること

が分かった。また、遺物の大部分は自然堤防周辺(3～7トレンチ)に集中しており、調査区の北の端にも

わずかな集中が認められるが、中央部(8～13トレンチ)にはほとんど認められないことが判明した。こ

のため県教委および埋文事業団と協議した結果、8～13トレンチの範囲についてはこれ以上の調査を実

施しないことを決定した。なお、8～9トレンチ、12～13トレンチの範囲については念のためX層まで

掘削し精査を実施したが、何も検出できなかった。

調査区北側については、トレンチ調査と並行して面的調査を実施し、XI層の上に数点の甕が潰れた状態で

検出されたが、遺構は確認できなかった。わずかながら調査予定範囲の北側に遺跡が広がる可能性があった

ため、埋文事業団および県教委と調査区の北側への拡張について協議した結果、遺構が検出されないことと、

遺物の出土が少ないことから、拡張不要という結論に達した。6月30日をもってこの区の発掘調査を完了した。

面的調査7月から遺物が集中する自然堤防周辺の調査に着手した。北側から精査を開始するとともに、

東西にのびる河川跡に対して、これを南北に断ち割るトレンチをグリッド線に沿って10mおきに設定し、

河川跡の範囲を確認した。この結果、調査区の3トレンチより南側が近世以降の河川によって完全に撹乱

されていること、また河川跡の対岸は調査区内に存在しない、という2点を確認できた。このため、県教

委および埋文事業団と再び協議の上、3トレンチ以南については調査を実施しないことを決定した。

河川跡の調査では、近世以降の河川跡は砂層からの湧水が激しく危険であったため、矢板工を実施する

とともに、古墳時代中期の河床までを調査の対象とした。
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2調査経過
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第3図本発掘調査トレンチ配置図(第2回トレンチ調査)

トレンチ調査で、遺物は基本的にXI層直上に散乱しており、それをX層が封印していること、またX

層直上の面にも一部遺物が散布していることが確認されていた。そこで精査に当たってはまずIXb層を

排除して遺物の散布状態を確認し、次いでX層を数段階にわけて順次掘削し、XI層までやや掘り下げて

遺構の確認を行った。この結果、多くの遺物とともに、炉、炭化物集中区などが確認された。また掘削

の過程で多くの埋没樹木が検出されたため、とくに遺物分布面との層序関係に注意して調査し、遺物や

炉との時期関係の明確な立木の検出に努めた。この過程で杭も1本検出されていたが、この時点では杭

列に伴うことは予想できなかった(第4図)。

精査が終了した9月10日、ラジコンヘリコプターによる空中写真撮影を実施した。このあと、念のた

め試掘時における杭出土地点を中心に、遺構確認面からさらに5cmずつ重機掘削を行い最終的な確認調査

を実施した。すると遺構確認面より20cm前後の深度で、亀甲形の杭列が2基検出された。このため、さ

らに確認調査の範囲を拡大し、8トレンチより南側、13トレンチ北側について同様に重機による最終的

な確認を全面的に実施したが、遺構は検出できなかった。9月18日には遺構実測等を終了し、県教委に

よる終了確認を受けた後、9月24日には現場での全調査を完了した。
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第4図本発掘調査最終範囲図
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第1章序 説

なお出土した遺物は、トータルステーションにより3次元計測して取り上げた。写真撮影は35mm一

眼レフカメラで行い、空中写真撮影はラジコンヘリコプターにより中判カメラを用いて行った。また10

月23日には一杯田遺跡の現地説明会に合わせて、同地において出土品の展示説明会を実施した。

3調査・整理体制

試掘調査と本調査および整理作業は、以下のような期日と体制で行なった。

[試掘調査]

調査期間平成13年10月3日～11月26日

調査主体新潟県教育委員会(教育長板屋越麟一)

調査財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団(理事長板屋越麟一)

管理須田益輝(財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団専務理事・事務局長)

長谷川司郎(同総務課長)

岡本郁栄(同調査課長)

庶務椎谷久雄(同総務課主任)

調査指導寺崎裕助(同調査課公団担当課長代理)

調査担当小田由美子(同調査課主任調査員)

小林芳宏(同調査課主任調査員)

加藤義隆(同調査課主任調査員)

長沼吉嗣(同調査課嘱託員)

[本発掘調査・整理作業]

調査期間本発掘調査平成16年4月7日～10月4日

整理作業平成16年9月27日～平成17年2月28日

調査主体新潟県教育委員会(教育長板屋越麟一)

調査財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団(理事長板屋越麟一)

管理黒井幸一(財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団専務理事・事務局長)

長谷川二三夫(同総務課長)

藤巻正信(同調査課長)

監督鈴木俊成(同調査課日東道担当課長代理)

佐藤優一一(同調査課日東道担当主任調査員)

庶務高野正司(同総務課主任)

調査組織株式会社帆苅組

現場代理人今井良男(株式会社帆苅組工事部主任)

現場世話人伊藤斉(株式会社帆苅組工事部)

調査担当岡安光彦(株式会社帆苅組文化財技術室室長)

調査員高田賢治(株式会社帆苅組文化財技術室主任調査員)本発掘調査のみ

大谷祐司(株式会社帆苅組文化財技術室調査員)

嶋影壮憲(株式会社帆苅組文化財技術室調査員)整理作業のみ
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第II章遺跡の位置と環境

1地理的環境

六斗蒔遺跡がある北蒲原郡中条町は、北部を岩船郡荒川町、東部を北蒲原郡黒川村、南部を同郡紫雲寺

町および加治川村とそれぞれ境を接する。中条町は越後平野の北部に位置し、東には新発田一小出構造線

の一部をなす櫛形山脈が連なり、西は日本海に面している。日本海に沿っては砂丘が発達している。中条

町の中央部を流れる胎内川は、飯豊連峰から流れ落ちて櫛形山脈とその支脈の聞隙を貫流し、中条町で平

野部に流れ込んで大型の扇状地を形成する。扇状地の南部には旧紫雲寺潟(塩津潟)の低湿地が広がる。

その気候は、夏はフェーン現象による気温の上昇、冬は降雪という、日本海気候区北陸型の典型的な特徴

を示す。付近の植生は、暖地性常緑広葉樹林を原植生とするヤブツバキクラス域に属する。

六斗蒔遺跡は中条町の大字築地字六斗蒔に所在する、胎内川扇状地の南東部扇端付近に位置し、海岸砂

丘背後の沖積地を望む現標高8.3mの地点に立地する。現況は水田地帯で、その状況は昭和初期から変わ

らない。胎内川扇状地は何段かの段丘と土石流の堆積物からなる山麓性扇状地で、末端には砂丘後背湿地

が発達し、境界付近では部分的に泥質砂が厚く堆積している、扇央を中心に数帯の伏流水が認められ、下

流で「どっこん水」と通称される泉となって湧き出ている。湧出する伏流水は低温で、このため周辺には

低地では珍しい水芭蕉の自生も見られる。

本遺跡が所在する越後平野は、フォッサマグナの北東部分を占め、東側を新発田一小出構造線に、南側

を柏崎一千葉構造線に挟まれた大きな地溝が、完新世の堆積物で埋められた低地である。とくにその表層

には、信濃川や阿賀野川をはじめとする大小の河川の土砂が堆積し、未固結な砂・粘土・シルト・礫など

の軟弱基盤からなる巨大な沖積平野が形成されている。平野の西側海岸部には最多で10列からなる長大

な砂丘列が発達し、日本海に注こうとする河川の流下を阻止している。このため各河川はその流路を求め

て互いに干渉しあい、いたるところに大小無数の潟湖を生じさせている。また、平野は全体に勾配の差が

乏しく、かつ日本海の潮汐変動が小さいため排水不良が生じ、ほぼ全域が低湿地帯となっている。

現在の胎内川の流路は、1888(明治21)年に砂丘列を開削して海に導かれたもので、それ以前は砂丘

に平行して北流し、中条町桃崎浜付近で荒川に合流していた。ただし胎内川は数十年から数百年単位で繰

り返し大きく流路を変更しながら扇状地を発達させてきた。その流路の変遷は解明されていない。このた

め現時点では六斗蒔遺跡が形成された古墳時代中期の流路については特定できない。今日とは異なり、南

流して旧紫雲寺潟(塩津潟)周辺の低地で加治川に合流し、最終的には阿賀野川から信濃川へと流路が繋がっ

ていた可能性も考えておく必要がある。

六斗蒔遺跡は、今回の調査で発見された河川跡が形成したシルトと砂からなる自然堤防上に立地してい

る。この河川の流れの向きは調査では明らかにできなかった。調査時点では海側の南西方向に流れていた

と想定していた。ところが1948年国土地理院発行の旧5万分の1地形図を見ると、本遺跡と反貫目遺跡

の間を流れる小河川が認められ、扇状地の等高線に沿うように南東へと流下しているようである。これを

参考にできるとすると、本遺跡の河川跡は同様に扇端を回り込むように南東へ流れ、櫛形山脈西麓の河川

群を集める今日の船戸川またはその支流に合流していた可能性がある。したがって流れの方向については

速断すべきではないと思われる。
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2歴史的環境

旧紫雲寺潟(塩津潟)の湖底に位置する青田遺跡から、縄文晩期終末および平安時代の遺物が発見され

たことから、江戸期に干拓されるまで存在した湖面標高6mと推定される潟湖は、9世紀以降に形成され

たものと考えられるようになった。ところが今回の調査で、古墳時代中期に前後する時期にも遺跡周辺に

潟湖が形成されていた可能性が示された。

今回の調査では、土層観察から本遺跡の上下の層はいずれも水成層ではないかと推定された。いっぽう

珪藻分析からは、上下の層はともに浅い緩やかな流れの中で形成された水成層という結果が示された。こ

れらのことから、本遺跡が立地する自然堤防は、遺跡形成の前後には水没していた可能性が高い。扇状地

の南には、本遺跡より標高の低い低湿地が旧紫雲寺潟方面まで広がっている。したがって、激しい地殻変

動で周辺の地形が大きく変動していない限り、該期には遺跡の周囲が広範囲にわたって湛水していた可能

性が高いとみられる。つまり、古墳時代中期段階には、何らかの理由で周囲の水位が上昇し、旧紫雲寺潟

方面に広がる一定の規模を有する潟湖が、限られた期間にせよ出現していたようである。

したがって本遺跡は、古墳時代に存在したとみられる無名の潟湖の縁辺で、一時的に陸地化した微高地

に営まれた生活跡である可能性が高い。分析から、周辺の湿地や潟湖にはさまざまな水生植物が繁茂し、

また微高地にはヤナギ類やコナラ類などの樹木や灌木が生育していたとみられる。地理的に見たとき、六

斗蒔遺跡は「水辺の遺跡」ということができるだろう。

2歴史的環境

7世紀末の越後国成立以前の新潟地域は、「ワカサ」を除く北陸地方の総称である「コシ」の北端部を

構成する「コシのシリへ」の地域にあたる。「コシ」は西暦600年前後に越前・越中・越後の三国(また

は佐渡を加えた四か国)に分割されたが、初期越後国の領域は狭く、今日の新潟県の阿賀野川以北の地域に

該当する。歴史地理的に見れぼ、おおむね淳足柵から磐舟柵にかけての地域と見なすことができよう。7

世紀末の「コシ」の分割が、それ以前の地域形成に基づいて行われたとする見解に従えば、六斗蒔遺跡は、

初期越後国の形成基盤となった「コシのシリへ」の地域の、ほぼ中央やや北よりの地域に営まれた遺跡で

ある[小林2004]。

これまで本遺跡の位置する中条町周辺では古墳時代の遺跡はあまり知られておらず、遺跡の分布密度は

あまり高くないと捉えられていた。ところが平成13年度以降本格化した日東道やほ場整備事業に関連し

た調査[(財)新潟県埋蔵文化財調査事業団2002・2003]・[水澤1997・1999]などによって、本遺跡

をはじめ20か所以上の古墳時代遺跡が発見された。周辺地域の古墳時代遺跡は、その大多数が沖積地に

埋没しているとみられる。今後、詳細な遺跡分布調査が進めば、さらに相当数の古墳時代遺跡が発見され

るとみてよいであろう。

一連の調査で、古墳時代前期にっいては、周辺地域の様相が次第に明らかにされつつある。本遺跡に先

立ち調査された反貫目遺跡からは、炭化したコメやモミが相当量出土している[寺崎ほか2004]。遺跡の

密度から推定される人口数から考えても、必要な食料を全て外部に依存したとは考えにくい。古墳時代前

期には周辺で水稲農耕が行われていたと考えられる。

上越地方を除くと、新潟県下における古墳時代中期の遺跡の発見例は乏しい。周辺地域では、先の反貫

目遺跡や山三賀遺跡などが知られるが、本遺跡を加えても数例に過ぎない。ただし本遺跡は一時的に潟湖

に現れた自然堤防を短期的に利用した特殊な生活跡で、付近の丘陵など安定した場に拠点となる集落が営

8



第II章遺跡の位置と環境

まれていた可能性が高い。事実、遺構との関係が不明な単独の出土資料だが、本遺跡に近い山裾の台地に

位置する宮ノ入遺跡からは、時期的にも近い韓式土器が発見されている[中条町史編纂委員会2004]。

また、本遺跡と指呼の距離には、径40m内外、高さ5m余の中条町城の山遺跡があり、高塚古墳とす

る意見がある。もし古墳であれば、阿賀野川方面から北上する際には、良好なランドマークとなったであ

ろう。同遺跡に対する本格的な調査が待たれる。

本遺跡は胎内川扇状地の端に位置するが、胎内川本流を東に10㎞ほど遡上すると、『日本書紀』天智7

年(668年)条に「越の国より燃土燃水献上す」と記された、古代の石油採取の有力な候補地とされる黒

川村原油湧出地に至る。

さらに、扇状地を北上すると、荒川流域の低地が広がり、その先に磐舟潟が位置する。658年に阿倍比

羅夫率いる180余隻の軍船の帆を休めたのも、この付近と考えられている。さらにその先の村上市浦田山

丘陵には、北陸地方最北の群集墳である浦田山古墳群が造営されている。

囎磯轡轍・,

第6図六斗蒔遺跡と阿賀北地方の地勢概念図
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第III章調査の概要

1グリッドの設定

グリッドは、日東道道路法線センター杭STA294とSTA295+35を西側に10m移動させたラインを

センターラインとして設定した。グリッド方位は、真北よりも25°3'37"東偏している。グリッドは

10m四方の大グリッドを基本に、その中を2m四方の小グリッドを25区分した。グリッドの名称は、南

北方向では南から算用数字を付し、東西方向では西からアルファベットを付した。小グリッドは南西隅を

1、北東隅を25とし、「5B25区」のように呼称した(第7図)。

主な杭の座標値は、以下の通りである。座標値は日本平面直角座標第V皿系(旧座標)である。

E4X=228557.2512Y=76746.7177E6X=228575.4144Y=76755.0903

E8X=228593.5623Y=76763.4959ElOX=228611.6948Y=76771.9345

El2X=228629.8121Y=76780.406El4X=228647.9138Y=76788.9105

＼

8°lti/レピD

%・

漁.
第7図グリッド設定図

/+P(!N
 α回lx

121141,5

//＼'

2層

序

本遺跡の層序は上位から1層・II層・皿層・IV層・V層・VI層・W層・V皿層・D(層・X層・XI層・X皿層

の12層の基本層序に区分できる。このうち本遺跡に関係するのはXI・X・IX層の3層である(第8・9図、

図版23)。

1層:耕作土、暗褐色土層

II層:床土、暗灰色粘土層、一部で「ガッボ」と呼ばれる大量の植物遺体を含む層が認められる。

IH層:砂層、灰白砂に灰白色砂を含む。

IV層:青灰色シルトにマンガンを含む。2Bグリッド付近で「ガツボ」層が見られる、

10



第皿章調査の概要

V層:砂層、灰白砂。

VI層:青灰色シルトにマンガンを少量含む。

VII層:砂層、灰白色砂。

皿層:青灰色シルト。

IX層:青灰色シルトと青灰色砂層の互層。

後背湿地側の調査区北側では粘土質

となる。褐色腐植土層を挟んでa層、

b層に細分できる。次のX層との境

界でごく少量の遺物が出土した。

X層:遺物包含層。ただし遺物はほとんど

含まず、XI層上面に載った遺物を被

覆している。暗灰色シルトと灰色砂

層の互層、褐色粘土を斑状に含む。

XI層:地山、暗灰色粘土層、細粒砂層を含

む。上面すなわちX層との境界面に

遺物が広がっている。

X且層:地山、黄褐色砂層、白色細粒砂層を

含む。

7.Om

6.Om

0

(1:20) lm

7.Om

6.Om

第8図基本層序(6B20区)

以上のうち、本遺跡に関係するXI・X・IX層の3層は、いずれもシルトまたは粘土と砂との互層である。

全て水成層であるが、一時的に陸地化した時期があることが珪藻分析から確認された。

IX層は自然堤防部では薄く、後背湿地側では厚く堆積している。この層の中程に層位的にも面的にもよ

く視認できる褐色腐植土層が挟まれ、調査区全体に分布していた。第1回トレンチ調査で、この褐色腐植

土層より上には遺物が包含されないことが確認されたため、IX層をこの腐植土層でa層とb層に区分し、

重機掘削はa層までとすることによって、調査の効率と精度とを両立させることができた。

6.Om』

＼ノ土器

㎜
マ
百
証

0

土器(レ

(1:20)

6.Om

lm

第9図主要土層図(6E16区)

ll



第IV章遺 構

1概 要

遺構は調査区南側の自然堤防の周辺、3C～7F区の範囲で検出された。内訳は、亀甲形の杭列2基、炉

6基、炭化物集中区28区、粘土埋納坑1基、砂礫集積1基である。土器を伴う立木3本、河川跡1か所

についても便宜上この章で記述する。

なお、本遺跡では遺物が一面に散乱する出土状態そのものが遺構であると見なすことも可能であるが、

観察者の解釈が入り込む余地が大きいので、そうした観点に立つ記述はしていない。遺物の出土状態の記

述は第V章で行う。ただし遺構や自然物との関係が推定できる遺物については、本章でも必要に応じて記

述する。このため第V章とは記述に若干の重複がある、

2記述の方法

遺構の番号は、遺構の種類に関係なく通し番号を付けた。ただし杭に関しては各杭列ごとに別個に通し

番号を付した。規模および面積は、杭上端の中心を基点として計測した。長軸(主軸)は主軸柱間を計測し、

短軸(梁行)は杭間を計測した。主軸方位は真北を基準に東西に傾く角度を計算した。杭の角度は杭の上

端の中心と下端の先端を結ぶ線と鉛直線の交点の角度を計測した。

3各

 A杭

旺　

説

調査ではその最終段階まで、炉や炭化物集中区などを除くと遺構iらしい遺構を確認できなかった。しか

し平成13年度に行われた埋文事業団の試掘調査では、6E区付近で杭が2点出土していた。また調査中に

も、その付近で1点だけ杭が検出された。そこでその周辺で何度か精査をかけたが、柱穴等の遺構は全く

確認できなかった。しかしなお念のため、遺物取上げ後の調査の最終段階で、重機を用いて5cmずつ掘り

下げ確認を行った。すると、炉の検出面から約20Cmの深度で、地山に打ち込まれたとみられる13点の

杭が検出され、それらが2組の亀甲形の杭列となることを確認できた。なお、遺物分布が認められる全域

で同様の確認を試みたが、他に何らかの遺構は検出されなかった。

杭列は、自然堤防の後背湿地側に位置し、2か所で亀甲形を呈する形に打ち込まれており、約4.6mの

距離を置いて河川跡に沿うようにほぼ同軸方向に並んでいた。

2基の杭列の亀甲形配置だけを見れば、これを建物跡と見ることも可能である。しかし、樹種分析の結果、

いずれもヤナギ属の木材が使用されており、一般に軽軟で切削加工などは容易であるが、強度や耐久性は

低く、柱材には不適であるとみられる。しかも本遺跡の材は最大でも径15cmの半割材に過ぎない。丸太

材では径10cm前後である。さらに材は打ち込まれている。こうした柱材で、重量のある上屋を支持でき

たとは考えにくい。そこで、ここでは杭列として取り扱っておくことにしたい。なお、以下の記述では、

12



第IV章遺

構

煩填を避けるため、杭列1の項では杭1-1、1-2などを杭1、杭2と表記する。杭例2の項についても同

様である。

杭列1(図版2・3・25)

5D・E、6D・E区に位置する。8本の杭が亀甲形に並ぶ。長軸5.55m、短軸4.3mの杭列である。方

位はN-35°-Wで面積は20.41㎡を測る。杭問寸法は杭1～2が2.lm、2～3が2.2m、3～4が4.2m、

4～8が2.1m、8～6が2.3m、6～7が2.3m、7～1が2.Omで、3～4以外はほぼ等間隔である。

3～4は4.2mと他の約2倍の長さになっていたが、中間の杭は確認できなかった。

杭は丸材や半割材、4面を粗く削った角材などがあり仕様が統一されていない。いずれも先端を粗く削っ

て尖らせている。加工痕から見て、使用した刃物はかなり鋭利であり、利用されたヤナギ材を一気に斜め

に切断できる刃渡りを有したと推定できる。ほとんどの杭は、亀甲形の中心方向に内傾して打ち込まれて

いた。また南端の杭8と杭5は近接して打ち込まれているが、その意図は不明である。

内傾していたことが確認できた杭は杭5を除く7本である。各杭の角度は、杭1が約5°、杭2が約10Q、

杭4が約14°、杭8が約12°、杭6が約20Q、杭7が約10°と、おおむね10°前後であるが均一ではない。

調査後に図面で対比した結果、杭列のほぼ中央付近に炭化物集中区23が位置することが分かった。同

期の遺構とみなせるとすれぼ、この杭列にともなう地床炉と考えるのが自然であろう。なお、この炭化物

集中区23を覆うように、樹根が検出されたが、切り合い関係からみて遺跡廃棄後に生育したものである。

さらに、杭1と7の間に、炭化物集中区22が位置し、杭列の内外にまたがって炭化物が集積している。また、

この近くの杭7の傍らから甕96が出土した。ほぼ原位置を保つとみられる。さらにこの杭7に接して、

その外側にあたる位置に、薄い砂礫集積が検出されている。これらと杭列が同期のものとすれば、杭1と

7の間は開かれた空間で、しかもそこで火を焚き、甕を用いて煮沸を行っていた可能性が高いことになる。

なお杭列1の周囲には、甕の破片が多く分布する傾向が認められた。

杭列2(図版2・3・25・26)

6D・E区に位置する。8本の杭が遺存し、長軸5.6m、短軸4.1mの杭列である。方位はN-32Q-

Wで面積は21.6㎡を測る。杭問寸法は杭5～1が推定2.2m、1～3が推定2.lm、3～4が推定2.2m、

4～6が2.8m、6～2が2.1m、4～6以外はほぼ等間隔であったと推定される。

杭は丸材や半割材、4面を粗く削った角材があり、いずれも先端を尖らせており、すべて打ち込み式の

杭であった。内傾が確認された杭は杭5・1・3の3本で、打ち込み角度は杭5が約12Q、1が約14Q、

3が約13°と杭列1と共通していた。なお、杭10と杭llは平成13年度に試掘調査を実施した際に出土

したものである。

杭列内の南側部分に、炭化物集中区34が位置する。杭列にともなう炉と見られる。杭列1と異なり、

この杭例の内部に相当する位置からは、遺物の出土は乏しい。土器集中区xとxiとが接近している。

 B炉

地山の被熱が明瞭で、火を焚く前に予め粘土を薄く敷設するという一定の構造を有する焚火跡を炉と呼

ぶことにする。これに対して、地山の被熱が不明瞭で、単なる炭化物の集積か地床炉か区別しにくいもの

を炭化物集中区として区別する。

炉は、調査区南側の自然堤防周辺から8基検出された。その輪郭は炭化物や敷設された粘土、赤化した

地山の土が錯雑し明瞭ではない。粘土下の地山は被熱により著しく酸化し赤褐色を呈する。炉では長時間

高温の燃焼が続けられたことを示唆する。
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炉3(図版2・4・26)

4D3・4区に位置する。自然堤防上の最高地点にあたる。輪郭は燃焼物の堆積や粘土、地山の土が入り

乱れていて明瞭ではないが、170cm～160cmの不定形をなす。覆土は4層に分けられる。1層は燃焼物の

堆積、2・4層は炉のために敷かれた粘土層、3層は利用中の撹乱を示すとみられる粘土・灰・焼土・砂

が混在する層である。4層の粘土には炭化物が含まれており、炉が作り直されたことを示すとみられる。

図化段階では大部分を撤去してしまっているが、炉上層には炭化物の集積が認められた。なお、地山は約

10cm程度の深さまで被熱により赤化している。

なお、炉の西端には立ち消えしたとみられる焦げた木材が1点出土している。また炉の南西側約lln付

近に、木材15点の人為的とみられる集積があった。これらの木材は、分析の結果、全てマツ属と同定された。

材には加工痕はまったく認められず、大きさ形も一定しない折れ曲がった木片が多い。おそらく、枯れ

木や流木などを拾い集めたものとみられる。いずれも炉の燃料の可能性がある。

土器は炉からやや離れて分布し、分布密度は低い。小型壷(66・67)、高圷(71・72)などの器種が多

いのに対し、甕65が破片で出土しているものの、甕の出土量は乏しい。

なお、炉の周囲には、分析結果から石英分を多く含むベンガラと同定された赤色顔料粉末や、焼けた小

礫の分布がまばらに認められた。

炉4(図版2・4・26)

4ElO・15区に位置する。自然堤防のやや後背湿地側に設けられている。炉3と同様、輪郭は明瞭では

なく長径約180cm、短径約120cmの不定形を呈する。覆土は2層に分けられ、1層は燃焼物の堆積層、

2層は薄く敷設された粘土層である。地山は10cm程度まで赤褐色に焼けていた。堆積状態から判断して、

若干移動して炉を作り直したと推定される。燃料と推定される材は検出されなかった。

炉3と同様、高圷(88)を除くとすぐそぼには遺物が少ない。土器集中区viと関連するとみられる。高

圷(87・88・89・90)の出土が多く、甕類の破片が少ないことは、炉3・4などに類似する。

炉5(図版2・4・27)

7D7区に位置する。調査区内では最も後背湿地側に設けられている。炉3と同様、輪郭は明瞭ではなく

不定形で、長径約120cm、短径約100cm。覆土は2層に分けられ、1層は炭化物を主体とする燃焼物の

堆積層、2層は薄く敷設された粘土層である。地山は赤褐色に焼けている。断面実測段階ではすでに1・

2層ともかなり削平されている。実際には1層は2cmほど堆積していた。また1層の上には燃え残りとみ

られる木材が残り、その木材の上にカラスガイが殻を開いた状態で出土した。

本遺構は、土器集中区剛あるいはixと関連するとみられる。

炉6(図版2・4・27)

4C5・10区に位置する。自然堤防の稜部に設けられている。炉3と同様、輪郭は明瞭ではなく長径約

140cm、短径約100cmの不定形を呈する。覆土は3層で、1層と3層は粘土層、2層は燃焼物の堆積である。

この炉についても、やや位置を移動させて少なくとも2回作り直して利用されたとみられる。なお作図段

階では削平されてしまっているが、この炉についても表層を炭化物の層が覆っていた。

本遺構は土器集中区vに関連するとみられる。付近への土器の集中は炉3・4などと同様ややまばらで

ある。比較的近くから増(77)、椀(79・80)などが出土しており、甕類については破片も乏しい。この

点も炉3・4などと似ている。

炉7(図版2・5・27)

3Dl5・20区の河川跡に面した自然堤防の斜面から川岸にかけての地点に位置し、最も河川に近い炉で
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第IV章遺 構

ある。川に沿って平行にのびる浅い窪地を利用して設置されていた。川岸には川に並行して数条の噴砂の

跡が認められることから、窪地も過去の地震による微細な変動の結果生じた自然地形とみられる。土層断

面にみられる噴砂は後世のものであるが、燃焼物の堆積状態から推定すると、窪地はすでに炉の設置以前

に存在したものとみられるが、人為的に掘り窪めてから炉として利用された可能性も残す。

炉3と同様、輪郭は明瞭ではないが、長径約95cm、短径約55cmの楕円形を呈する。窪地に設置され

たため、堆積物が比較的よく残されていた。覆土は2層に分けられ、1層は灰・炭化物・焼土などからな

る燃焼物の堆積層、2層はごく薄く敷設された粘土層で、1層の一・部は2層の外に広がって堆積していた。

なお、作図段階では1層が約2cmの厚さで取り除かれている。堆積物の多さは、かなりの量の燃料が消費

されたことを物語ると思われる。ただし他の炉に比べ、炭化物の量は比較的少なかったことを付記してお

く。2層の下の地山は赤褐色に焼けている。

本遺構は最も出土量の多い土器集中区iiの中央部分に位置し、周囲の土器の集積とは深い関係があると

思われる。増12や高圷脚35は炉内の燃焼物堆積中に他の多数の土器片とともに埋もれていた。とくに

柑12は激しく被熱しており、取り上げの際にその一部が崩壊してしまった。他の炉に比べて、周囲に甕

類の出土が多いのが特徴である。焼けた小礫の出土量も、この炉の周辺が最も多い。またカラスガイの殻

も付近から出土している。遺物の出土状況は、先の炉3・4と、炉5の合わせた特徴を示す。

炉8(図版2・5)

6Cl1・16区に位置する。後背湿地側に設けられている。炉3と同様、輪郭は明瞭ではなく、長径約100cm、

短径約70cmの不定形を呈する。覆土は2層に分けられ、1層は炭化物を多く含む燃焼物堆積層、2層は

敷設された白色粘土層で、2層下の地山は赤褐色に焼けていた。実測段階では1・2層ともかなり削平さ

れてしまっている。本来の1層は2～3cmの厚みを有した。土器集中区面とixが関連しているとみられる。

とくに集中区輔からは本遺跡で唯一の有孔鉢99が出土しており注目される。また高圷102・103・104

に示されるように高圷の出土例が多い。

C炭化物集中区

地山に明瞭な被熱の跡が認められない炭化物の集積地点を、炭化物集中区とする。本遺跡では大小28

か所検出されている。短時間で使用した焚火跡とみられる。ただし、一部は炭化物の二次堆積の可能性を

残す。堆積した炭化物を分析した結果、ヤナギ属とクヌギ節が同定された。

集中区28か所のうち、遺構の性格をある程度推定できる9・10・17、また杭列1との関係が推定され

る22・23の5地区について、調査結果を記述する。

炭化物集中区9(図版2・5・27)

3C20区に位置する。河川跡の川岸で検出された。ほぼlm四方の範囲に炭化物の散布が認められたため、

精査をかけると、不定形の長径15～35cmの炭化物の浅い集積が5か所認められた。約1m東側から検

出された炭化物集中区10のように、小型の土器を火にかけるための地床炉の可能性がある。ただし土器

片がわずかに出土した以外には遺物は検出されていない。

炭化物集中区10(図版2・5・27)

3C25区に位置する。河川跡の川岸の斜面に設けられている。平面形は楕円形を呈する。直径20Cln、

深さ5cmの小さな落ち込みに、直径lcm前後、長さ3～4cm前後の小枝の炭化物が密に堆積していた。小

型の炉が燃焼の途中で立ち消えしたものとみられる。

この炭化物の堆積の上に、完形の壷4が正位に置かれた状況で出土していた。壷4は底部外面も含め体
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3各 説

部の肩以外にススが付着し被熱していた。この集中区10の炭と壺4内から検出された炭化物は分析の結果、

ヤナギ属であることが分かった。なお集中区10の炭についてはAMS年代測定を行っている。

炭化物集中区17(図版2・5)

3E14・15区、河川跡に向う緩斜面に位置する。約100cn1×70cm四方の範囲に長径8～30cmの炭化物

集中が6か所認められた。輪郭は明瞭でなく不定形を呈する。覆土は単層で炭である,小さな炭化物の集

積がいくつか集中するあり方は、炭化物集中区9と共通する。

炭化物集中区22(図版2・5)

5Dl9に位置する。図面で対比すると杭列1の西隅、杭1と杭7の中問に位置する。輪郭は明瞭ではな

く長径約160cm、短径約60cmの不定形を呈する。先に示したように、この炭化物集中区の南側から甕

31がほぼ原位置を保って出土している。

炭化物集中区23(図版2・6)

5D24・25、6E4・5区に位置する。図面で対比すると、杭列1内のほぼ中央付近に位置する。輪郭は

明瞭ではないが長径120cm、短径70cmの不定形を呈する,炭化物の他、砂礫や焼土の堆積も認められた。

地床炉と推定してよいと思われる。なお、本集中区の炭化物を分析した結果、ヤナギ属とクヌギ節が同定

されている。なお上層から樹根が入り込んでいるが、この遺構に伴うものではない。

Dその他

立木については、土層その他の観察から、周囲に置かれた土器との関係が明瞭であると推定できるもの

に限って記述する。

粘土埋納坑35(図版2・6・27)

7D23区に位置する。自然堤防の後背湿地から検出された。XI層に掘り込み、X層で被覆されている。

長径30cm、短径22cmの不定形で、地山を深さ8cm掘り込み、灰白色粘土を収納している。

立木36(図版2・6・21)

7Bl6・17・21・22区に位置する。自然堤防の後背湿地側で検出された。樹幹はほとんど残っていない

が、根株の直径は約40cmで、樹種はクワ科ヤマグワと同定されている。立木の根はXI層に広がりをみせ、

X層に樹幹が伸びていた。

この根株から南西に約L5mの地点に、完形に近い壼133・小型127、圷・椀類129などが集中的に出

土した。小型壷127は、XI層の直上面に正位で自立し、X層に埋没され、口縁部をIX層に突き出している

状態が確認された。また壷133は、XI層の直上面に正位で押し潰される中途の状態で出土し、X層に埋没

され、口縁部の一部をIX層に突き出している状態が確認された。これに対し甕134・135は、XI層の直上

面に完全に押し潰された状態で出土した。

立木37(図版2・6・22・28)

3F5区に位置する。河川跡の岸辺に生育していたとみられる。樹幹の遺存高は50cm、その直径は約30

cmで、樹種は同定の結果では、コナラ・ミズナラ・カシワ・ナラガシワのいずれかであるとされている。

この立木の根元に接する状態で、本遺跡では最大の土器である壺75が出土した。土器片は、樹幹と根の

分岐点に集中し、折り重なって出土している。この壺の北隣から甕14、根株の北側から甕13が出土して

いる。立木の根はXI層に広がっており、X層に樹幹が伸びていた。
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立木38(図版2・6・29)

7Fl・2区に位置する。人の活動との関与が推定できる樹木としては、調査区南側の中で最も後背湿地

側で検出された。立木そのものは暗渠工事によりを破壊され遺存していない。ただし遺存する根の広がり

から、相当な大木があったと推定できる。樹種は不明である。木根はXI層に南北約5m、東西約2mの範

囲で広がっていた。根の周囲のXI層直上から、手つくねの模倣土器138・139が出土している。

砂礫集積39(図版2・5・28)

5D23・24区に位置する。不定形で長さ約100cm、幅約85cmのごく薄い砂礫の堆積である。主体は砂で、

それに径lcm程度のごく小さな砂礫が混じる。遺構とみなせるかどうか判断が難しいが、砂礫は人為的に

この地点まで持ち込まれた可能性が高い。

河川跡(図版1・24)

3B～3F区にかけて位置する。確認できたのは北側の岸のみである。南側の岸は調査区外となり検出で

きなかった。該期の河川は、その後の新たな河川により浸食をうけており、全体の様子を知ることはでき

なかった(第10図)。自然堤防付近に比較して、河川側では各層とも粘質を増す。堆積物で最も粒度が大

きいのが砂で、小礫すら認められないことから、該期には比較的静かな流れであったと推測される。これ

に対して、新しい川の堆積物中には巨大な流木や地元でガッボと呼ばれる大量の植物遺骸を含む層が厚く

堆積し、後世には周囲の河川環境が全く異なった状態に変化した時期があることを示していた。どの時点

で該期の河川が浸食されたかは不明である。

B

62m

トレンチ

B'

一一「6'2m

(1:80)2m
一

第10図河川跡セクション図(セクションの位置は図版1を参照)
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第V章遺 物

1概 要

遺物は平箱(34×54xl4cm)に換算して約50箱出土した。大半は土師器で、他に杭16点、加工痕

のある石5点、小礫約300点、軽石片約20点、赤色顔料粉末若干、粘土塊1点で、その他種実類が約

100点、貝類などが出土した。調査区のうち遺物は南側と北側に偏在し、中央部に空白域があった。大部

分は調査区南側の自然堤防周辺で検出された。遺物は面的に出土し、複数の集中部がみられる。そこで本

章では、視覚的に捉えられるそれらの集中部をi～㎞の土器集中区として設定し、各区ごとに遺物に関

する記述を行う(図版7)。また集中区に含まれない遺物は、近傍にある集中区に続けて大グリッド単位で

記述する。

層位的に見ると遺物はXI層直上に面的に広がり、X層によって被覆されていた。一部の完形土器は、立

木36近傍から発見された小型壷127のように、X層に完全には埋没せず、IX層にまで一部を突出させていた。

いっぽう、X層とD(層の境界にはヒトや偶蹄類の足跡による撹乱があり、IX層まで突出する土器の一部が

その撹乱を受けていた。このためX層とIX層との境界にわずかだが土器片が散布する状態が認められた。

2土 器

A器種分類

主な器種は壷、小型壷、鉢、椀・圷類、高圷、甕、小甕などである。(第ll図)

壺(1・2・3)大きさ、二重口縁の有i無で3種に区別できる。本遺跡の特徴の一つとして、土器組成に

占める壷の割合が極端に乏しい点を指摘できる。

壺A(1)二重口縁で器高が50cmを超える大型の壷である。

壷B(2)二重口縁の壷である。

壷C(3)単口縁の壷である。

小型壷(4～10)増を除く定型的でないものを一括して小型壺とする。大きさ、器形ともに著しく変

異に富み、ミガキの有無も一定しないが、二次焼成によりススの付着や吹きこぼれの跡が認められること

が共通している。被熱による赤化や器壁の剥離が認められるものも多い。

増(11)器高8cm前後と小さい定型化した小型壺を増と呼んで他の定型的でないものと区別する。口

頸部が大きく発達し、体部との高さの比が概ね1対1に近い。体部は偏平で丸底である。底部が厚く土器

の重心が低位にあり安定的に自立する。作りは比較的丁寧だが、ミガキはなく、ナデ調整で一一部にハケを

残す。体部内側は無調整で積み上げ痕を残す。底部にわずかに被熱の認められるもの、全体に被熱が認め

られ傷みの激しいものなど程度の差はあるが全て二次焼成が認められる。

鉢(12・13)便宜的に2器種を設定したが、全く性格の異なる土器である。

鉢A(12)平底ぎみの丸底の浅い鉢。上半部から口縁部にかけてわずかに内湾する。

鉢B(13)口縁部が強く内湾する小型平底の鉢。内面にも輪積痕やユビオサエが残り調整は粗い。い
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物
ずれの個体も強く二次焼成により被熱し、赤化した状態は製塩土器に似ている。

有孔鉢(14)1点のみ出土した。ミガキはなく、基本的にハケ・ナデ調整である。

圷・椀類(15～18)大部分にミガキが認められる。小型壷と同じく個体差が激しいのが特徴である。

一括して圷・椀類として取り扱ったが、必要に応じて浅いものを圷、深いものは椀と記述する。

高圷(19～23)脚部の屈折の有無、脚部や圷部の2段稜線の有無の組合せによって大きく5種類に分

類できる。基本的にミガキがあるが、部分的にミガキが及ぼずナデやハケを残すものが多い。またミガキ

状イタナデが認められる個体もある。

屈折脚高圷A(19)屈折脚有稜高圷である。Bに比べて柱状部分の長い屈折脚を有し、稜のある圷部

を備えたもの。脚には比較的直線的なもの、膨らみのあるものなどの変異があり、また稜にも段状のもの、

明瞭なもの、不明瞭なものなどの変異があるが一括して扱う。

屈折脚高圷B(20)屈折脚有稜高圷のうちAに比べ柱状部が短く開きの大きい、比較的新しい要素を

示す脚を有する。

有段脚高圷(21)有段屈折脚高圷。2段の稜線を持つ屈折脚を有するもの。なお本遺跡ではこの種の

脚と接合関係の明らかな圷部は得られていない。

開脚高圷(22)外反する脚を有する高圷。基本的には屈折脚高圷Aと同じ圷部を備えるが、屈折脚を

有するものに比して稜の不明瞭なものが多い。

有段高圷(23)開脚2段高圷。外反する脚を有し、圷部に2段の稜線を有する。圷部にさらにもう一

段のせた構造になっているため、他の高圷に比べ基本的に大型である。なお本遺跡では屈折脚に有段の圷

部を有するものは出土していない。

手つくね土器(24～26)模倣した土器の本来の姿形を残すかどうかにより2種に分類した。

手つくね土器A(24・25)模倣した本来の土器の姿形を残す。24はその器形から見て開脚高圷、25

にはハケメを表現することから甕を模倣したものとみられる。

手つくね土器B(26)本来の形を失うまで簡略化されたもの。

甕(27～29)基本的に口縁部が「く」の字状に外反するもので占められる。大きさと形状によってA・

B・Cの3類に大分した。

甕A(27)本遺跡でもっとも一般的なもの。やや体部が長い。

甕B(28)甕Aに似るが体部が短く比較的球形に近い形態のもの。

甕C(29)大型で器壁が厚いもの。

小型甕(30～33)小型で器壁が薄いもの。器形・調整ともに変異に富むが一括して扱う。

 B各 説

土器集中区i(図版10-1～3・5～9、図版31)

4C区南西隅付近を中心とする土器分布の集中域である。埋没河川の斜面上部に土器が堆積したもので、

土器包含層には一一定の厚みがある。また、土器とともに木片や炭化物も堆積していた。他の集中区に比し

て互いに接合しない破片が多い。そのいっぽうで後背湿地側の杭列内出土の椀91がこの集中区の破片と

接合したことなどから、土器捨場ではないかとみられる。

小型壼(1)二重口縁の小型壼の口縁部である。

圷・椀類(2・3)2は口縁部片である。口縁端部付近はヨコナデされている。器外面には粘土紐の
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第11図土器の分類
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物
接合痕が残る。二次焼成を受けて被熱しており、内外面ともにススが付着し、赤化している部分がある。

高圷(5～7)5は圷部に稜を有し口縁が外反するもので、本遺跡の高圷としては通有の型式である。

脚を欠損しているが、屈折脚を有していたとみられる。内面全体に黒色物が付着している。口縁部内面に

は被熱による赤化がわずかに認められ、外壁にもススが付着している。6は、ごく一般的な高圷A類の屈

折脚である。7は有段脚だが、胎土・調整ともに粗く特に丁寧に作られたものではないようである。

甕(8・9)8はA類で底部を欠く。使われているハケメ原体は内外面で異なる。内外面ともに多量

のススが付着している。

3B区(図版IO-18)

甕(18)保安のため調査不能であった3B20区付近で、最終段階の重機掘削時に出土した。このため

性格な出土位置は不明である。B類である。

土器集中区ii(図版10-4・10～17・19～24、図版ll-25～44、図版12-45～52、図版13-53、図版31～34)

3D～4D区を中心に広がる土器集中区である。自然堤防の湾曲部突端に位置し、遺物密度が高い。こ

の区も接合しない破片が多い。炉7、炭化物集中区9・10・17が位置する。

増(10～12)10は薄い器壁の口縁がよく発達して開く一方、とくに底部の器壁が厚く、丸底だが器

底が偏平で安定して自立する。体部には粘土紐の接合痕を残す。底部外面にススが付着し赤化している。

土器集中区vから良く似た個体77が出土している。12は体部で、ススの付着がみられる。

壺・小型壺(13～17)小型壷13は厚手で平底、調整が粗く、接合痕を残し、ミガキはない。胎土は

粗い。著しく二次焼成を受け劣化している。14は二重口縁の壺で内外面ともにススが付着している。15

～17は小型壷の口縁部で、比較的丁寧なミガキ調整をし、胎土も密である。

鉢(19)B類である。胎土には石英・長石の小礫をやや多く含む。著しく二次焼成を受け酸化して赤

榿色を呈する。粘土紐の輪積み痕や指頭圧痕を内面に残し、粗雑な作りである。土器集中区vから形態や

色調が非常に良く似た個体78が出土している。

椀・圷類(20)斜面の一番低い位置から出土した。整った椀形をなし、口縁部がわずかに外反する。

ミガキ調整される。4C区からよく形態・色調・調整がよく似た個体が出土している。

高圷(21～37)21は本遺跡に通有なA類の有稜高圷圷部であるが、先の集中区iの高圷5と同じよ

うに圷内面全体に黒色物が付着し、被熱による赤化が認められる。圷内面底部には被熱による多数の剥離

が認められる。24は屈折脚高圷B類で、全体に寸胴な形態である。25～30は有稜高圷A類の圷部である。

稜部の形態は変化に富む。29内面には21と同じ黒色物の付着が認められる。32は開脚高圷の脚部、33

は有段脚である。いずれも調整・胎土ともに良くない。34～37は、典型的な高圷A類の脚である。柱状

部がふくらみ、裾部が比較的偏平で外周部がやや上に反るものが多い。柱状部にはタテミガキを施す。裾

部には比較的規則的な斜めミガキが入る。なお34は炉7に正位で燃焼物に被覆された状態で出土した。

甕(38・39・41・43～53)43～45は甕A類である。44は炉7の近くで割れた状態で出土した。底部

を欠く。45は斜面下方に口を向け、横置された状態でほぼ完形の姿を保って出土した。下部には別の甕の

破片が置かれていた。内部はほとんど空洞であったが、口縁部には後世の地震による噴砂が詰まっていた。

48・51はいずれもA類で、斜面の下部で割れた状態で出土した。53はC類に分類される本遺跡で最も大

型の甕である。A類の平底があいまいな作りで、辛うじて自立するのに対し、この甕はしっかりした平底

で自立する。吹きこぼれの痕が明瞭に認められる。ほぼ原位置のまま割れた状態で出土した。

小型甕(40・42)ともに焼成不良で、42は内外面に炭化物が付着する。
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土器集中区iii(図版13-54～63、図版14-64・65・75、図版34・35・36)

4Eから5F区にかけて分布する土器の集中域である。炭化物集中区7が位置する。立木37もこの集中

区の川岸側に位置する。高圷と甕の出土量がやや多いように思われる。

壺(75)壷A類である。器高52cmと本遺跡最大の土器である。立木37の南西の根元から出土した。

口縁部は二重口縁で、体部外面は丁寧にヘラミガキされているが、ハケメが多く残る。体部内面はハケで

調整している。肩部には線刻が7本交差して描かれている。器内外面にススが付着し、吹きこぼれの痕も

明瞭に認められるが、底部内面にオコゲは認められない。平らな地面に置くと若干不安定ではあるが、辛

うじて自立する。傍らからは甕の口縁部64が出土している一

椀・圷類(54・55)55は口縁端部が内轡し、部分的にハケメを残す。

高圷(56～60)56は有稜高圷A類、57は開脚高圷である。58は、有段高圷の圷部で大型であるが、

他の高圷と同様、ミガキが粗く調整・胎土とも良くない。ただし焼成は良好である。

甕(62～65)62はA類である。体部外面には炭化物が厚く付着し、内面にはおこげが付着している。

63は、B類の範疇に入るが、他の個体に比べ、丸みを帯びている。外面はイタナデで、他の甕と異なる。

体部の作りが非常に厚いにも関わらず、他の個体に比して軽量である点がやや特異である。外面上部には

スス、内面底部にはコゲが付着している。64は立木37近く大型壷75の周辺で出土している。

小型甕(61)焼成良好で外面全体に炭化物が付着する一

土器集中区iV(図版14-66～74、図版15-76、図版35・36)

4c・4D区を中心に位置し、調査区内では自然堤防の一番高い部分に当たる。集中区iやiiに比べ土器

の分布密度は低い。炉3・炭化物集中区18～20が位置する。炉3の周囲に赤色顔料粉末や焼いた小礫

の散布が認められた。また炉の周囲には加工痕のない自然木の集積が認められ、マツ類と同定されている。

小型壺(66・67・69)66は丸底で器壁が厚く口縁部を欠いている。正位の状態で出土した。胎土は密

で細かい砂粒を含み焼成は良好である。二次焼成により被熱して上部が赤化している。外面にススが付着

し、吹きこぼれの痕も認められる。67は比較的大型で偏平な体部をもつ。口縁部は失われているが、口

頸部の径が小さい。体部はミガキ調整されている。二次焼成を受けており、体部にはススが付着し、一一部

が被熱により赤化している。炉3の近傍から逆位で出土した。他の小型壷に比べ器壁が薄い。69は平底

でススが付着している。

圷・椀類(68)口縁部片である。下半外面にハケメが残る。

高圷(70～74)70は高圷Aの圷部である。ミガキ調整されているが内面にわずかにハケ痕が残る。

先の木材の集積の近傍から出土した。71は有稜の圷部である。胎土が粗く器壁がとくに厚い。ミガキ調

整も粗雑で、とくに外面側でハケ調整を残す。底部外面にはケズリがみられる。二次焼成を受けており、

一部ススが付着している。小型壷67とともに炉3の近傍から出土した。74は開脚高圷の基部とみられる

が、本遺跡の他の開脚高圷と形態が異なり、圷部と開脚部の間に柱状の部分がある。

甕(76)炉3の周囲から破片となって出土した。A類である。

土器集中区V(図版18-77～85、図版36・37)

4B・Cから5B・C区に位置する。他の集中区に比べると、遺物の分布密度が低い。炉6・炭化物集中

区11が位置する。

増(77)10や97に類似するが底部が扁平である,頸部外面にハケメ、内面にユビオサエ、内外面に

接合痕が残る。
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鉢(78)B類である。19に類似し、同様に著しく被熱している。

椀・圷類(79・80)79は底部を欠くが整った椀形をなし、口縁部がわずかに外反する。外面には粗い

ミガキが施される。

高圷(81～85)82は大型の開脚高圷である。脚が直線的に開く点がやや異質である。内外面ともに

丁寧にヘラミガキが施される。83も大型だが82に比べ調整は粗い。84・85は典型的なA類の脚である。

土器集中区vi(図版15-86～go、図版37)

5D・E、4D・E区に位置する。土器の密度は低い。炉4がある。少ない資料中に占める高圷の割合が高

い。甕は破片もほとんど出土していない。

椀・圷類(86)口縁部はやや内湾する。ミガキ調整だが、一部はミガキ状イタナデの可能性がある。

下部にススが付着している。

高圷(87～90)87は有段屈折脚で柱状部より上を欠く。調整・胎土とも粗い。88は開脚式の脚で、

炉の近傍から出土している。土器集中区血で記述した高圷59の破片も出土している。

土器集中区Vii(図版15-91～95、図版16-96、図版37・38)

5Dから5E区にかけて位置する。炭化物集中区21～23・27・28、砂礫集積39が位置する。杭列1

の検出位置をほぼ覆うように分布する。他の集中区に比して高圷や圷・椀類の出土が乏しく、これに対し

て甕の出土数が多い。

椀・圷類(9D口縁部の一部しか遺存していない小さな破片だが、河川跡の土器集中区i、後背湿地

側の土器集中区ixから出土した小片が接合するという特異な出土状態が認められた。胎土は密で焼成は良

好である。外面・内面ともにミガキ調整し口縁部はヨコナデ調整する。外面にススが付着する。

高圷(92)有稜高圷の圷部である。屈折脚が伴うとみられる。

甕(93～96)93は小振りだが、小型甕iとした器種と違い器壁は厚くB類に属する。杭列1の内部に

相当する位置から出土している。94はA類であるが胴が短い。杭列東の近傍から出土した。胎土がやや

粗く、焼成は良好である。外面上部にはスス、底部内面にはコゲが付着している。95はB類で、杭列1

内に相当する炭化物集中区28の近傍から出土した。外面にはススが付着する。96はA類である。砂礫集

積39と杭1-7の近傍で出土した。外面にはススが付着する。

土器集中区蜥(図版16-97・99～104、図版38)

5Cから6C区に位置し、東に炉8が接する。高圷の占める割合が多い。

堵(97)二っに縦に割れた状態で出土した。丸底で器壁が厚く安定して自立する。被熱している。

有孔鉢(99)焼成前に底部に直径0.7cmの孔を穿っ。胎土はやや粗く、焼成は良好である。

高圷(102～104)全て本遺跡に通有な有稜高圷の圷部である。102・104は内外面とも一部にススが

付着する。

甕(101)大型の甕C類である。

小型甕(100)口縁部片である。外面は炭化物が密に付着し黒色を呈する。

土器集中区ix(図版16-98・]05～111、図版17-112・113・116・117、図版38・39)

5C・D、6C・D区に位置し、2基の杭列の西に広がる土器集中区である。炭化物集中区12・14～16

が位置する。多くの器種が混在するが、高圷がやや目立つ。

堀(98)強く被熱し、劣化している。形態・調整等は他の堆に準じる。

椀・圷類(105・106)椀状を呈する。両者は近傍から出土しており、105の方が若干大きいが形態・調整・
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胎土などよく似ている。

高圷(108～113)108・112は有段高圷である。いずれも広範囲に激しく砕け散っていたが、分布の

中心はこの集中区にある。112は脚部を欠くが108と類似した形態とみられ、ともに胎土はあまりよくな

い。口縁端部全体と裾部の一部にススが付着する。lllは一部を欠損するものの本遺跡では珍しく圷部と

脚が繋がったままの状態で出土した。外反脚を持っ有稜高圷だが稜は不明瞭である。横になって出土した

ll3は漏斗状に裾部が広がる脚部で、本遺跡出土のものでは比較的大きい。圷部は失われているが、有段

の大型のものが付く可能性がある。

甕(ll6・ll7)ll6・ll7は甕iA類に所属する、lI7はほぼ原位置をたもって出土した。体部外面に

ススが付着する。

小型甕(107)口縁部をほとんど欠く。底部の器壁は厚い。内外面にはススが付着し黒色を呈する。

土器集中区x(図版17-114a・b・115・1]8・]19、図版39)

6Dから6E区にかけて、2基の杭列に挟まれた位置に分布する。破片数は多いが小片で、復元できた

個体は少ない。

小型壺(ll4a・b)114a・bは同一個体の可能性が高い,ともに5E23から出土した。

小型甕(115・ll8)ll5は丸底で焼成はあまりよくない。被熱しており、体部外面には全面にスス・

炭化物が付着し、赤化している。

椀・圷類(Il9)口縁が直線的に開く小片である。

土器集中区xi(図版17-120～126、図版39・40)

5Eから6E区にかけて、2基の杭列の問に位置する.遺物の分布密度は低い。高圷が少ない。

小型壺(121)121は、口頸部を欠くが、第6トレンチの断面においてXI層直上に正位の状態で出土

したため、本遺跡の層位を考える重要な資料となった,比較的大型で算盤珠形に近いかなり偏平な体部を

もっ。底部外面にススが付着し被熱している。

椀・圷類(120)小型壷121と同様、第6トレンチ断面でXI層の直上付近で出土したため、本遺跡の

層序を考える重要な手がかりとなった。

高圷(123・124)123は、一か所から粉々に砕けた状態で出土した。口縁端部付近はヨコミガキされ

て窪んでいる。124は本遺跡では一般的にみられる屈折脚である。

甕(125・126)125はA類〔、126はB類である。

小型甕(122a・b)122a・122bは同一個体の可能性が高い。ともに5El7から出土した。

土器集中区xii(図版18-127～129・133～135、図版40)

調査区西端、6Bから7B区にかけて立木36の南側に位置し、樹木の傍らに意識的に置かれた土器群の

可能性がある。比較的多様な器種で構成される。

壺(133)体部を半分程欠く壷である。口縁部を上に、潰れた状態で一か所にまとまって出土した。

体部下半分～底部にかけて二次焼成により炭化物・ススが付着し、体部は一部分剥離している。

小型壺(127)133に隣接し、XI層直上面にやや傾いて正位で出土した。二次焼成による被熱が認め

られ、底部は大きく剥離している。内容物からブドウの種子が同定されているが、他の野生種の種子も多く、

埋没時の混入の可能性が高い。

椀・圷類(129)ミガキ調整を施した丸底である。底部外側にススが付着している。

高圷(128)高圷A類の脚部である。
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甕(134・135)134は、A類である。127・133に接してその場に潰れたような状態で出土している。

土器集中区xiiの周辺部(図版18-130～132、図版40)

土器集中区魎の東側にまばらながら土器が出土している。遺構は認められない。

高圷(130・132)ともにA類の屈折脚である

手つくね(131)6C区中央付近から出土したが、掘削調査中に移動してしまい、正確な位置は不明で

ある。簡略化の進んだ土器である。他の土器から離れて単独で出土した。

土器集中区Xiii(図版18-136・137・140・141・143～145、図版19-148、図版41)

7D区に位置し、最も後背湿地側に分布する。炉7、炭化物集中区26、粘土坑35が存在する。器種構

成にはこれといった特徴はない。ただし、本遺跡で鉢Aとした特殊な器種が出土している。

鉢(141)A類である。二次焼成による被熱で内外面ともにスス・炭化物が付着し一部赤化している。

椀・圷類(136・137)2点が比較的近くから出土しており、137の方が若干大きいものの形・色調と

もに比較的よく似ている。いずれも二次焼成を受け、スス・炭化物の付着がみられる。

高杯(140・143・144)144は有段脚で、87とほぼ同じ法量である。

甕(145・148)145は炉5の近傍から出土した。甕A類に入れられるが、やや小型で胴が短い。148

は粘土坑35の東側にややまとまった状態で出土した。甕A類に入れられるが、胴がやや長い。全体的に

磨滅が著しい。体部にはススが付着するが、底部内面にはコゲが付着していない。

7F区(図版18-138・139、図版41)

手つくね土器(138・139)立木38の南西部から2点が並んだ状態で出土した。138は高圷を模した

ものとみられる。内外面ともに指ナデ調整のみである。139は外面にハケ、内面はイタナデされ、甕を模

したものと思われる。

調査区北側(図版18-142・図版19-146・147、図版41)

調査区北側(10C～15E区)においても遺物が若干出土した。15Eに遺物が集中する部分があり、甕・

小甕が出土した。層位はXI層直上で南側と基本的に変わらない。

甕(146・147)146はB類である。ほぼ原位置で潰れた状態で出土した。器壁は若干厚く、大きさの

割には他の甕に比べ、重量感がある。147は金雲母を多量に含む。

小甕(142)ほぼ原位置を留めているとみられる。内外面に少量のススが付着している。

3その他の遺物

A杭(図版19・20・42)

杭列1、杭列2ともに8点の杭が出土した。杭はいずれも上方は破損し、先端部は加工して尖らしている。

杭列1の杭1・2・3・5が丸材、杭4・5・7・8が割材である。杭列2は杭2・4・7・8が丸材、杭1・

3・5・6が割材であった。杭の太さは平均12cm前後である。すべてヤナギ属という同定を得ている。

杭列1(149～156)

149(杭列1-1)は長さ45cm、幅14.5cm、厚さ12cmを測る。側面を半割する横断面半円形の割材である。

割裂面は無加工である。先端部は2面加工されていると思われるが、1面は破損して不明である。

150(杭列1-2)は長さ65.7cm、幅12.3cm、厚さ6.5cmを測る。側面をほぼ半割した後両側辺を順方

向に加工された横断面台形の割材である。割裂にも加工する。先端部は3面加工されている。
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3その他￠潰吻

151(杭列1-3)は損耗が著しく、側面,先端加工ともに不明である。現存で長さ23.2cm、幅10.3cm、

厚さ9.3Clnを測る。

152(杭列1-4)は長さ37.1cm、直径13.9cmを測る,丸材で表皮は剥落している。先端部は2面加工

されている。

153(杭列1-5)は長さ47.5cm、直径12.lcmを測る。丸材で表皮は剥落している。先端部は3面加工

されている。加工痕から刃幅5.3cmの曲刃の鉄製横斧で加工されたと思われる。

154(杭列1-6)は長さ29.3cm、幅13.5cm、厚さ8cnlを測る。側面を半割する横断面半円形の割材である。

割裂面は無加工である。先端部は2面加工されている.

155(杭列1-7)は長さ40.6cm、直径12.3cmを測る。丸材で表皮は残存する。先端部は2面加工されている。

156(杭列1-8)は長さ27.2cm、直径10.Ocn1を測る。丸材で表皮は残存する。先端部は2面加工されている。

杭列2(157～164)

157(杭列2-2)は長さ64.5cm、直径ll.6cmを測る。丸材で表皮は残存する。先端部は1面加工されている。

158(杭列2-7)は平成13年度に事業団の試掘調査で出土したものである。長さ36.4cm、幅12.2cm、

厚さ14.3cmを測る。側面は割裂面1面と皮むき面1面に加工する横断面六角形の割材である。先端部は

2面加工されている。

159(杭列2-8)も平成13年度に事業団の試掘調査で出土したものである。長さ18.8cm、直径10.7

cmを測る。丸材で皮剥き加工をする。平滑面を呈する部分がある。先端部は3面加工されている。

160(杭列2-5)は長さ74.2cm、幅13.8cm、厚さll.3cmを測る。横断面アーチ型の割材である。先端

部は2面加工されている。

161(杭列2-1)は長さ29.5cm、直径10.Ocmを測る。丸材で表皮は残存する。先端部は2面加工されている。

162(杭列2-4)は長さ48.8cm、直径ll.3cmを測る。丸材で表皮は剥離する。先端部は2面加工されている。

163(杭列2-6)は長さ25.8cm、幅12.2cln、厚さ10.5cmを測る。側面4面を打割する横断面が歪な長

方形の割材である。割裂面は無加工である。先端部は2面加工されている。

164(杭列2-3)は長さ43.2cm、幅13.2cmを測る。辺材部近くを打割する横断面がアーチ型の割材である。

無加工面は表皮が剥落している。先端部は2面加工されている。

B加工痕のある石(図版20・42)

人為的痕跡が示されるもの、あるいはその可能性があるものが6点認められた。産地同定は困難であった。

加工石(165・166・168～170)165は輝石安山岩の円礫を素材とし、一部に平坦な磨面が観察される。

炭化物集中区10の近くから、170と並んで出土した。166は片麻岩の扁平な礫を素材としており、表面・

右側縁および下部に敲打痕と剥離痕が認められる。168は頁岩で、表裏面が平坦な棒状礫を素材としてい

る。表裏面に磨面が認められ、磨り方向は一方向と思われる。169は砂岩製の砥石とみられ、扁平な礫を

素材としており、表裏面に磨面が観察される。磨り方向は一方向と思われる。170は片麻岩製の石皿の断

片である。表面は全面に磨耗が認められ、敲打痕も観察される。裏面には一部、磨耗が認められる。

磨面のある軽石(167)本遺跡からはかなりの点数の軽石が出土しているが、この個体については3

面に磨面が認められることから、砥石として用いられた可能性がある。

C自然礫および軽石(第12図)

本遺跡からは約301点の小礫が出土しているが、その大部分が被熱していた、分析の結果、付近の海岸
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第V章遺

物
で採取され、本遺跡に搬入されて焼かれたものとみられる。その目的や用途は不明である。多くが3D・

4D区に集中している。また軽石も22点出土している。これも付近の海岸で採取され本遺跡に搬入された

ものとみられるが、その用途は不明である。先述したように磨面が認められる個体のあることから、鉄器

類の砥石として使用された可能性があるが断定できない。
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第VI章自然科学分析

はじめに

六斗蒔遺跡は新潟県北蒲原郡中条町に所在し、胎内川扇状地南西端の低地に立地する。本遺跡の発掘調

査の結果、調査区内に河道・微高地・低地といった微地形の変化が認められた。このうち微高地上からは、

杭列等の遺構や炉・炭化物・土器等の集中範囲が検出され、古墳時代中期と考えられる土師器や、種子等

の植物遺存体や殻皮のみが残存する貝化石等の動物遺存体等が確認されている。

本報告では、六斗蒔遺跡の調査成果より課題とされた、A古環境変遷(堆積環境・植生)、B資源利用(植

物・動物・石材等)といった課題を明らかとするため自然科学分析手法を用いて検証する。

A古環境変遷

本遺跡では、前述のように古墳時代中期と考えられる炉や炭化物、土器の集中範囲が確認されており、

近隣の反貫目遺跡の河道縁辺から微高地における遺構の検出状況と類似する。また、反貫目遺跡では、こ

れらの遺構の検出面で確認された立木の放射性炭素年代測定の結果、弥生時代後期一古墳時代初頭頃の年

代を示したことから、少なくとも、この頃までに微高地が形成され、人間活動の場として利用可能となっ

たことが示唆された。そこで、ここでは本遺跡の微地形の形成や周辺の古植生、さらに、遺構の年代を明

らかとすることを目的として、放射性炭素年代測定、珪藻分析、花粉分析、植物珪酸体分析を行う。

B資源利用

本遺跡から検出された炉や炭化物、土器集中は、規模や重複関係等はそれぞれ異なり、立木とその周囲

に土器が集中する状況や、土器が皿状を呈する炭化物集中区の直上から出土するなど、祭祀や煮炊等を想

像させる特異な検出状況が認められている。また、杭列の杭材や種実遺体や貝化石、赤色顔料の素材と推

定される礫など、当時の資源利用の痕跡と考えられる動・植物遺存体や石材が出土しており、これらの種

類や由来を調査することにより、当該期における生業の一端を明らかにできると期待された。そこで、こ

こでは炉・炭化物集中区の燃料材推定や食物残津等の有無、動・植物遺体や石材の種類を調査することを

目的として、微細物分析、種実遺体同定、微細植物遺体分析、樹種同定、貝類同定、X線回折分析、岩石

肉眼鑑定を行う。

1試料

(1)微化石分析(珪藻分析・花粉分析・植物珪酸体分析)

試料は、微高地上に相当する調査区中央西側6B区の立木36のXI・X・IXb層に相当する土層と、微

高地北側の低地に相当するDトレンチ14D区(以下、DT(14D)と記す)のX・IXb層に相当する土層から柱

状で採取されている。なお、発掘調査所見では、XI層は上面より上述の炉や炭化物、土器集中が確認され、

X層はこれらの遺構を覆う土層であり遺物包含層とされている。また、IX層は、この遺物包含層の上位に
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第VI章自然科学分析

堆積する土層であり水成堆積の影響が示唆されている。したがって、現段階における各土層の時代観は、

XI層は古墳時代中期あるいはそれ以前、X層は古墳時代中期あるいはそれ以降、IXb層は古墳時代中期以

降と想定される。以下に、各試料の観察所見及び採取試料の概要を記す。

1)立木36

立木36の土壌試料の層相観察では、XI層はオリーブ黒色のシルト混じり極細粒砂、X層は植物遺体を

含むオリーブ黒色の砂質シルト、IXb層は黒褐色の極細粒砂からなる。

2)DT(14D)

DT(14D)の土壌試料の層相観

察では、X層はオリーブ黒色のシ

ルト層からなり、植物遺体、鉄マ

ンガン斑を含み、上層との境界は

うねっている。IXb層は4層に細

分でき、IXb最下部は黒褐色の粘

土質シルトからなり、葉理が発達

している。また、全体的に腐植質

であり、植物遺体を含み、灰褐色

の粘土ブロックも認められる。IX

b層下部はオリーブ黒色の粘土質

シルトがブロック状に堆積し、鉄

マンガン斑の濃集が顕著である。
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第13図各試料の模式柱状図と試料採取位置

IXb層中～上部は黒褐色のシルト～砂混じりシルトからなり、砂質部分とシルト部分の互層状に葉理が発

達する。葉理は上部ほど顕著であり、中部では塊状～ブロック状を呈する。また、上方細粒化する傾向が

わずかに認められ、上部ではやや粘土質になる。全体に腐植質であるが上部で特に顕著であり、植物遺体

が含まれる。また、全体に鉄マンガン斑をわずかに含む。IXb層最上部はオリーブ黒色のシルトからなり、

ほぼ塊状を呈し、植物遺体をわずかに含む。当試料の岩相から、IXb層の最下部・下部とその上位のIXb

層中～上部の境界、IXb層中～上部と上位のIXb層最上部の境界は、不整合の可能性が考えられる。

これらの試料より、立木36からはD(b、X、XI層、DT(14D)のIXb層上部より土壌4点を採取し、分

析対象とする。各試料の模式柱状図および試料採取位置を第13図に示す。

(2)放射性炭素年代測定

試料は、杭列の杭材2点(杭157、杭列153)、炭化物集中区より採取された炭化材(3C区小型壷4炭化材8)、

土器付着炭化物2点(甕62・126)の計5点である。

(3)種実遺体同定・微細植物遺体分析

試料は、遺物包含層より単体で採取された種実遺体55点(試料番号1～52,54,55は同番号2点)と、土器

内土壌2点(6B区立木36、3C区小型壷4)、炉・炭化物集中区から採取された土壌3点(3C区小型壺4、

4D4D区炉5、4E8F区)である。種実遺体については種実遺体同定を、後者の土壌試料については微細植

物遺体分析を行う。なお、炭化物集中区の3C区小型壷4では、微細物分析を行う前に炭化物の分布状

況の観察を行い、分布範囲を1-8に分け、それぞれより遺存状況の良好な炭化物を抽出している(炭化材
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2分析方法

1-8)。放射性炭素年代測定に用いた炭化材8は、この際に抽出された樹皮付きの枝状の炭化材である。

(4)樹種同定

試料は、生木と炭化材からなり、前者は杭列1・2の杭材16点、立木及び根等の自然木3点、焚き木2

点の21点である。一方、炭化材は、上述した3C区小型壷4より肉眼観察によって抽出した炭化材8点

(CWl-8)、さらに、微細植物遺体分析によって検出された炭化材より遺存状況の良好なものを無作為に抽

出した35点(3C区小型壺4:10点、この他の5試料:各5点)からなる。したがって、分析点数は合計56

点である。

(5)貝類同定

試料は、いずれも土壌ブロックで採取された貝類であり、殻皮のみが残存する状態である。各土壌ブロッ

ク中には、複数の個体が認められ、大部分は各個体に試料名が付されている。これらの試料は、いずれも

微高地上の包含層、あるいは炉や炭化物、土器集中区の範囲内より出土した試料であり、その内訳は、3C

区土器集中区i(2点)、3D区土器集中区ii(8点)、3D区(1点)、7D区(lo点)、7D区F27(1点)、

7D区炉3(1点)、3El6区(22点)の計45点である。

(6)X線回折分析

試料は、3D・4D区から出土した赤一赤褐色を呈する砂礫(遺物No.56)である。当試料は複数の砂礫か

らなることから、このうち1点を分析試料として選択した。

(7)岩石肉眼鑑定

試料は、包含層や炉、炭化物、土器集中等より出土した礫295点である。これらの礫は径2～10cm大

で円礫～亜円礫状を呈するものが主体であり、この他に破礫状のものがわずかに含まれる。

2分析方法

(1)放射性炭素年代測定

測定は株式会社加速器分析研究所の協力を得て、AMS法により行う。なお、放射性炭素の半減期は

LIBBYの半減期5568年を使用する。測定年代は1950年を基点とした年代(BP)であり、誤差は標準偏差

 (OneSigma)に相当する年代である。測定年代の補正に用いたδ13Cの値は、加速器を用いて試料炭素の

13C濃度(13C/14C)を測定し、標準試料PDB(白亜紀のべレムナイト類の化石)の測定値を基準として、それ

からのずれを計算し、千分偏差(%・:パーミル)で表したものである。また、暦年較正は、RADIOCARBON

CALIBRATIONPROGRAMCALIBREV4.4(Copyrightl986-2002MStuiverandPJReimer)を用い、いずれ

の試料も北半球の大気圏における暦年校正曲線を用いる条件を与えて計算を行っている。

(2)珪藻分析

試料を湿重で7g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理・化学処理を施して、

珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥後、
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第VI章自然科学分析

プリュウラックスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あるいは

1000倍で行い、メカニカルステージでカバーガラスの任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以上残

存するものを対象に200個体以上同定・計数する(化石の少ない試料はこの限りではない)。種の同定は、[原

口ほか1998]、[Krainmer1992]、[Kra㎜er&Lange-Bertalot1986,1988,1991a,1991b】、[Witkowski

etal.2000]などを参照する。

同定結果は、海水生種、海～汽水生種、汽水生種、淡水～汽水生種、淡水生種の順に並べ、その中の各

種類をアルファベット順に並べた一覧表で示す。なお、淡水生種はさらに細かく生態区分し、塩分・水

素イオン濃度(pH)・流水に対する適応能についても示す。また、環境指標種についてはその内容を示す。

そして、産出個体数100個体以上の試料については、産出率2.0%以上の主要な種類にっいて、主要珪藻

化石群集の層位分布図を作成する。また、産出化石が現地性か異地性か判断する目安として、完形殻の出

現率を求める。堆積環境の解析は、海水～汽水生種については[小杉1988]、淡水生種にっいては[安藤

1990]、陸生珪藻については[伊藤・堀内1991]、汚濁耐性については、IAsai&Watanabe1995]の環境

指標種を参考とする。

(3)花粉分析

試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、飾別、重液(臭化亜鉛,比重2.3)よる有機物の分離、フッ

化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス(無水酢酸9,濃硫酸1の混合液)処理による植物遺体中のセルロー

スの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残渣をグリセリンで封入してプレパラート

を作成し、400倍の光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現する全ての種類にっいて同定・計数する。

結果は同定・計数結果の一・覧表、および主要花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中の木本花

粉は木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数として、百分

率で出現率を算出し図示する。

(4)植物珪酸体分析

1)土壌

湿重5g前後の試料にっいて過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法(ポリタングステン酸ナトリウム,

比重2.5)の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。検鏡しやすい濃度に希釈し、カバー

ガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラートを作製する。400倍の

光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部(葉身と葉鞘)の葉部短細胞に由来した植物珪

酸体(以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体(以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ)、

およびこれらを含む珪化組織片を[近藤・佐瀬1986]の分類に基づいて同定し、計数する。結果は、検出

された種類とその個数の一覧表で示す。

2)植物遺体

試料として植物片数枚を採取し、灰像の観察に障害となる有機物を過酸化水素水で漂白、灰化する。こ

れを400倍の光学顕微鏡下で観察し、イネ科葉部(葉身と葉鞘)に由来した植物珪酸体を包含する珪化組織

片を[近藤・佐瀬(1986)】の分類に基づいて調べる。

(5)種実遺体同定・微細植物遺体分析

土壌試料は500g程度を水に一晩液浸し、泥化を促す。0.5mm目の飾を通して水洗し、残渣を粒径別に
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2分析方法

シャーレに集めた後、双眼実体顕微鏡下で観察し、同定可能な果実、種子と2mm角以上の炭化材を抽出する。

種実等の形態的特徴を、所有の現生標本および原色日本植物種子写真図鑑[石川1994]、日本植物種子

図鑑[中山ほか2000]等と比較し、種類を同定し個数を求めた。炭化材や不明炭化物、動物遺存体などの

微細片を含む種類は、常温で3昼夜乾燥後の重量を表示している。

分析後の種実遺体等は、種類毎にビンおよびタッパーに詰め、70%程度のエタノール溶液による液浸保

存処理を施す。不明炭化物、動物遺存体は、乾燥剤を入れて保存する。炭化材は樹種同定対象試料とし、

詳細を別項目にて記す。

(6)樹種同定

1)生木

剃刀の刃を用いて木口(横断面)・柾目(放射断面)・板目(接線断面)の3断面の徒手切片を作製し、ガム・

クロラール(抱水クロラール,アラビアゴム粉末,グリセリン,蒸留水の混合液)で封入し、プレパラートを作製

する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で木材組織を観察し、その特徴から種類を同定する。

2)炭化材

生木試料と同様に3断面の割断面を作成し、実態顕微鏡および走査型電子顕微鏡で木材組織を観察し、

その特徴から種類を同定する。

(7)貝類同定

試料を肉眼およびルーペで観察し、その形態的特徴から種・部位を同定する。なお、同定・解析には金

子浩昌先生の協力を得ている。

(8)X線回折分析

試料をメノウ乳鉢で微粉砕した後、アセトンを用いて無反射試料板に塗布し、測定試料とする。作成し

たX線回折測定試料について以下の条件で測定を実施する。

検出された物質の同定解析は、MaterialsData,lnc.のX線回折パターン処理プログラムJADEを用い、

該当する化合物または鉱物を検索する。

装置:理学電気製MultiFlex

Target:Cu(Kα)

Monochrometer:Graphite湾曲

Voltage:40KV

Current:40Ma

Detector:SC

CalculationMode:cps

(9)岩石肉眼鑑定

DivergencySlit:1Q

ScatteringSlit:1°

RecievingSlit:0.3mm

ScanningSpeed:2°/mill

ScanningMode:連続法

SamplingRange:0.02°

ScanningRange:2～45°

野外用のルーペおよび実体顕微鏡を用いて構成鉱物や組織の特徴を観察し、肉眼で鑑定できる範囲の岩

石名を付す。
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第VI章自然科学分析

3結 果

(1)放射性炭素年代測定

測定結果を第1表に、暦年較正結果を第2表に示す。分析の結果、各試料の年代値(補正年代)は、掘

立柱建物跡の柱材である杭153は1710BP、杭157は1730BP、炭化物集中区より採取された炭化材(3C

小型壷4炭化材8)は1750BP、土器付着炭化物である4F区甕62の土器付着炭化物は1660BP、6E区

土器甕126付着炭化物は1680BPの値を示した。

また、暦年較正結果のうち相対比の高い年代範囲に注目すると、杭列2-1はcalAD255-304、杭列15

はcalAD321-389、3C区小型壼(4)CW8はcalAD270-340、4F区甕(62)はcalAD341-428、6E区甕

(126)は340-416を示す。

         グリッド遺構名試料名試料の質樹種補正年代BPδ13C(%。)測定年代BPCode.No.
         杭列2杭列2-1生材ヤナギ属1730±40一26.20±0.701750±40IAAA-41692

         杭列1杭列1-5生材ヤナギ属1710±40一25.05±0.801710±40IAAA-41693

         3C炭化物集中区10CW8炭化材ヤナギ属1750±40一25.33±0.651750±30IAAA-41694

         4F土器集中区xiおこげサンプル①炭化物一1660±40一25.ll±0.681660±40IAAA-41695

         6E土器集中区血おこげサンフル②炭化物一1680±40一22.48±0.611640±40IAAA-41696

1)年代値の算出には、Libbyの半減期5568年を使用。

2)BP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。

 3)付記した誤差は、測定誤差σ(測定値の68%が入る範囲)を年代値に換算した値。

第1表放射性炭素年代測定結果

                  グリッド遺構名試料名補正年代(BP)暦年.較正年代(cal)相対比CodeNo.

                  杭列2杭列241730±40calcalcalADADAD255316368一幽一calcalcalADADAD304358381caIcalcalBPBPBP1,6951,6341,582一一一1,6461,5921,5690,4890,3880,124IAAA-41692
                  杭列1杭列1-51710±40calcalcalADADAD259290321一一一calcalcaIADADAD282299389calcalcalBPBPBP1,6911,6601,629一一一1,6681,6511,5610,2400,0820,679IAAA-41693

                  3C炭化物集中区10CW81750±40calcalADAD242270一一calcalADAD264340calcalBPBP1,7081,680一一1,6861,6100,2480,752IAAA-41694
                  4F土器集中区i亘おこげサンプル①1660±40calAD341一calAD428ca1BP1,609一1,522LOOOIAAA-41695

                  6E土器集中区xiおこげサンプル②瞥1680±40calcaIADAD264340一一calcaiADAD271416calcaIBPBP1,6861,610一一1,6791,5340,0660,934IAAA-41696
1)計算には、RADIOCARBONCALIBRATIONPROGRAMCALIBREV4.4(Copyright1986-2002MStuiverandPJReimer)を使用

 2)付記した誤差は、測定誤差σ(測定値の68%が入る範囲)を年代値に換算した値。

第2表暦年較正結果

(2)珪藻分析

結果を第3表、第4表、第14図に示す。各試料とも珪藻化石の産出が少ない傾向にあるが、堆積環境

を推定するのに十分な量の化石が産出した。完形殻の出現率は、DT(14D)が約80%で化石の保存状態も

良好であったが、それ以外は50%前後であった。産出分類群数は、合計で41属114分類群である。以下、

各地点の産状を記す。

・立木36

1Xb層、X層、XI層とも珪藻化石群集は近似していた。第三紀絶滅種を含む海水生種、淡水域に生

育する水生珪藻、それに陸上のコケや土壌表面など多少の湿り気を保持した好気的環境に耐性のある
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3結 果
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第14図主要珪藻化石群集の層位分布

非
號

羅
【

陸生珪藻が混在していた。海水生種の主な種は、第3紀絶滅種のActinocyclusingens、海水浮遊性の

Actinoptychussenarius、Coscinodiscusmargillatus、およびThalassionemanitzschioides等である。

水生珪藻としては、真+好流水性種(流水域に最もよく生育する種)や流水不定性種(流水域にも止水域にも普

通に生育する種)によって特徴付けられ、止水域に生育する真+好止水性種は極少なかった。流水性種の

主な種は、上流性河川指標種群のGomphonemasumatorellse、中～下流性河川指標種群のCeratoneis

arcusvar.recta、Cymbellasinuate、流水不定性種としてはCocconeisplacentula、Gomphonema

parvulum等が産出した。上流性河川指標種群とは河川上流部の峡谷部に集中して出現することから上流

部の環境を指標する可能性の大きい種群、中～下流性河川指標種群とは河川中～下流部や河川沿いの河岸

段丘、扇状地、自然堤防、後背湿地などに集中して出現することから、その環境を指標することができ

る種群のことである[安藤1990]。陸生珪藻としては、耐乾性の高い陸生珪藻A群[伊藤・堀内1991】の

Hantzschiaamphioxys、Naviculamutica等が産出した.

・DT(]4D)

IXb層は、水生珪藻が優占し、絶滅種を含む海水性種は殆ど産出しなかった。淡水性種の生態性(塩分濃度、

水素イオン濃度、流水に対する適応能)の特徴は、貧塩不定性種(少量の塩分には耐えられる種)と貧塩嫌塩性

種(少量の塩分にも耐えることができない種)、真+好酸性種(pH7.0以下の酸1生水域に最もよく生育する種)、流

水不定性種(流水域にも止水域にも普通に生育する種)が優占あるいは多産する。産出種の特徴は、好酸性種

で流水不定性のEunotiabilunarisが約30%と優占し、中～下流性河川指標種群のCeratoneisarcusvar.

recta、流水不定性のGomphonemaparvulum、沼沢湿地付着生種群のEunotiapectinalisvar.minor、

好酸1生種で止水性のTabellariafiocculosa等を伴う。沼沢湿地付着生種群とは、沼よりも浅く水深がlm

前後で一面に水生植物が繁茂している沼沢や更に水深の浅い湿地で優勢に認められることから、その環境

を指標することができる種群とされている【安藤1990i。

(3)花粉分析

結果を第5表、第15図に示す。図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、種類間の区別が困

難なものを示す、以下、各地点の産状を記す。
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         Coscinodiscusspp.Euh-21-

         Denticulopsisdimorpha(Schrader)SimonsenEuh.1--

         DenticulopsissimonseniiYanagisawaetAkibaEuh--1-

         Denticulopsisxrulgaris(Okuno)YanagisawaetAkibaEuh-2--

         Denticulopsisspp.EuhI21-

         Diploneisweissflogii(A.Schmidt)CleveEuh--1'

         HyalodiscusobsoletusSheshukovaEuh-l--

         Paraliasulcata(Ehr.)CleveEuhB222-

         Rhizosoleniaspp.Euh-I-fi

         RouxiaperagalliBrunandHerib.EuhL-1-

         Stephanopyxisspp.Euh-1--

         SynedrajouseanaScheshukovaEuh--I-

         Thalassionemanitzschioides(Grun.)GrunowEuhA,B3781

         ThalassionemaschraderiAkibaEuh1---

         ThalassiosiragrunowiiAkiba&YanagisawaEuh11--

         Thalassiosiraspp.Euh12--

         ThalassiothrixlongissimaCleveandGrunowEuh--1-
         -------7-m----------------L---ntm-------------t"u-----m----------------T------------------7n----------

         CyclotellacaspiaGrunowEuh-Meh--1-

         Delphineissurirella(Ehr.)G.AndrewsEuh-rvleh-I--

         NaviculaoculiformisHustedtEuh-Meh--I-
         --------u-----n------------------77m------------tu---m-------------uLT"-----------w±--tt--------------

         NitzschiagranulataGrunowTVIehEII---

         -U--RLh-o-p-a-lo7di'a"Mgifib-b-er-ila-IE-h-r7)-O-.MIilUleLir---nM------------------Mnb-gfi--Me-h--ai-I'i-I-iEa-rr------------1----r"------1-------
         ----------uLL--rrmm---------------J----7-7rrrmm------J---7r"r-------------rtfin-m---------------."ntn------

         AchnanthescrenulataGrunowOgh-indal-bi1-phT--11

         Achnanthesinflata(Kuetz.)GrunowOgh-indal-ilr-phT1---

         AchnantheslanceoLata(Breb.)GrunowOgh-indindr-phK,T-313

         AchnanthesminutissimaKuetzingOgh-indal-ilindU---1

         AchnanthessilvahercyniaLange-BeltalotOgh-indac-ilindI---

         Achnanthesg.ubhudsonisHustedtOgh-indindr-phT-2--

         AmphoraaMnisKuetziiigLOgh-indal-ilindU---I

         AmphoramontanaKrasskeOgh-indindindRA,U1---

         Aulacoseiragranulata(Ehr.)SimonsenOgh-indal-il1-biM,U1l1-

         Caloneissilicula(Ehr.)CleveOgh-indal-ilind-L-1

         CeratoneisarcusKuetzingOgh-hobindr-biK,T1---

         Ceratoneisarcusvar.hattorianaMeisterOgh-indindr-biT,J21-Jr

         Ceratoneisarcusvar.recta(Cl.)KrasskeOgh-indindr-biT2338

         Cocconeisplacentula(Ehr.)CleveCocconeisplacentulavar.euglypta(Ehr.)CIeveCocconeig.placentulavar.Iineata(Ehr.)CIeveOgh-indOgh-indOgh-indal-ilal-ilal-ilal-ilindr-phr-phindUTTO,T9---1221'411-1I-l
         Cymbellaaspera(Ehr.)CleveOgh-indal-il1-phO,T-P-l
         Cymbellacistula(Ehr.)KirchnerOgh-indindlrphT---1
         Cymbellagracilis(Ehr.)KuetzingOgh-indal-bi1-phTL1--

         Cymbellaleptoceros(Ehr.)KuetzingOgh-indindindo--I1
         CymbellanaviculiformisAuerswaldOgh-ind

         CymbellasilesiacaBIeischOgh-indindindTl--5

         CymbellasinuataGregoryOgh-indindr-phK,T4573

         Cymbellatumida(Breb.exKuetz.)V.HeurckOgh-indal-ilindT328-

         CymbellaturgidulaGrunowOgh-indal-ilr-phK,T--11

         Cymbellaturgidulavar.nipponicaSkvortzowOgh-indal-ilr-phT2111

         Cymbellaspp.Ogh-unkunkunk-I--

         Diatomahyemalis(Roth)HeibergOgh-hobindr-biI〈,T-1--

         Diatomamesodon(Ehr.)KuetzingOgh-indal-ilr-biK,T-I-1

         Diatomellabalfouriana(W.Smith)GrevilOgh-indindindRA--2-

         Diploneisfinnica(Ehr.)CleveOgh-indac-ilI-ph-1--

         Diploneisovalis(Hilse)CleveOgh-indal-ilindT21I-

         Eunotiabilunaris(Ehr.)MillsOgh-hobac-ilind---58

         EunotiabiseriatoidesH.KobayasiOgh-indindindRA311L

         EunotiaduplicoraphisH.KobayasiOgh-hobac-il1-ph-1fi-

         Eunotiaflexuosa(Breb.)I〈uetzingOgh-hobac-il1-pho---4

         EunotiaincisaW.SmithexGregoiyOgh-hobac-ilindo---2

         EunotianaegeliiMigulaOgh-hobac-ilind--i2

         Eunotiapectinalisvar.minor(Kuetz.)RabenhorstOgh-hobac-ilindO,T-329

         EunotiapraeruptaEhrenbergOgh-hobac-il1-phRB,O,T--1-

         Eunotiapraei'Liptavar.bidensGrunowOgh-hobac-il1-phRB,O-2--

         Eunotiaspp.Ogh-unkunkunk-1--

         FragilariabicapitataA.MayerOgh-hobindI-biI---

         FragilariacapucinaDesmazieresOgh-indal-ilindT1---

ag3X EsethNutkSee (1)
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3結 果

         立木36DT

         種類生態性環境(Dl4)

         塩分pH流水指標種IXb層X層X1層lXb層

         F19agila・i・exiguaGI幽u…'Ogh-11・blac-H1-ph1開一一
         Fragiiariavauchel'iae(Kuetz.)PetersellOgh-hld.al-iir-phK,T3團21
         IFIagilarla、'aucheriaevaLcapitel[ata(Grun.)PatrickOgh-illda【-i!r-pl1T3212
         FrustuliarhomboidesvaLsaxonicafo.capitata(A.MayelりHust.Ogh-ullkullkiullkRB一一一1

         FI'ustuliavulgal'is(ThwaiL)DeToniOgh-illdal-iiindu一一1一

         GolllphonelllaacしmlillatumEhrel〕be19908h-indilldl-ph0一一1-1

         Gomphonemacle、-eiFrickeOgl1-i星1dこd-hlr・phT21-一■

         Gし)lnphし)nenlag19acileEhrellberg(.)gh-indal-i1i正一ph0,U一一一3

         GomphollemaIllinutum〔Aga正てlh)Agardh(,gh-hlda[-il19-phT1-・一
         GompllollemaparvしIlumKuetzil190gh-illdiildindu2317…16
         GomphonemaparvulumvaL工agemila(Kuetzillg)Frenguem(りgh-indhldr・phSh一一iI.
         Golllphollemapu111ilum(Grun.)Reichardt&Lallge-BertalotOgh-mdal・iImd212一

         GomphollemastmlatorenseFrickeOgh-111diIldr-biJ1015132

         GomphonelllavibrioEhrenbergOgh-mdIこli-iI1-ph1一F1

         GOmphOIlemaSPI〕・Ogh一しmkUllkしmk13一一

         Hantzschiaamphioxys(EhL)GrunowOgh-indal-ililldRA,U12771

         MeridioncirculaevaLconstrictuln(Ral鉛)VHeurckOg}1-illda[-ilr-biK,T一.1一

         Naviculacohnii(HiIse)Lange-BertalotOgh-hldal-biindRI.一一5

         NaviculacontentaGrtlnow()gh-mdal-ilindRA,T一1一一

         Naviculacontentafo.biceps(Arnott)Hしlstedt(。)gh-illdal-ilindRA,T一一一1

         NaviculamuticaKuetzin9(.)gh-illdIal-ilindRA,Sll345

         NaviculamuticoidesHustedt(.)σh-illdindさilldRI一1一一

         NaviculaplausibilisHustedtOgh-illdmdilld一一一4

         Naviculaveneral〕hsHolm&HellermanOgh-indal-H1・ph一一一1

         Neidklma貸hle(Ehl⇒CleveOgh-hI,1)ind11-bi凹一一11
         INeidklmalphlu亘11HustedtOgh-tmkullkilld阻一一一2
         Neidiumampliatしlm(Bhr.)KrammerC)gh-mdind】1-ph一一一1
         NitzschiabrevissilllaGrunowOgh-mdal-i1mdRB,U一一一7

         NitzschiananaGrunowOgh-mLlindindRB,S一一・21

         NitzschiatubicolaGrしmowOgh-illd.al-n、indS一一一1

         PinnしllalliaacrosphaeriaVV.SIllithOgh-illdal-il1-ph0一一11

         Phmulariabrauniana(Grun.)MiHsOgh-h(lbac-bi.1-ph一一一1

         Pinmllariabrebissollii(Kuetz.)Rabe[1horstOgh-indiIldilldu一一一3

         PimlulariagibbaEhrenberg(.)gh-ln【.lac-ilind0,U旧1一5

         Pinmilariamesolepta(Eh1⇒W.Smith(一)gh-illdindindS一一一1

         Pimudariamicrostauron(EhL)CleveOgh-mdac-ililldS一一一2

         PinnulariallobilisEhrenbergOgh・h〔.)bac-i11-ph一.一2
         Pinnula「iaschoellfelderiKrallllller()gh-indillclindRI1一一一

         PilmulalgiasubcapitataGregoryOgh-indac-HindRB,S一1一1

         Pinmlla19iasubstolllatophoraHustedt()qh-h(lbac-il、.1-ph2一1一冒
         Phmulariaviri〔iiformisKrammer()gl1-illdmdilld一一一1

         PilmuIariaviridis〔Nitz.)EhrellbergOgh-mdindilldO一一一4

         Pi・m・la・i・・PP.(・gh-・mki・・kunk一一2一
         SellaphorapupLlla(Kuetz.)MereschkowskyOgh-indiindindu一一一14
         Staurolleisphoellicellterollfb.hattoriiTsumura()gh-i璽〕dmdind0一■一1

         Surirellaa119ustaKしletzingOgh-inda卜ilr-biu一一一1

         SurireIlaIillearis㌔～孔SmithOgh・mdind1-ph一躍一1

         Sylledraullla(Kuetz.)EhrenbergOgh-inclal-ilindu4212

         Synedl'aulnaval㌔ramesi(Herib.)Hustedt(.)gh-mdal-ilmdT一11一

         Tabellarlanocculosa(Roth)KuetzingOgh-hobac-iI1-biT一1一13

         海水生種1435231

海水～汽水生種

汽水生種

淡水～汽水生種

淡水生種

珪藻化石総数

O
l

l

gl

lO7

1
0
0

89

125

2
0

1

79

105

0
0

0

214

215

凡例

H.R.:塩分濃度に対する適応性pH:水素イオン濃度に尋する適応C.R.:流水に対する適応性

Euh:海水生種al-bi:真アルカリ・1:[種1-bi:真止水性種

Euh-Meh:海水生種一汽水生種al-i1:好アノしカリ性腫1-ph:好止水性種

Meh:汽水生種illd:pH不定性種ind:流水不定性種

Ogh-Meh:淡水一汽水生種ac-il:好酸性種r-ph:好流水性種

Ogh-hi1:貧塩好塩性種ac-bi:真酸性種r-bi:真流水性.種

Ogh-ind:貧塩不定性種unk:pH不明種unk:流水不明種

Ogh-hob:貧塩嫌塩性種

Ogh-unk:貧塩不明種

環境指標種群

A:外洋指標種,B:内湾指標種,El:海水泥質干潟指標種(以上は小杉,1988)

J:上流性河川指標種,K:中～下流性河川指標種,M:湖沼浮遊性種,O:沼沢湿地付着生種(以上は安藤,1990)

S:'好汚濁性種,U:広域適応性種,T:好清水性種(以上はAsaiandWatanabe,1995)

R:陸生珪藻(RA:A群,RB:B群,RI:未区分、伊藤・堀内、199D

第4表珪藻分析結果(2)
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第VI章自然科学分析

・立木36

1Xb、X、XI層は花粉化石の保存状況が悪く、

いずれの試料もゼンマイ属をはじめとするシダ類

胞子が多産する。花粉化石群集をみると木本花粉

が優占し、マツ属、ハンノキ属が多産する。その

他ではスギ属、ブナ属、ニレ属一ケヤキ属などを

伴う。草本花粉の検出量は少なく、イネ科、カヤ

ツリグサ科、ヨモギ属、キク亜科などが産出する。

なお、X層、XI層からは、第三紀の絶滅種である

ペカン属が検出された。

・DT(14D)

IXb層では木本花粉が多産し、保存状態も立木

36と比較すると良好である。木本花粉はハンノ

キ属が最も多く産出し、マツ属、ブナ属なども多

く認められ、この他にヤナギ属、サワグルミ属、

クマシデ属一アサダ属、コナラ属コナラ亜属など

を伴う。草本花粉ではカヤツリグサ科が最も多く

産出し、イネ科、クワ科、ヨモギ属などを伴う。

わずかではあるが、水湿地生植物であるガマ属の

花粉も検出された。

(4)植物珪酸体分析・灰像分析

結果を第6表に示す。各試料からは植物珪酸体

が検出されるが、その個数は概して少ない。これ

らの植物珪酸体の保存状態は不良であり、表面に

多数の小孔(溶食痕)が認められる。検出された

種類は、立木36のIXb、X、XI層では、タケ亜

科の産出が目立ち、この他に、ヨシ属やウシクサ

族などがわずかに検出された。

DT(14D)のIXb層では、タケ亜科などが検出

された。いずれの試料からも、栽培植物のイネ属

などに由来する植物珪酸体は全く認められない。

一方、後述する不明植物(試料番号13,17,35)は、

種実以外の部位で、種類の特定に至らない植物片

であった。3試料とも、淡褐色、長さ50～70mm、

幅3～4mm程度の帯状の植物体で非常に柔らか

く、表面には突起物などの構造は認められず、中

心には芯のようなものが確認される。なお、試料

木本花粉

草本花粉

シダ類胞子

モミ属

ツガ属

トウヒ属

マツ属単維管束亜属

マツ属複維管束亜属

マツ属(不明)

スギ属

ヤナギ属

ヤマモモ属

ペカン属

サワグルミ属

クルミ属

クマシデ属一アサダ属

カバノキ属

ハンノキ属

ブナ属

コナラ属コナラ亜属

コナラ属アカガシ亜属

クリ属

ニレ属一ケヤキ属

エノキ属一ムクノキ属

キハダ属

モチノキ属

カエデ属

トチノキ属

ブドウ属

ウコギ科

ツツジ科

ハイノキ属

イボタノキ属

トネリコ属

タニウツギ属

ガマ属

イネ科

カヤツリグサ科

ユリ科

クワ科

サナエタデ節一ウナギッカミ節

キンポウゲ科

アブラナ科

バラ科

セリ科

ヨモギ属

キク亜科

タンポポ亜科

不明花粉

ゼンマイ属

イノモトソウ属

他のシダ類胞子

立木36DT

(Dl4)

IXb層X層刈層IXb層
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木本花粉

草本花・粉

不明花粉

シダ類胞子

総計(不明を除く)

241206236276

36333255

13811

36180385091

63810421118422

第5表花粉分析結果

イネ科葉部短細胞珪酸体

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族ススキ属

不明キビ型

不明ダンチク型

立木36DT

(Dl4)

IXb層X層XI層IXb層

4
一

一
2
一

1
一
9
一
1
一

〇
2
一
2
3

に
J
l
一
1
一

イネ科葉身機動細胞珪酸体

タケ亜科

ヨシ属

不明

622466

ユユ

巨ll81
合計

イネ科葉部短細胞珪酸体717146

イネ科葉身機動細胞珪酸体8345511

宗念言{『15516917

第6表植物珪酸体分析結果
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3結 果

番号13,35は、土器内底部に同心円状に配列した状態であった。これらの不明植物は、反貫目遺跡で確認

された土器内部の不明植物と同様の形態を呈し[パリノ・サーヴェイ株式会社2004】、草本類、特にイネ

科の葉部あるいは桿部に類似する。

標高(m)毫,X3
10.4-IXb

10,3一

木本花粉 草本花粉・シダ類胞子
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出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く数を基数として

百分率で算出した。なお、●○は1%未満、+は木本花粉100個体未満の試料について検出した種類を示す。

第15図主要花粉化石群集の層位分布

そこで、これらの試料がイネ科植物であるか確認するため分析調査を行った結果、3試料とも直方体様

の細胞が縦列し、この細胞の形状を鋳型にした植物珪酸体が散在する同様な形態の組織が認められたが、

イネ科葉部に特徴的な形態を有する短細胞珪酸体や機動細胞珪酸体は全く認められなかった。いずれも同

様な組織を有する点や試料採取時の肉眼観察から、同種類の草本類に由来する可能性があるが、本分析結

果からはイネ科に由来する植物遺体とは考え難く、また、種類の特定には至らない。

(5)種実遺体同定・微細物分析

結果を第7表に示す。種実遺体同定では、木本5分類群(オニグルミ、スモモ、モモ、トチノキ、エゴノキ属)106

個、草本1分類群(栽培植物のハス)1個の、計107個の種実が同定された。同定された種実の遺存状態は

比較的良好で、オニグルミ、栽培植物のスモモ、モモには、鶴歯類(ネズミなど)によると考えられる食害

痕を有する個体も認められた。また、モモには核表面が磨耗した個体がみられ、オニグルミには半分以下

の頂部や基部を破損した個体がみられる。

微細物分析では、木本6分類群(マタタビ属、カラスザンショウ、ブドウ科、タラノキ、タニウッギ属、ニワトコ)62

個、草本7分類群(イネ、アワーヒエ、カラムシ属、カナムグラ、アカザ科、ナデシコ科、アカネ科)78個の種実

が検出された。この他に、炭化材、部位・種類共に由来不明の炭化物、動物遺存体の破片などが確認された。

栽培植物のイネは、5D・5E炭化物集中区22と4D区炉,から胚乳が、3C区小型壺4炭サンプリングか

ら穎が検出された。また、栽培植物のアワーヒエは、5D・5E区炭化物集中区23と4D区炉,4E区炉

4炉サンプルから検出された。検出された種実は、いずれも種実遺体同定で得られた分類群よりも小型で

あり、遺存状態は炉・炭化物集中区から検出された栽培植物のイネ、アワーヒエが炭化している点を除けぼ、

比較的良好である。なお、種実遺体分析試料とした、試料番号13,17,35は、種実以外の部位で、種類の

特定に至らない植物片であった。そのため、表中では不明植物と表示した。なお、これらの植物遺体につ
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いては灰像分析を行い、植物珪酸体の有無の調査を行った。以下に、同定された木本11分類群、草本8

分類群の種実と、不明植物の形態的特徴などを記す。

〈木本〉

・オニグルミ(JuglansmandshuricaMaxim.subsp.sieboldiana(Maxim.)Kitamura)クルミ科クルミ属

核の完形、半分、頂部や基部を破損した破片が検出された。広卵体で頂部がやや尖る。径20～30mm程度。

1本の明瞭な縦の縫合線があり、縫合線に沿って半分に割れた個体や、縫合線上に鶴歯類(ネズミなど)に

よると考えられる食害痕が認められる個体がある。核は硬く緻密で、表面には縦方向に溝状の浅い彫紋が

走り、ごつごつしている。内部には子葉が入る2つの大きな窪みと隔壁がある。

・マタタビ属(Actinidia)マタタビ科

種子が検出された。黒褐色、楕円形で両凸レンズ形。長さ2.5nlm、幅1.5mm程度。基部はやや突出し、切形。

種皮は硬く、表面には円形・楕円形などの凹点が密布し網目模様をなす。

・スモモ(PrunussalicinaLindley)バラ科サクラ属

核(内果皮)が検出された。レンズ状の広楕円体でやや偏平。径13～15mnl、厚さ10mn1程度。基部は丸

く膀点がある。一方の側面に縫合線が発達し、縫合線上に鵡歯類(ネズミなど)によると考えられる食害痕

が認められる個体がみられた。内果皮は厚く硬く、表面にはごく浅い凹みが不規則にみられる。

・モモ(PrunusparsicaBatsch)バラ科サクラ属

核(内果皮)の完形、半分、破片が検出された。灰褐色、広楕円体でやや偏平。先端部はやや尖る。基部は

切形で中央部に湾入した膀がある。大きさは、長さ18～30nlm、幅20～24mm、厚さ15～18mm程度。

一方の側面に縫合線が発達し、縫合線に沿って半分に割れた個体や、縫合線上に諮歯類(ネズミなど)によ

ると考えられる食害痕が認められる個体が1個(ID2028)確認された。内果皮は厚く硬く、表面は縦に流れ

る不規則な線状の深い窪みがあり、全体として粗いしわ状に見える。表面が磨耗した個体も多い。なお、

遺存状態が悪く表面の模様が明瞭でない個体をサクラ属(Prunus)にとどめた。

・カラスザンショウ(Fagaraailanthoides(Sieb.etZucc.)Engler)ミカン科イヌザンショウ属

核(内果皮)が検出された。黒褐色、非対称広倒卵体、やや偏平で、片方の側面に核の長さの半分以上に

達する深く広い膀がある。長さ4mlll、幅3.5nlm、厚さ2.5mm程度。内果皮は厚く硬く、表面にやや深く大

きな網目模様がある。

・トチノキ(AesculusturbinataBlume)トチノキ科トチノキ属

種子の破片が検出された。偏球体で径20～301nm程度。種皮は薄く硬く、表面にはほぼ赤道面を蛇行

して一周する特徴的なカーブを境に、流理状の微細な網目模様があり光沢の強い黒色の上部と、粗面で光

沢のない灰褐色の下部の着点に別れる。

・ブドウ科(Vitaceae)

種子の破片が検出された。灰褐色、完形ならば広倒卵形で側面観は半広倒卵形、基部の膀の方に向かっ

て細くなり、噛状に尖る。腹面には中央に縦筋が走り、その両脇には楕円形の深く窪んだ孔が存在する。

破片の大きさ4mll1程度。種皮は柵状で薄く硬い。属レベルの同定の根拠となる背面が欠損した状態であっ

たため、ブドウ科にとどめた。

・タラノキ(Araliaelata(Miq.)Seenユalm)ウコギ科タラノキ属

核(内果皮)が検出された。淡褐色、半円形でやや偏平。長さ2mnl、幅1.5㎜程度。腹面はほぼ直線状で、

片端に突起が見られる。背面には数本の浅い溝が走る。表面はざらつく。
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3結

果

                                          分類群位状態…式料名番号木本草本不炭化材不明炭化物動物遺存体                                          オニグルミ爽ケモトビ1属モモサクラ属カブトラドチスウノIIザ科キ'キ1キン乙うタラノ雪ノ属タ言ツギ属II言トコイネアワEヒエカラムシ属カナムグラアカザ科ナハデスζ科アカネ科、明植物
                                          部.核種核霞衡芝種種核f亟1種1子向二r…子1核胚季穎胚季果実種子種子種子果実次

                                          ,上.1形半分破完'ノご幽卜破・ノごll1ヒ.破1片形形コ∫ll'形ll'll'1炭化炭化炭化IIlI闘「旨

                                          塞履1…鰯痕破損1損1食1害1IiI食∫ξ.破1膿嘉IIIIP…1-………1備考
                                          3B砂層木実II-1-lll一一一一1一一…一一一一一一一:一一一一1-一一一一一.一一一回一一一一
                                          3B新河川跡木実2・21-i一トー一」一…一㌧一一・一.・一一1-.2-i-一一一一一一一一一一.一一一一
                                          4B包含層木実:36-lol一国一2i-1-1-一一・一・一・…一一一一一一,■一..閥幽一.■..
                                          3C包含層土器集中区i1414旨一.-1-i-　一1--i-1-;-i一至一一一一一一1-1-.-1一十一一一一一一一一圃「一閥.
                                          3C包含層土器集中区i1435…一.・H・i一トーi-1-1-1-【一一[一一一:一一一一一1一一一1一一一一一一一一一一一
                                          3C包含層炭化物集中区913161-一「一一1-1.-i-i-1..1・-1・一一…一一一一1-一一一1一一一一一一一一一一一
                                          3C包含層炭化物集中区1039171-1--1…一⊥1-1--1・・!・一一3-一一1-1-[一一一一一一一一一一一一一一1
                                          3C河川跡(砂層)木実8-1-1一1--ll-1-1-1-.一一..:…3--Ll一旧一1一一一一一一一一一一一
                                          3C新河川跡木実91-1一21-1一一1-1-1-一一一一一一一一一一II--1-1-i一一.一一r一.一..旨
                                          3C5!包含層一括.m-一一レ1-一・一1-i-.・1・.・・・・・…-1-一一一一一一一一一一一一
                                          3C:砂層木実lll-1-一「-21--1--1-1-一一一一・・・…1・-1-一一一「,一..「「一1-:
                                          3C欄渠木実121-一一一1-1-「一一i-1-一..トー一一一一一…-1一一一一一一一一一一一一一一
                                          4C包含層土器集中区v土器1513高杯内植物一・・一…一一….一一1-一一i-1一一一一一一一一一一一多量塊状一一一
                                          4Cl旨土器集中区v14一一一・・一…一・一・2.・一・一・;-1一一一一一一一一一一一一一一一接合し」個体
                                          4C包含層147151-…・一..・一....1・一一一一一一一i-一一一一一一一一一一一一一一一
                                          4Cl5包含層6416一1・一i-一一・一…1…一一:一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一
                                          4C包含層土器1617植物遺体一1一一.一一一・一一一・一一・一・一一一・i-「一一一一一.一.一.一多量-1一
                                          5Cl5包含層17318膠.・1-一.一・・…1・…-1-一一一一1.一一一一一一一一一一一一一1一
                                          6C包含層土器集中区b【5119一1一一1-1一トー一一一一一一一一1-一一一一i一一一一一一一.,一..■■一ト
                                          6C21包含層10020一一一一:一[一一一...1..一一一一一.一　一一一一一一一.一.一1一1一表面磨耗

                                          6C23包含層IlO21一1一一一1-1-1-一…1…一…一一一一一一一一一一一一一一一一一
                                          6C23包含層Il522.閥十.・1-:・一…1-…一一一1-一一一一一一一一一一一一一一一一表面磨耗

                                          6C251包含層:13123一一1.-1-・一一一・・一・・2…一一1'1'一一一一一一一一一一一!-1一一一表面磨耗接合し、1個体
                                          6C24包含層15324一1一一i-・一・一・…1・1・・.-1-1一一一一一一一一一一一一一一1一一一表面磨耗
                                          6C24包含層Il84i25一1一一一一一一一・一一1-・一・-1--1一一一一一一一一一1一一i一目一一一一表面磨耗
                                          6C25」包含「曹il93126一1一一一一3-1・一・一・1・・一・一一一!一1-II一一一一一一一.十目一一・1-1表面畷
                                          3Di包含層上器集中区n51271一1一一一一一一一一一一・1…一一一.-1一一一一一一一一一1一目・一一レ1
                                          3D包含層1土器集中区U351281一1一一一1一トー1-一一一一一1-一一一.一..1一一一一一一一一一一一1-1一1一一i一表面磨耗
                                          3D包含層土器集中区h13i2gi一一一一.一「一[一・・一・1・….1・・1・一..・幽.魑一一一i一一1一.一一表面磨耗
                                          3D包含層1土器集中区n.1930一一一一!一一「一一一一・1-・一一.1--1一1一一一一一.rr一1回一1.一1麺瞳
                                          3D包含層.土器集中区ii4631一i一一一一…一…一一一一一一1・一.一.1一.一1一.一.一一一一一一一.一1
                                          3D包含層…土器集中区il603211一一一…一一1-一・・・・・・…:・・1一一幽圃一幽一幽一一一一一一一一一
                                          3D包含層土器集中区ii9633一一一一一一一一一一一1-一一・..….一.一.一.1四1一一一一.一表面磨耗

                                          3D包含層土器集中区liI34一一一一一一II-一一一・2・-1・・一・i・1・II¶..■.圏一一一一旧一一h一モモ半分掴は各セ接含し、2個体
                                          3D5包含層完土器3内35植物遺体一一一一一一1-一・・・・・…一一一1一一一一一一一一一一一一一多量塊状一一一
                                          4D包含層i土器集中区n6036一一一一一一i-4・一一・一・一一一一1-1一一一一一一一一一一一一一一一一一

                                          4DI包含層…土器集幅グリットー括37一一一一一一i-一一一一,..1-一一1-lII一一一一一一一一一一一一一一一一一表面磨耗個体を含む
                                          5D5包含層4338一一一一一一1-.一一一一1-・一一一1-i-1一一一一一一一一一一一一一一一一一
                                          5Dl9包含層5939十.一一i-・、一・一・…2・・一一1一巳一一一一一一一一一一一一一一一一
                                          6D包含層5340一一一一一一1-一一一一1-一一…・.….一一一一一一一1.一一r.一一一表面磨耗
                                          6D包含層5941一」一一1--1-.一一一一一1-一一一一i-1-1-一一一一一一一一一一一一一一一一1緬麟
                                          6D包含層6142.「…・一…・[・i・一・一・卜・一一・1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一1
                                          6D包含層16743一1一一1-.-1-1-一一一一1-1-1-1-1-i一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1表面醗
                                          6DS包含層22844一1一一1-…一[一;一一・1-一一一一一一1一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
                                          6Dn包含層27745.卜.一.一}....-1・一ト一一一1一一一一一一一一一一一一一一一一一一1表面磨耗
                                          6D正6包含層29346一1一一一一一1-一一一'1-、-i一一1一一1一一1一一一一一一一一一1一一一一一一一一
                                          6D包含層グリットー括47水もの①一1一一一一゜1-!'、'・'1'."i'1'一1一1一一一一一一一一一一一一一一一1一一一一表面磨耗
                                          6D包含層木実48一括②一一一一一一一ドー;一;一一1-一一一一一一一一一一一一一一一一一1一一一一一
                                          2E川跡砂層木実49一ll一.「「・-1十…一一1・旨.一一幽一一一.....■一・..一幽.■■
                                          3E包含層土器集中区iii50「「,2....一L..1.幽E一一一1一一一一幽幽一一一・一一幽圃一幽..,接合し、1個体
                                          3E包含層炭化物集中区177451.・■一一一一2・i一旨・…-1・・一一一1一一一一一一一一一一一一一一一一一一幽
                                          3E包含層土器集中区ii952一一一一一1一一1一一1-一一.一.II一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
                                          5E包含層1654一1一一「・1・一ト1-一トー一ト12圃一ト圏陶....,.,.■.■圏■一,一表面磨耗
                                          4E包含層55(同番号2点)2・41--1-ll--1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
                                          5E包含層木実55…一{一一1-一一一一.-i-一一11一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
                                          6B包含層i立木366つぼの中の土蜥量5UO9--1-一一一一一.li-一一1一一一一311一一一一1一一一一2一一一一一0.59〈0.Ig一
                                          3C1包含層小型壺(4)サンプリング土器の中の土分析量5009.一一…・一一・一一一一i-1-1-1一一一.一1一一2一51一一一一813一一一15.59一i-1
                                          3C小型壺(4)炭サンプリング分析量500g:-i-一一一:一一一一・一一i-1一一一一一一一3一21一1一4一一一一一一0.69く0.lg一1
                                          4D包含層炉焼土サンフル分析量5009一1-一..一一.li.IIir一一一一一一一一1一1Il1一34旧1r1一一く0.lgrく0.lg

                                          5D・6E包含層炭化物集中区23土層サンプル分析量500g一…一1--1-一「一一1一一一一一一一一一一3一131一14一一一一一一0.39一一アワ・ヒエ穎付着
                                          4E炉4焼土サンプル分折量5009一一一一.-1-1-1-1-1-一一一一一一一一一一一一1一一12-一一一1一8.89く0.lgく0.19アワーヒェ穎付着

第7表種実遺体同定・微細遺物分析結果
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・エゴノキ属(Styrax)エゴノキ科

種子が検出された。黒褐色、卵体で表面には3本程度の縦溝が走る。長さ14mm、径8mm程度。基部に

は灰褐色でざらつく着点がある。種皮は厚く硬く、表面には微細な網目模様があり、ざらつく。

・夕ニウツギ属(Weigela)スイカズラ科

種子が検出された。赤褐色、長楕円形で両凸レンズ形。長さ1.2111m、幅0.7mm程度。翼がとれた状態で、

兆部には稜角がある。表面は円形や楕円形の凹みによる網目模様が発達している。

・ニワトコ(SambucusracemosaL.subsp.sieboldiana(Miq.)Hara)スイカズラ科ニワトコ属

核(内果皮)が検出された。淡～黄褐色、広倒卵形でやや偏平、長さ2.5nlm、幅1.3nlm程度。基部はやや

尖り、背面は円みがあり、腹面の中央は縦方向の鈍稜をなす。腹面下端には小さな孔がある。内果皮はや

や硬く、表面には横織状模様が発達する。

〈草本〉

・イネ(O}yzasativaL)イネ科イネ属

胚乳と穎(果)の破片が検出された。炭化しており黒色を呈す。長楕円形でやや偏平。長さ4～5mm、幅2.5

mm、厚さ1.51nm程度。胚乳は、一端に胚が脱落した凹部があり、表面はやや平滑で2～3本の縦溝がみられる。

穎は基部に円柱状の特徴的な果実序柄がある。果皮は薄く、表面には頼粒状突起が規則的に縦列する。

・アワーヒエ(Setariaitarica(L)P.Beauv.-EchinochloautilisOhwietYabuno)イネ科

胚乳が検出された。炭化しており黒色を呈す。広楕円体でやや偏平。径1.5nlm程度。背面は丸みがあり、

腹面は平ら。基部に胚の凹みがある。表面には穎が付着している個体がみられた。アワ、ヒエの区別は、

走査型電子顕微鏡下による内外穎の観察により可能である[松谷1980,2000など]。本遺跡で検出された

個体も、遺存状態が良好なものに限り、走査型電子顕微鏡下の観察で種類が特定される可能性がある。

・カラムシ属(Boehineria)イラクサ科

果実が検出された。淡黄褐色、非対称な広倒卵形で偏平。径1.5mm程度。先端部や基部は尖り、中央部

は両凸レンズ形。果皮は薄く表面はざらつく。

・カナムグラ(HumulusjaponicusSieb.etZucc.)クワ科カラハナソウ属

種子の破片が検出された。灰褐色、完形ならば側面観は円形、上面観は両凸レンズ形。径4nlm、厚さl

mn1程度。頂部はやや尖り、縦方向に一周する稜と、基部には淡黄褐色でハート形の鱈点がある。種皮は薄く、

表面はざらつく。

・アカザ科(Chenopodiaceae)

種子が検出された。黒色、円盤状でやや偏平。径1.2mm程度。基部は凹み、膀がある。種皮表面には膀

を取り囲むように微細な網目模様が同心円状に配列し、光沢が強い。

・ナデシコ科(Caryophyllaceae)

種子が検出された。茶褐色、腎状円形でやや偏平。径0.9mm程度。基部は凹み、膀がある。種皮は薄く

柔らかい。種皮表面には、膀を取り囲むように瘤状突起が同心円状に配列する。

・八ス(NelumbonuciferaGaertn.)スイレン科ハス属

果実が検出された。黒色、楕円体。長さ16mm、径10mnl程度。頂部と基部に径lmm程度の円形の穴がある。

また、基部近くに円形の膀がある。果皮は堅く、表面には光沢があり、微細な凹点が密布する。

・アカネ科(Rubiaceae)

核が検出された。黒褐色、偏球形。径2～2.5mm程度。腹面中央に深い楕円形の孔がある。表面には微

細な網目模様が発達し、粗面。
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3結 果

(6)樹種同定

結果を第8表に示す。生木試料は針葉樹1種類(マッ属複維管束亜属)と広葉樹3種類(ヤナギ属、コナラ

属コナラ亜属コナラ節、ヤマグワ)に、炭化材は広葉樹3'種類(ヤナギ属、ハンノキ属ハンノキ亜属近似種、コナ

ラ属コナラ亜属属コナラクヌギ節)に同定された。なお、炭化材はいずれも細片化し遺存状態が不良であった。

そのため、炭化材8点は広葉樹と判別できたが、樹種の同定には至らなかった。以下に、各種類の解剖学

的特徴等を記す。

・マツ属複維管束亜属(Pinussubgen.Diploxylon)マツ科

軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成される.仮道管の早材部から晩材部への移行は急～やや緩やか

で、晩材部の幅は広い。垂直樹脂は晩材部に認められる。放射組織は仮道管、柔細胞、水平樹脂道、エピ

セリウム細胞で構成される。分野壁孔は窓状となる。放射仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突出が認められ

る。放射組織は単列、1-15細胞高。

・ヤナギ属(Salix)ヤナギ科

散孔材で、道管は単独または2-3個が複合して散在し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は、単

穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異1生、単列、1-15細胞高。

    グリッド・遺構名試料名状態腫煩・点故樹種

    杭列21生木.柱根(芯持λLlく)ヤナギ属
    2生木1柱根(芯持丸オく)ヤナギ属

    31生木柱根〔芯持丸1く)ヤナギ属
    41生木住根(芯持丸1く)ヤナギ属
    5宝木住根〔芯持丸木)ヤナギ属

    6/三1く注根〔芯持)ヤ+ギ属

    83TNo.1、生木注恨〔芯持丸木)ヤナギ属
    83TNo.2生木住根曜:持丸1く)ヤナギ属

    杭列11生木柱根〔半裁)ヤ+ギ属    2生木住根〔粒如ヤナギ属

    3生木柱根〔芯持丸勺;ヤナギ属

    4生木住根〔芯持丸木〕1ヤナギ属
    51生木住根〔芯持丸木〕ヤナギ属

    6:'Llく住根〔半裁)1ヤナギ属

    7生1く住根1芯持丸和ヤナギ属

    8i生イく柱隈(芯持丸和1ヤナギ属

    6F(杭列1-1西側)1生イく立イく1コナラ属コナラ亜属コナラ節
    7B(立木36の東脇)i生木隈クワ科ヤマグワ
    立木37i生木根クワ科ヤマグワ
    4C・炉3No.111/三木焚きイくマッ属複維管束亜属
    4CN・.lgl生1瑛き1くマツ属複維管束亜属

    3C・小型壷(4)CWII炭化1ヤナギ属(D
    C、V2:け之fLlヤナギ属(1)

    C㌃V3[炭fヒ1ヤナギ属(1)

    C、～「41け～fヒ1ヤナギ属(1)

    CNV51誕fL1ヤナギ属(1)

    C、'V61炭fヒ1ヤナギ属(D

    C、～「7.1誕rヒ1ヤナギ属(1)

    cw81炭fヒ11ヤナギ属(1)
    微細物分析1炭化10…ヤナギ属(10)

    3C・小型壷(4)土器の中微細物分析炭fLIヤナギ属(4)靴15広葉樹(1)

    

    4E・炉4微細物分析炭化ヤナギ属(4)炭化15広葉樹(1)

        5D/5E・炭化物集中区23微細物分析5炭化1炭化炭化1ハンノキ属ハンノキ亜属近似種(2)    炭化コナラ族コナラ亜属クヌギ節(D

    ヤナギ属(1)

    広葉樹(D

    4D・炉微細物分析炭化5広葉樹(5)

    6B・壷の中1微細物分析炭fヒ5ヤナギ属(5)

註1)微細物分析…分析によって得られた炭化材片のうち、遺存状況の良好なものを無作為に抽出。

第8表樹種同定結果
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第VI章自然科学分析

・八ンノキ属ハンノキ亜属近似種(cf.Alnussubgen.Alnus)カバノキ科

試料はいずれも細片で電子顕微鏡による観察はできなかった。散孔材で、管孔は単独または2-4個が放

射方向に複合して散在する。道管は穿孔板の保存が悪く観察できない。放射組織は単列のものと集合放射

組織とがある。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節(Quercussubgen.Lepidobalanussect.Cerris)ブナ科

試料は細片で電子顕微鏡による観察はできなかった。環孔材で、孔圏部は1列、孔圏外で急激に管径を

減じたのち、漸減しながら単独で放射状に配列する。放射組織は単列のものと複合放射組織とがある。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節(Quercussubgen.Lepidobalanussect.Prinus)ブナ科

環孔材で、孔圏部は1-2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管

は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、L20細胞高のものと複合放射組織

とがある。

・ヤマグワ(MorusaustralisPoiret)クワ科クワ属

環孔材で、孔圏部は2-5列、孔圏外への移行は緩やかで、晩材部へ向かって管径を漸減させ、のち塊状

に複合する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射

組織は異1生、1-6細胞幅、1-50細胞高で、しばしば結晶を含む。

(7)貝類同定

検出された分類群を第9表に、同定結果を第10表に示す。

試料は、マッカサガイとカラスガイの2種類が検出された。

マツカサガイが多く、カラスガイが伴う組成を示したが、破

損が著しい試料はイシガイ科にとどめた。なお、試料の多

くは破損した状態にあり、完存する殻は認められなかった。

軟体動物門PhylUInMoHusca

二枚貝綱CIassBivalvia

弁鰻亜綱SubclassEulamellibranchia

古異歯目OrderPalaeoheterodonta

イシガイ科FamilyUnionidae

マツカサガイInversidensjaponensis

カラスガイCrista「iaPlicatasPatiosa

第9表検出貝類分類群一覧

                     グリッド層位遺構試料名種類部位左右計測値(cm)備考グリッド層位遺構試料名種類部位左右計測値(cm)備考
                     殻高殻長殻高殻長

                     3C包含層土器集中区i18カラスガイ殻10+14+7D貝9カラスガイ殻一一

                     3C包含層土器集中区i34カラスガイ殻lL5+7D貝10イシガイ科殻一一

                     3D包含層土器集中区il1貝マツカサガイ殻3.5+2.5+他破片2有7D包含層炭化物集中26貝3イシガイ科殻一一

                     3D包含層土器集中区ii2貝マツカサガイ殻一6+他破片有7D包含層炉3貝1カラスガイ殻「16.5+

                     3D包含層土器集中区ii3貝マツカサガイ殻左3.7+6.4+合貝?3E包含層28貝マツカサガイ殻3.7+5.5+

                     マツカサガイ殻右4+6.2+他破片有3E包含層29貝マツカサガイ殻一一

                     3D包含層土器集中区ii4貝マツカサガイ殻3.7+6.4+3E包含層30貝マッカサガイ殻右.4.1+6.8+

                     3D包含層土器集中区ii5貝マツカサガイ殻左?4.1+7.7+3E包含層31貝マツカサガイ殻3.5+6.5+

                     マツカサガイ殻4.5+823E包含層32貝マツカサガイ殻4.3+5.8+

                     マツカサガイ殻2.5+3.73E包含層33貝マッカサガイ殻4+7+

                     3D包含層土器集中区ii6貝カラスガイ殻4.6+12.8+他破片有3E34貝マツカサガイ殻一一

                     3D包含層土器集中区ii7貝マツカサガイ殻4.2+5+3E35貝マツカサガイ殻一一

                     マツカサガイ殻5+5+3E包含層37貝マツカサガイ殻右.3.8+6.5+

                     イシガイ科殻一一3E38貝マツカサガイ殻一一

                     3D包含層土器集中区ii289マツカサガイ殻右～3.9+5.9+3E39貝マツカサガイ殻一一

                     3D包含層カラスガイ殻10+14+3E包含層40貝マツカサガイ殻4.5+5.7+

                     7D包含層貝1カラスガイ殻右8+18.5+合貝?3E41貝マツカサガイ殻一一

                     7D包含層貝2カラスガイ殻左8+19.5+3E42貝マツカサガイ殻左?5+7.8+

                     7D包含層貝1カラスガイ殻一一3E43貝マツカサガイ殻一一

                     7D包含層貝2イシガイ科殻一一3E44貝マツカサガイ殻左右4+7.3+他破片有

                     7D貝3カラスガイ殻5.5+12+3E包含層45貝マツカサガイ殻左4.5+7+

                     7D貝4カラスガイ殻左?IL3+19+3E包含層46貝マツカサガイ殻.一

                     7D貝5カラスガイ殻II.5+20.5+3E包含層47貝マツカサガイ殻一一

                     7D貝6カラスガイ殻一一3E48貝マツカサガイ殻一一

                     7D貝7イシガイ科殻一一3E包含層49貝マツカサガイ殻一一

                     7D貝8カラスガイ殻左?12.5+21+3E50貝ツカサガイ殻左3.3+4.5+

注)計測値は、推定値であるため、数字の後に国表記している。

第10表貝類同定結果
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4考 察

(8)X線回折分析

X線回折図を第16図に示す。分析の結果、石英(quartz)および赤鉄鉱(hematite)が検出された。分析し

た試料は、赤彩土器に用いられた顔料の素材である可能性が指摘されている。赤色顔料として用いられる

 代表的な物質は、ベンガラ(赤鉄鉱;hematite[α一Fe203])、水銀朱(辰砂;cilmabar[HgS])、鉛丹(鉛丹;

milliuM[Pb304])などがあげられるが、当試料の検出成分から推測すると、本試料はベンガラに分類さ

れると考えられる。
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第16図

(9)岩石肉眼鑑定

2030

2θ(deg)

赤色顔料(4D3グリッド試料番号56)のX線回折図
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結果を第11表に、出土礫の石材組成を第12表・第17図に示す。鑑定の結果、礫は花岡岩1点、細粒花

商岩1点、花闘閃緑岩14点、細粒花崩閃緑岩3点、片麻状花歯閃緑岩1点、閃緑岩1点、流紋岩84点、安

山岩1点、輝石安山岩11点、軽石8点、凝灰質砂岩2点、凝灰質頁岩2点、砂岩35点、頁岩(新第三系)3点、

頁岩(古期)79点、チャート15点、黒雲母片岩3点、泥質片岩1点、ミロナイト20点、董青石ホルンフェ

ルス3点、ホルンフェルス2点、粘板岩1点、珪化岩1点、脈石英2点、およびシルト1点に同定された。

4考 察

(1)古環境変遷

XI層上面から出土した土器の表面に付着した炭化物や炭化物集中区から採取した炭化材、杭列の杭は、

暦年較正年代で3世紀中頃から5世紀前半の値を示した。出土遺物の考古学的所見では古墳時代中期頃と

されており、本分析結果はやや古い年代を示している。以上の結果から、本分析で対象としたXI層は3世

紀中頃一5世紀前半以前に堆積した土層であり、X・IXb層はこれらの年代、あるいは、それ以降に堆積
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第VI章自然科学分析

      番号岩石名番号岩石名番号岩石名

      1頁岩(古期)75チャート149軽石

      2砂岩76花陶閃緑岩150流紋岩

      3頁岩(古期)77流紋岩151流紋岩

      4頁岩(古期)79チャート152細粒花岡閃緑岩

      5砂岩80頁岩(古期)153砂岩

      6流紋岩81頁岩(古期)154流紋岩

      7砂岩82流紋岩155頁岩(古期)

      9頁岩(古期)83頁岩(古期)156頁岩(古期)

      10チャート84流紋岩157ミロナイト

      ll砂岩85細粒花闘閃緑岩159輝石安山岩

      13頁岩(古期)86花岡閃緑岩160頁岩(古期)

      15花陶閃緑岩87頁岩(古期)161頁岩(古期)

      16流紋岩88流紋岩162珪化岩

      17砂岩90流紋岩163ミロナイト

      18ミロナイト91流紋岩164流紋岩

      20流紋岩92流紋岩165流紋岩

      21頁岩(古期)93流紋岩166頁岩(古期)

      22流紋岩94砂岩167頁岩(古期)

      23頁岩(古期)96脈石英168ミロナイト

      24流紋岩97頁岩(古期)169安山岩

      25流紋岩98花闇閃緑岩170頁岩(古期)

      26流紋岩99砂岩171輝石安山岩

      27流紋岩100砂岩172頁岩(古期)

      28流紋岩101脈石英173花滴閃緑岩

      29董青石ホルンフェルス102頁岩(古期)174流紋岩

      30流紋岩103頁岩(古期)175流紋岩

      31流紋岩104頁岩(古期)176輝石安山岩

      32流紋岩105花陶閃緑岩179頁岩(古期)

      33流紋岩106董青石ホルンフェルス180流紋岩

      34砂岩107花闘閃緑岩181ミロナイト

      35砂岩108流紋岩183砂岩

      36頁岩(古期)109頁岩(古期)184流紋岩

      37花闇閃緑岩IlO頁岩(古期)187砂岩

      38頁岩(古期)Ill軽石188流紋岩

      40頁岩(古期)ll2花醐閃緑岩189頁岩(古期)

      43流紋岩113頁岩(古期)190流紋岩

      44頁岩(古期)114ホルンフェルス191頁岩(古期)

      45頁岩(古期)115頁岩(古期)192流紋岩

      46頁岩(新第三系)lI6頁岩(古期)193頁岩(古期)

      47花闊閃緑岩lI8砂岩194頁岩(古期)

      48閃緑岩122頁岩(古期)195流紋岩

      49頁岩(古期)123流紋岩196流紋岩

      50頁岩(古期)125流紋岩197ミロナイト

      51ミロナイト127頁岩(古期)198流紋岩

      52細粒花醐閃緑岩128流紋岩199ミロナイト

      53安山岩129砂岩200流紋岩

      54流紋岩130流紋岩201チャート

      55花闘閃緑岩131流紋岩1202流紋岩
      56流紋岩132片麻状花闘閃緑岩203頁岩(古期)

      57チャート133ミロナイト205流紋岩

      58頁岩(古期)134輝石安山岩206頁岩(古期)

      59ホルンフェルス135頁岩(古期)207頁岩(古期)

      60ミロナイト136流紋岩208花闘岩

      61頁岩(新第三系)137流紋岩209頁岩(古期)

      63砂岩138ミロナイト210頁岩(古期)

      64砂岩139流紋岩211流紋岩

      65砂岩140頁岩(古期)212頁岩(古期)

      66軽石141砂岩213頁岩(古期)

      67輝石安山岩142輝石安山岩ト214輝石安山岩
      68頁岩(古期)143チャート215ミロナイト

      69頁岩(古期)144頁岩(古期)216頁岩(古期)

      71ミロナイト145頁岩(古期)217流紋岩

      72頁岩(古期)146ミロナイト218砂岩

      73頁岩(新第三系)147流紋岩219砂岩

      74頁岩(古期)148流紋岩220チャート

      番号岩石名番号岩石名番号岩石名

      221ミロナイト265チャート301流紋岩

      222流紋岩266ミロナイト302頁岩(古期)

      2231流紋岩267流紋岩303流紋岩
      224凝灰質砂岩269チャート304チャート

      225流紋岩1270砂岩305砂岩
      226砂岩271砂岩306頁岩(古期)

      227流紋岩272チャート307泥質片岩

      228流紋岩273流紋岩308頁岩(古期)

      234頁岩(古期)274頁岩(古期)309黒雲母片岩

      236輝石安山岩275流紋岩313黒雲母片岩

      237シルト276チャート314輝石安山岩

      239流紋岩277流紋岩315黒雲母片岩

      240花闘閃緑岩278流紋岩317砂岩

      242流紋岩279花陶閃緑岩318頁岩(古期)

      244砂岩280頁岩(古期)319頁岩(古期)

      245董青石ホルンフェルス281頁岩(古期)320軽石

      246ミロナイト282細粒花闘岩321流紋岩

      247流紋岩283ミロナイト322軽石

      248流紋岩284流紋岩323軽石

      249チャート286粘板岩324砂岩

      251頁岩(古期)287流紋岩325頁岩(古期)

      252チャート288流紋岩326砂岩

      253頁岩(古期)289流紋岩327チャート

      254砂岩290ミロナイト328流紋岩

      255砂岩291頁岩(古期)329花岡閃緑岩

      256砂岩293輝石安山岩330頁岩(古期)

      257流紋岩290ミロナイト331頁岩(古期)

      258頁岩(古期)291頁岩(古期)332凝灰質砂岩

      259流紋岩293輝石安山岩333軽石

      260頁岩(古期)294頁岩(古期)334凝灰質頁岩(新第三系)

      261軽石295砂岩335頁岩(古期)

      262砂岩296流紋岩一流紋岩

      263流紋岩297ミロナイト一凝灰質頁岩(新第三系)

      264流紋岩298輝石安山岩

第12表石材鑑定結果(2)

      岩石名(肉眼鑑定)個数岩石名(肉眼鑑定)個数

      深成岩類217.1%花筒岩細粒花岡岩花闊閃緑岩細粒花陶閃緑岩片麻状花闘閃緑岩閃緑岩llI4311変成岩類3010.2%黒雲母片岩泥質片岩ミロナイト董青石ホルンフェルスホルンフェルス粘板岩3120321
      火山岩類9632.5%流紋岩安山岩輝石安山岩84111変質岩類10.3%珪化岩1
      火砕岩類82.7%軽石8鉱物20.7%脈石英2

      堆積岩類13646.1%凝灰質砂岩凝灰質頁岩砂岩頁岩(新第三系)頁岩(古期)チャート223537915その他10.3%シルト1
第13表出土礫の石材構成

鑑定総個数295

第11表石材鑑定結果(1)
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流紋岩

足尾帯

グラフ用データ

花南岩2花南岩体41

花南閃緑岩18新第三系103

流紋岩84足尾帯135

安山岩12その他16

軽石8

砂岩35

頁岩(新第三系)3

頁岩(古期)79

チャート15

その他堆積岩類4

片岩4

新第三系ミロナイト20

ホルンフェルス5

その他6

出土礫の石材組成出土礫の起源別構成比

第]7図出土礫の石材組成と起源別構成比

した土層と判断される。

1)堆積環境

本遺跡の微高地上の立木36XI・X・D(b層は、いずれも珪藻化石群集が近似し、上流性河川指標種群

や中～下流性河川指標種群を含む流水性種、流水不定性種、それに陸生珪藻が産出する特徴を示した。こ

の他に、明らかに異地性種とされる絶滅種を含む海水生種も高い割合で産出したことから、これらは胎内

川上流域に分布する第三系層が削剥され、砕屑物と共に本地点に再堆積したと考えられる。本地域におけ

る地質の概要は後述するが、胎内川上流部には新第三系中新統の津川層～寺泊層、鮮新統の灰爪層などが

分布しており[永田1972,茅原1979など]、これらが海水生種の給源と推測される。

以上の珪藻分析結果及び土層観察所見から、これらの土層は流水の影響を受け、胎内川上流域に分布す

る第三系層を給源とする砕屑物とともに堆積した氾濫堆積物と推測され、これは砂分が多い層相とも整合

する結果と言える。このような堆積環境は、本遺跡が胎内川扇状地南西端の低地に位置し、上流の集水域

からの砕屑物の供給を頻繁に受けながら低地部が埋積する、本地域周辺の地形的な特徴を反映していると

考えられる。なお、陸生珪藻も伴う状況から、集水域から供給された、あるいは、河川の氾濫を受けなが

らも、しぼしぼ乾いた環境であったことが推測される。このような珪藻化石群集は、本遺跡に近接する反

貫目遺跡の調査成果でも認められており[パリノ・サーヴェイ株式会社2004]、同様の堆積環境であった

と考えられる。

一方、DT(14D)のシルト～砂質シルトからなるD(b層は、珪藻化石の保存状態は良好であり、珪藻化石

群集も立木36とも異なる群集組成を示した。本層では、貧塩嫌塩性種や真+好酸性種の産出が高く、沼

沢湿地付着生種群や止水性種の産出する特徴を示すことから、弱酸性を呈した沼沢～湿地のような湿潤な

堆積環境が推測される。また、中～下流性河川指標種群も低率ながら産出することから、少なくとも流水

の影響も受けていたと考えられる。以上の珪藻分析結果は、当地点の層相が植物遺体を含む腐植質層であ

ることと整合しており、IXb層堆積時のDT(Dl4)周辺は、時々流水の影響を受けるような低地であった

と考えられる。また、調査区内における微地形の変化を考慮すると後背湿地の可能性がある。

2)古植生

微高地上の立木36は花粉化石の保存状況は不良であり、シダ類胞子が多産する傾向が認められた。一

般的に、花粉やシダ類胞子は腐蝕に対する抵抗性が種類によって異なり、落葉広葉樹に由来する花粉化

石に比べ針葉樹に由来する花粉化石やシダ類胞子は酸化に対する抵抗性が高いとされる[中村1967,徳

永・山内1971】。また、花粉化石が常に酸化状態に置かれている場所では、酸化や土壌微生物によって分
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解・消失するとされている。当地点の堆積環境は、前述のように氾濫堆積物を母材とし、しばしぼ乾燥し

た環境も想定されることから、検出された花粉化石群集は比較的分解に強い花粉化石が選択的に残存し検

出された可能性がある。また、珪藻化石結果と同様に、第三紀の絶滅種であるペカン属がわずかながら検

出された。既存の研究成果によれぼ、ペカン属は胎内川上流部にみられる第三系津川層～灰爪層相当層よ

り普遍的に認められており、特に七谷層、寺泊層相当層では30%以上の高率で検出されている[山野井

1976]。このことから、本地点で産出した花粉化石群集は胎内川上流域の植生の影響も反映していると判

断される。

一方、DT(14D)のIXb層は花粉化石の保存状態は良好で、シダ類胞子に対する花粉化石の割合も高い。

当地点の堆積環境は後背湿地の可能性があることを考慮すると、当地点で検出された花粉化石群集は、少

なくとも古墳時代中期以降の遺跡周囲の植生をより反映していると考えられる。

以上の点を考慮し、古墳時代中期及びそれ以降(XI-IXb層)の周辺植生を検討すると、木本類では、

マツ属とハンノキ属が多産し、スギ属、ブナ属、ニレ属一ケヤキ属などを伴い、種実遺体ではオニグルミ、

マタタビ属、カラスザンショウ、トチノキ、ブドウ科、タラノキ、エゴノキ属、タニウッギ属、ニワトコ

が検出されている。このうちハンノキ属は河畔や低湿地に林分を作る種群であり、局地的要素を反映しや

すい。また、比較的多く検出されたニレ属一ケヤキ属や、ヤナギ属、サワグルミ属、クルミ属(オニグル

ミ)、クマシデ属一アサダ属、コナラ属コナラ亜属、カエデ属、トチノキ、トネリコ属なども、渓谷林や

河畔林の構成要素である。したがって、これらの種類が、周辺の低湿地や河道沿いなどに生育していたと

考えられる。なお、ヤナギ属、クマシデ属一アサダ属、コナラ亜属、トチノキ属、トネリコ属などの割合

がDT(14D)の試料で高いことから、これらの種類は低地に多く認められた可能性がある。なお、微高地に

認められた立木は落葉広葉樹のコナラ節、根材はヤマグワであった。コナラ節は、コナラ、ミズナラ、カ

シワ、ナラガシワの4種類があるが、組織からの識別は困難である。このことから、本遺跡や周辺にはコ

ナラ節やヤマグワが生育していたことを示しており、花粉分析結果と調和する。

一一方、マツは生育の適応範囲が広く、尾根筋や湿地周辺など他の広葉樹の生育に不適な立地にも生育が可

能である。また、極端な陽樹であり、やせた裸地などでもよく発芽し生育することから、伐採された土地

などに最初に進入する二次林の代表的な種類でもあり、海岸沿いの砂丘などにも多く生育する。なお、マ

ツ属の急増は日本各地で知られており、その要因として自然干渉の結果としての二次林や植林の増加等が

指摘されている(たとえぼ[波田19871など)。これらのことから、後背の丘陵や山地縁辺、あるいは海岸砂

丘上などに、代償植生としてのマツ属が存在していたと考えられる。この他に、冷温帯性落葉広葉樹林の

主要構成要素であるブナ属やコナラ亜属、針葉樹のスギ属やモミ属、ツガ属、トウヒ属等も、後背山地等

に生育していたと考えられる。

ところで、本地域の潜在自然植生(人間の影響を一切停止したときに、現在の気候、地形、土壌条件下で成立す

ると考えられる自然植生)をみると、平野部ではハンノキを主体とするイヌッゲーハンノキ群集、ッリフネ

ソウーハンノキ群集、トネリコーハンノキ群集であり、後背山地ではブナ属を主体とするチシマザサーブ

ナ群団とされており[宮脇1985]、本分析結果はこれらの潜在自然植生と調和する。

また、草本類をみると、微高地(立木36)、低地(DT(14D))のいずれも草本花粉の産出量が少なく、わ

ずかにイネ科、カヤッリグサ科、クワ科、ヨモギ属、キク亜科などが検出されたのみであった。植物珪酸

体分析結果ではタケ亜科、ヨシ属等が僅かに認められるのみで、種実遺体分析では、カラムシ属、カナム

グラ、アカザ科、ナデシコ科、アカネ科が検出された。これらのうち、タケ亜科などのイネ科、カヤッリ
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グサ科の一部、カラムシ属、カナムグラ(クワ科)、アカザ科、ナデシコ科、アカネ科、ヨモギ属、キク亜

科等は、開けた明るい場所を好む人里植物を多く含む分類群であり、微高地上などの比較的乾燥した場所

に生育していたと考えられる。ヨシ属などのイネ科やカヤツリグサ科の一部、ガマ属などは、水湿地を好

む植物を含む分類群であることから、これらは低地部に生育していたと考えられる。

(2)資源利用

1)種実遺体

検出された種実遺体のうち、スモモ、モモ、イネ、アワ、ハスは、古くから栽培のために渡来した植物

である[南木19911。スモモ、モモは、中国より渡来した栽培植物とされ、観賞用の他、果実や核の中に

ある仁(種子)などが食用、薬用等に広く利用される。穀類のイネ、アワーヒエは胚乳が食用とされるが、

本遺跡で検出された試料はいずれも炭化していることが特徴である。ハスは種子や根(蓮根)が食用される。

一方、周辺で自生する分類群のうち、オニグルミ、トチノキなどの堅果類は、トチノキはアク抜きを要

するが、食用・長期保存が可能で収量も多く、古くから里山で保護されてきた有用植物である。マタタビ

属、ブドウ科、タラノキ、エゴノキ属、カラムシ属、アカザ科、アカネ科などの一部には、野生品の採取、

在来種の栽培、渡来種の栽培など、種実や種実以外の部位の利用形態が考えられるが[青葉1991]、現段

階では種類の細分化が不可能であり、詳細な検討は今後の課題である。これらの有用植物も、上述した栽

培植物と共に、当該期の本遺跡周辺で入手、利用されていた可能性がある。

なお、近隣の反貫目遺跡では、古墳時代前期の包含層であるVIa層から栽培植物のモモが、当該期の遺

構であるSX201や炭化物集中範囲105からはイネの炭化胚乳が検出されている(未公表資料)。本遺跡では、

炉・炭化物集中区からイネやアワーヒエが検出されており、反貫目遺跡と同様にモモをはじめとして、イ

ネやアワーヒエが利用されていたことが示唆される、ただし、前述したように栽培植物のイネ属の植物珪

酸体は検出されておらず、本分析結果からこれらの栽培等については言及できない。一方、栽培植物以外

では、木本6分類群(オニグルミ、マタタビ属、タラノキ、エゴノキ属、タニウッギ属、ニワトコ)、草本6分類群(オ

モダカ科、カヤッリグサ科、タデ属、アカザ科、キンポウゲ属、シロネ属)の種実が確認されており(パリノ・サー

ヴェイ株式会社,2004)、本遺跡における栽培植物や自生する分類群の検出状況と調和している。このことか

ら、古墳時代前期以降、可食植物として栽培植物のイネが利用されていたことが指摘され、この他の種実

遺体の利用もほぼ同様であったことが推測される。

2)木材

本遺跡における木材利用状況は、主として掘立柱建物跡等の柱材と炉・炭化物集中区等に伴う燃料材に

大別される。建物跡に伴う柱材は、木材利用状況として芯持丸太材と半裁丸太材の2種が確認されたが、

いずれも落葉広葉樹のヤナギ属であった。また、日本に生育するヤナギ属は約40種あり、種間雑種も多い。

ヤナギ属の木材は、一般に軽軟で切削加工などは容易であるが、強度や耐朽性は低い[平井1982]とされ、

柱材には不適な種類とされている。

本遺跡周辺では反貫目遺跡で検出された古墳時代中期と考えられる掘立柱建物跡の柱材の分析調査例が

あり、コナラ節、オニグルミ、ニレ属等の重硬で強度の高い材質を有する種類が確認されている[パリノ

・サーヴェイ株式会社2004]。新潟県内では、越路町岩田遺跡(越路町)、江添遺跡(吉田町)、蔵ノ坪遺跡(中

条町)、三角田遺跡(燕市)等で古墳時代から古代の柱材の分析調査例があり、重硬で強度が高いクリ、ト

ネリコ属、ヤマグワ等が多く確認され、ヤナギ属は蔵ノ坪遺跡で1点認められたのみであった[パリノ・サー
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ヴェイ株式会社1997,2000,2001,2002]。

ところで、本遺跡の花粉分析結果では、DT(14D)IXb層からヤナギ属が木本花粉中約5.8%検出されて

おり、ヤナギ属の花粉産出量としては比較的高い値を示した。なお、花粉化石の分解・消失の影響が示唆

される立木36XI層でもヤナギ属が検出されることから、遺跡周辺にヤナギ属が生育しており、木材の入

手も可能であったと推測される。ただし、同層の花粉分析結果では、ヤナギ属以外にニレ属一ケヤキ属等

の強度の高い材質を有する種群が生育していた可能性も示唆されており、これらの木材が利用されずヤナ

ギ属のみが利用されている点は注目される。

また、炉・炭化物集中区からは、上述した種実遺体とともに木片や炭化材が検出されている。炉3から

は出土状況から焚き木と考えられる木材が確認されており、いずれも複維管東亜属(ニヨウマツ類)であっ

た。複維管束亜属は、松脂を多く含むことから燃えやすく、燃料材として適材とされる。本州に生育する

複維管束亜属にはクロマツとアカマツがあり、このうちクロマツは砂丘上などによく生育する種類である。

炭化物集中区10出土小型壼4では、正位の状態で置かれた土器内底及び周辺の炭化材を対象に分析を行っ

た。炭化材の分布状況から抽出した炭化材(CWI-8)や、微細物分析で検出された炭化材のうち、無作為

に抽出した炭化材は全てヤナギ属であった。また、当地点の土器内土壌中からも炭化材が検出されており、

種類不明の広葉樹1点を除き4点がヤナギ属であった。以上の結果から、燃料材としてもヤナギ属を利用

していたと考えられる。同様な特徴は、4E区炉4においても示唆される。5D・5E区炭化物集中区23では、

ヤナギ属とともにハンノキ亜属近似種、クヌギ節の炭化材が検出され、炭化物集中区10出土小型壺(4)

や4E炉4の燃料材として利用された樹種構成と異なる。これらの樹種は、河畔や湿地に生育する種類で

あり、いずれも遺跡周辺に生育し、入手可能な種類であったと考えられる。

3)動物遺存体

微高地上の包含層や炉範囲より出土した貝化石は、河川や池沼地に生育する淡水産種のマッカサガイと

カラスガイであった。なお、本遺跡は砂丘の後背地にありながら、アサリ等の内湾種やヤマトシジミのよ

うな汽水貝種も確認できない点は注目される。恐らく、アサリやヤマトシジミなどよりも、マツカサガイ

やカラスガイなど淡水産種などが入手しやすい環境にあり、これらの貝種は食糧として利用されていた可

能性がある。

4)石材

六斗蒔遺跡の位置する中条町周辺の越後平野に礫を供給する河川は、胎内川および荒川が主要なもので

ある。ここでは、日本の地質[「中部地方1」編集委員会1988]に基づき、この2河川の水系に分布する

地質の概略を述べる。

胎内川及び荒川中～下流域には、北東一南西方向に長く伸びる櫛形山脈が分布し、櫛形山脈は白亜紀の

花闘閃緑岩からなり、山脈の両翼には中新統～鮮新統の堆積岩類が平行に分布する。これらの堆積岩類に

伴って、中新統の流紋岩類の岩体も点在し、中新統～鮮新統の堆積岩類は下位から津川層、七谷層、寺泊

層および西山層によって構成される。胎内川上流域の地質は、主に三畳～ジュラ系の足尾帯から主に構成

されており、最上流域には白亜系の花崩閃緑岩が分布している。この地域の足尾帯は、砂岩および泥岩か

ら構成され、局所的に珪質泥岩やチャートをレンズ状に挟在している。

一方、荒川上流域の水系は、新潟県関川村から山形県小国町一帯に広く分布し、水系における北の最上

流部には朝日岳、南の最上流部には飯豊山が存在し、いずれも花商岩類から構成されている。この荒川上

流部の地域では、足尾帯の堆積岩類を貫いて白亜紀～古第三紀の花商岩類が点在し、さらにこれらを覆っ
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て新第三紀中新統の火山岩類、火山砕屑岩類、堆積岩類が広く分布している。火山岩類は流紋岩を主体とし、

安山岩や玄武岩をわずかに伴っている。

本遺跡から出土した礫種組成は、花崩岩類を主体とする深成岩類が7.1%、流紋岩を主体とする火山岩

類が32.5%、頁岩および砂岩を主体とする堆積岩類が46.1°・、ミロナイトやホルンフェルスを主体とす

る変成岩類が10.2%、その他4.0%となっている(第12表)。それぞれの礫の由来は、流紋岩、安山岩類、

頁岩(新第三系)、凝灰質砂岩および凝灰質頁岩が新第三系、深成岩類およびミロナイトが花歯岩体、頁岩(古

期)、砂岩、チャート、ホルンフェルスおよび粘板岩が足尾帯に由来する石材と考えられる。これに基づく、

礫の起源別の構成比を第17図に示した。

本遺跡は胎内川が形成した扇状地上に位置することから、礫は胎内川の河床礫の礫種組成が期待される。

上述の河川水系に分布する地質を考慮すると、胎内川の河床礫の礫種は足尾帯の堆積岩類および花歯岩類

が主要な礫種であると推測される。一方、荒川の河床礫から期待される礫種は、水系の地質を考慮すると、

多いほうから花歯岩類、新第三紀の流紋岩、安山岩および火山砕屑岩類、足尾帯の堆積岩類などと推測さ

れる。鑑定された礫は、足尾帯由来の堆積岩類及び新第三系由来の岩石を主体とし、花商岩体由来の岩石

を少量含むという組成を示す(第17図)。足尾帯に由来する堆積岩類を主体とし花商岩類は少ない点は、

胎内川の河床礫の組成を反映していると考えられる。ただし、新第三系由来の礫の中でもとりわけ多い礫

種は流紋岩であり(第17図)、胎内川水系には流紋岩の分布は極めて少なく、流紋岩を多く含む礫種組成

は荒川の河床礫の組成に類似すると考えられる、

以上の点を総合すると、今回の鑑定を行った礫は胎内川由来の礫を主体として構成され、それに荒川由

来の礫が混在していると考えられる。このような混在した礫が得られる場所としては海岸が有力であり、

[中条町史編さん委員会編著2004]では、海浜礫の岩質別構i成比・円形度・海浜砂の分級度などから、荒

川河口から落堀川へ南流する沿岸流の存在が推定されている.このことから、本地域周辺の海岸にも胎内

川及び荒川起源の礫が混在していたと考えられ、これらを利用した可能性もある。

なお、鑑定を行った礫のうち、試料番号86・240・266・329では黒色化が認められた。試料番号86・

240・329は花歯閃緑岩、試料番号266は花南閃緑岩由来のミロナイトであり、試料表面の1/3程度が黒

色化している。これらの岩石は、本来は白色を呈するが、岩石の一部のみが黒色化している状況を考慮す

ると、被熱等により変色した可能性がある。

また、3D・4D区の包含層から検出された赤化した細礫は、ベンガラに分類される成分が検出された。ただし、

石英が多く含まれる特徴が認められており、ベンガラとしての純度は低いと言える。なお、土器に塗彩され

た顔料として、この細礫の利用を検証するためには、土器に用いられた顔料との比較、すなわち、石英の産

状や顔料断面の薄片などを作成し、顔料粒子の形態や含有鉱物の観察等により検証することが望まれる。
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1. ceratoneis arcus var. recta (CI.)Krasske(SX13; X層)
2.フ'abe//arm ooccu/osa (Roth)Kuetzin目(DT(D14);Ⅸb 層)
3. Gomphonema sumatorense Fricke(SX3;幻層)
4. Gomphonema sumatotense Fricke(SX3; X層)
5. Gomphonema parvu/um Kuetzibg(SX3;×1層)
6. cymbel/a tιb'gmula var. n加Ponica skvortzow(SX3;×1眉)
フ. cymbel/a si/eS始Ca 引eisch(DTΦ14);Ⅸb 層)
8. cynbe//a smuata Gre号OW(SX3;×1層)
9. cymbeノノa smuata Gregow(SX3; X層)
10. Navica/a matica Kuetzing(SX3; X層)
11. pmnu/aria gbbe Ehrenberg(DTΦ14);Ⅸb 層)
12. Hahtzschja amphioxys (Her.)GNnow(SX3;刃層)
13. Achnanmes/anceo/ata 恨reb.)Grunow(SX3; X層)
14. cocconeigp/acentu/a var./meam (Her.)cleve(SX3; X層)
巧. cocconeigp/acentu/a var. euglypta (Her.)cleve(SX3; X層)
16.五Unoha bi/unaris (Her.)MiⅡS(DTΦ14);1Xb 眉)
17. Eunoh冶 Pectma/is var. mmor (Kuetz)Rabenhorst(DT(D14);Ⅸb 層)
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゛汐

マツ属ΦT(D14);Ⅸb 層)

サワグルミ属ΦT(D14);Ⅸb層

ブナ属ΦT(D14);Ⅸb 層)

ハンノキ属ΦTΦ14);Ⅸb層)

スギ属ΦT(D14);1Xb 層)

イネ科ΦT(D14);1Xb 廟)

ヨモギ属ΦTΦ14);1Xb 層)

10a

気

藍
0 10b

クルミ属ΦT(D14);Ⅸb 層)

クマシデ属ーアサダ属ΦT(D14);Ⅸb層)

ニレ属ーケヤキ属ΦT(D14);1Xb層)

コナラ属コナラ亜属ΦTΦ14);Ⅸb層)

ヤナギ属ΦT(D14);1Xb 層)

カヤッリグサ科ΦTΦ14);Ⅸb層)

13b12

第19図花粉化石
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(4-6)

タケ亜科短細胞珪酸体(SX3;Ⅸb層)

ススキ属短細胞珪酸体(SX3;川層)

ヨシ属機動細胞珪酸体(SX3; X層)

50μm

(1 -3)

2.ヨシ属短細胞珪酸体(SX3; X層)

4.タケ亜科木堂機動細胞珪酸体(SX3;Ⅸb層)

6.不明組織片(SX6;士器 15)

第20図植物珪酸体
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5mm
^

2Cm
^

(21,220,4,6×2β,] 0,] 1,14,15,17,1820)

オニグルミ核旧・4;包含層)

スモモ核(食害痕 XD・6-16;293)

カラスザンショウ核(SX3;6)

ブドウ科種了(SX3;6)

エゴノキ属種子(C・3;新河川跡)

ニワトコ核(SX3;6)

イネ穎(士器2)

カラムシ属果実(士器2;炭)

アカザ科種子

ハス果実Φ・6;包含層)

植物遺体(SX6;士器 15)

2mm 5mm
^

(3)
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2mm
^

(5,フ,12,13,16)

マタタビ属種子(SX9;焼士5)

モモ核(SX175)

トチノキ種子(C・3;河川跡(砂層))

タラノキ核(上器2;炭)

タニウッギ属種子(焼上26;士層)

イネ脛乳(焼士26;土層)

アワーヒエ脛乳(F8;焼士)

カナムグラ種子(上器2;土器の中の上)

ナデシコ科種子(土器2;士器の中の士)

アカネ科核(F8;焼士)

植物遺体Φ・3・5;完上器3 内)

5mm
^
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5Cm

^

(3-4)

マツ属複維管束亜属(SXI08;11)
ヤナギ属(PGI-2)

コナラ属コナラ亜属クヌギ節(PGI・1西側立木)
ヤマグワ(FX170;根)
a :木口, b :柾目, C :板目

第22図木材

^ 200μm

^200μm

^200μm

4b

1.マツカサガイΦ・3 SX175;289)
3.カラスガイΦ・フ;貝 1,2)

2・3・4a

Ia・2・3

Ib・C

4C

3

2.マツカサガイΦ・3 SX175;貝 5)

4.カラスガイΦ・フ;貝 8)

第23図貝化石
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第皿章ま

と め

1土師器の編年的位置付け

A阿賀北地方出土資料との対比

反貫目遺跡は、本遺跡から指呼の距離に位置し、しかも本遺跡と類似した形態や調整技法の屈折脚高圷

が出土していて、両者の関係が注目される[寺崎ほか2004]。

反貫目遺跡上層からは14点の高圷が報告されており、形態や調整を対比できる。共通点は屈折脚高圷

A類があることで、本遺跡の高圷(第ll図19)のように有稜で口縁がやや外反する圷部の形態、同じく

柱状部の下部が膨らみ、最下段の円錐部が柱状部の内側に入り込む作り、器壁が厚くヘラミガキが施され

るがハケメが残り調整が不良な点が類似している。これに対して相違点は、高圷Bや開脚高圷、有段高圷

などの器種が反貫目遺跡上層に認められない点である。共通する屈折脚高圷Aも、反貫目遺跡上層に比し

て本遺跡の脚底部は偏平な傾向がある。また本遺跡では圷底部を構成する円盤部分の周縁が稜となるが、

反貫目遺跡上層では凸帯を貼り付けて稜とする。また本遺跡で相当数が出土した圷・椀類が、反貫目遺跡

上層に認められない点も、大きな相違点である。甕については、A類と形態・調整がよく似た土器が出土

していて、明確な特徴の差異は認められない。

以上のように、本遺跡と反貫目遺跡上層の土器は類似するが一定の年代差が認められる。

次に、同じ阿賀北地方に位置する、聖籠町山三賀II遺跡[坂井ほか1989]出土資料に検討を広げる。

山三賀II遺跡出土の古墳時代土器は、古墳1期～HI期の3段階に区分されるが、比較対象となるのは、小

型器台がなくなる古墳皿期のSIIl24出土資料である。

高圷を対比すると、口縁部がやや外反する圷部の形態や、器壁が厚く、ヘラミガキが施されるが、ハケ

メが残り調整が不良であるという点は、本遺跡や反貫目遺跡上層と共通する特徴である。圷部と脚がとも

に遺存する資料がないが、屈折脚高圷Aとみてよい。高圷の稜には凸帯を貼り付ける。この点は本遺跡と

は相違し、反貫目遺跡上層と共通する。山三賀II遺跡SIIl24からは屈折脚と開脚式の脚の断片が出土し

ている。屈折脚を対比すると、本遺跡の脚底部がより偏平である。この点も反貫目遺跡上層との共通性が

大きい。圷・椀類は認められない。この点も本遺跡と相違し、反貫目遺跡上層と共通する。

以上から、共通点の多い反貫目遺跡上層・山三賀II遺跡Slll24に対して、有段高圷や圷・椀類を有す

る本遺跡の資料には型式差があるとみられる。そこで比較検討の対象を県内に広げ、川村浩司氏の先行研

究に依拠してこの点を検証してみる。

B県内資料との対比

川村浩司氏は、従来の越後の土器編年を集大成し、古墳時代の土師器を16段階に画期している[川村

2000]。このうち、本遺跡出土資料の編年と関わるとみられるのは、第8段階から第10段階に至る3段

階の問の土師器である。以下、古い段階から順に本遺跡資料との比較検討を進めていく。

川村編年第8段階は、従来の編年と対比すれば春日編年IV期[春日1994]、品田編年HI期1段階[品田
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2遺物と遺構

1992]、県外では漆町編年12群[田島1986]に相当し、上越市北割遺跡[小島ほか1995]SXIなどの

資料を指標とする。またTK73の須恵器が共伴する段階と想定されている。

北割遺跡SXI出土の資料を見ると、下部が丸く膨らむ屈折脚高圷Aが出土している。ただし、脚底部

は本遺跡に比べて偏平ではなく、この点は、反貫目遺跡上層や山三賀II遺跡SIIl24に共通している。小

型壷に関しては、この期に先行する第7段階のものより口縁部が小さくなるとされる。この点は本遺跡の

資料に共通する。ただし、本遺跡の小型壷66などのように器壁の厚いものは、この段階では認められな

いようである。圷・椀類が伴わない点も含めて、本遺跡の資料より1段階古く、反貫目遺跡上層・山三賀

II遺跡SII124に並行するとみられる。

川村編年第9段階は、従来の編年と対比すると品田編年lll期2段階の初頭に相当し、須恵器TK216

型式に並行すると捉えられており、上越市中島廻り遺跡[小島1991]SKI2や新井市月岡遺跡[高橋

1985]SE20などの資料が指標とされている。また、土師器に須恵器模倣が顕在化し、各種小型椀類が多

数出現する時期と捉えられている。

中島廻り遺跡SKI2からは小型壺にともなって圷・椀類が出土しており、この部分に関しては本遺跡と

共通の器種構成となっている。小型壷の器壁が厚い点、調整が粗い点なども共通する。月岡遺跡[高橋

1985]SE20からは開脚高圷が出土している。圷部と脚部の接合のしかたが本遺跡とは異なり、そのため

全体形状にも差異があるが,有稜圷や脚の形状、器壁が厚く、調整が良くない点などは本遺跡の開脚高圷

に共通する。また堆は、本遺跡の増77と形態的によく類似しており、ミガキ調整がない点なども共通し

ている。甕Aもほぼ共通である。

これらのことから、本遺跡出土の資料は、川村編年第9段階に並行する可能性が高い。ただしこの判断

には、若干の問題がある。有段高圷や有段脚については、次の10段階まで下がる可能性があるからである。

川村編年第10段階は、従来の編年と対比すれば、品田編年皿期2段階中葉に、県外との対比では漆町

編年13群に相当し、須恵器TK208型式に並行すると捉えられており、中島廻り遺跡SX18や月岡遺跡

SKO3などの資料が指標とされている。

このうち中島廻り遺跡SXI8からは、開脚式であることを除けば本遺跡の屈折有段脚7・23などと同

様に、有段脚が出土している。この点から判断すると、本遺跡の資料は10段階まで下がる可能性が出て

くる。ところが、同じく10段階とされる月岡遺跡SKO3では、圷部に稜を持たない短脚化した高圷が出

土している。本遺跡ではそこまで短脚化した高圷は認められない。川村浩司氏の編年に立ち返ると、中島

廻り遺跡SXI8の有段脚を10段階としたのは、脚部の広がりや脚部段の不明瞭化が根拠となっている。

したがって、屈折脚で段の比較的明瞭な本遺跡の有段高圷や有段脚にっいては、これを無理に10段階ま

で引き下げる必要はないようである。

以上のことから、本遺跡の資料は川村編年第9段階に並行するという予察を導ける。ただし、短脚化の

兆しのみえる高圷や、有段高圷・有段脚など、比較的新しい属性が認められることも事実である。周辺地

域における類例の増加を待って、慎重に結論を導くべきであろう。

2遺物と遺構

A内面が黒色を呈する高圷

本遺跡からは、圷内面のほぼ全面が黒色を呈する高圷が、断片も含めると約10個体分出土した。密度
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の細かい黒褐色の物質が、土器内面の器壁一面に薄く固着し、そのために黒く見える。付着は比較的均一

な場合と、まばらな場合がある。肉眼では一部はススのように見え、一部は樹脂のように見えるが、いか

なる物質に由来するのか全く特定できない。なお、理化学的分析の実施も考慮したが、分析機関から分析

が困難であると指摘されため断念した。

この特徴を示す高圷は、いずれも脚部を欠いていた。圷部の内面は激しく被熱しているものが多い。た

とえば高圷21では、内壁が被熱により広範囲に赤化しており、底部内面には被熱の結果と見られる細か

い剥離が多数生じている。土器によっては同じく高圷21のように、外部にも一部に黒褐色の物質の付着

が認められるものがある。

被熱の情況から、圷内で何かを燃焼させた可能性が高い。本遺跡が『日本書紀』の「燃土燃水献上」記

事の原油採取の候補地に近いことから、アスファルトや原油を燃した可能性もあるが、推測の域を出ない。

周辺遺跡において類例が蓄積され、実証的な研究が進むことを期待したい。なお、本例は一見すると内面

黒色処理をした土器のように見える。しかし、黒色処理は一般にTK47型式以降に認められる。また、被

熱している点も異質である。したがって、にわかに黒色処理と結びつけることは難しい。この点について

も類例の蓄積を待って結論を導くべきであろう。

B土器の二次焼成

本遺跡出土の小型壷・増には、程度の差こそあれ全て二次的な被熱の跡が認められた。小型壷4は、小

型の地床炉とみられるヤナギ類の炭化物集中区10に乗る状態で出土している。この例から、他の個体も

同様に利用された可能性がある。ただし小型堆12は炉7の燃焼物の堆積に埋もれた状態で出土しており、

小型壷や増の一部が利用後に炉内に遺棄され被熱した可能性も否定できない。とはいえ小型壷127のよう

に、器底が剥離するほどの加熱を受けた後に、樹木の側に置かれたものもある。したがって炉の周囲で発

見された小型壷や堆の多くは、その利用に必要な何らかの理由で被熱したものとみられる。

なお、内容物からブドウ類の種子などが同定された土器もあるが、他の野生植物の種子も多く混入して

いることから、全て埋没時の來雑物とみられる。食材を推定する資料にはなり得ない。いずれにしても、

小型壷や堆を、飲料を供するための食器とみる仮説が正しければ、本遺跡の場合には、飲料は加熱した後

に供されていた可能性が高いという推定を導ける。

水辺のコナラ属の立木37の根元に置かれた本遺跡最大の土器、壺75も二次的な被熱を受けている。

外面には吹きこぼれの痕が認められるが、内面にはお焦げの痕跡が認められない。したがって内部に何ら

かの飲料を入れて加熱した後に、この位置に据えられた可能性が大きい。

なお、とくに著しい被熱を受けている器種に鉢Bl9・78がある。いずれも全体が二次焼成で赤化して

おり、焼け方が製塩土器に似ており、食塩の精製などに用いられていた可能性がある。破片を含めれば全

体で4個体分程度の資料が出土している。その用途の判断については類例の増加を待ちたい。

C土器の破砕

本遺跡出土の高圷には、意図的に破砕され可能性の高いものが多い。その破砕の状態には次の二つの特

徴が認められた。第一・に徹底的に粉砕されたものが多い。屈折脚高圷の柱状部は比較的堅牢で地面に落と

した程度ではなかなか壊れないはずであるが、本遺跡の場合は柱状部も著しく細かく砕けているものが多

く、接合作業は困難を極めた。第二の特徴は、高圷24・29・60・112などのように破砕された破片が広
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2遺構と遺物

範囲に飛散しているものが認められる点である。この二つの特徴から、本遺跡の高圷の多くは意図的に破

壊されたものが多く、さらにその一部は破壊後に破片が投棄されたか、激しく投棄された結果破壊された

ものである可能性が高いとみられる。

小型壷も、激しく破損しているものがあり、少なくともその一部は意図的に破砕された可能性がある。

また圷・椀類でも椀91のように、河川跡・杭列内・後背湿地側の遠く離れた3か所の破片が接合している。

この個体の場合は、破片の一部が河川跡に廃棄された可能性がある=

なお、甕類に関しては、ほぼ原位置で重力方向に潰れているものが多い。

以上のことから、甕などは堆積物の圧力で破壊された可能性も大きいが、高圷など一部の器種について

は、意図的な破壊を想定してよいと思われる。

D2個1組の土器

本遺跡から出土した土器、とくに圷・椀には、形態や色調がよく似ていて2個体で1組として製作され

使用されたのではないかと考えられるものがある.圷・椀(20・79)や(105・106)、柑(77・97)など

がその例である。見過ごされることが多いが、このように2個1単位で使用された例は、宮城県迫町佐沼

城跡[佐久間1995]や静岡県浜松市恒武西宮遺跡[鈴木ほか2002]SXO1などで報告されている。いっ

ぽう古墳の埋葬施設からは特殊な鍛などが2個体1組で出土する事例が認められることから、葬送儀礼な

どにおいて何らかの器材を2個体1単位として用いる現象は、広い地域で認められる事例と考えられてい

る。恒武西宮遺跡SXOIでは、2個体1単位で使用された後に意図的に破砕された土器が集積しており、

そのあり方から単なる土器の集積ではなく、隣接する方形周溝墓にかかわる葬送儀礼に伴う土器の集積と

評価されている。

本遺跡の場合は葬送儀礼に伴うものとは考えられないが、何組か出土した2個1単位とみられる土師器

が、類似例と同様、何らかの祭祀や儀礼の執行のために使用され破棄されたものである可能性について考

慮しておくことは無駄ではないと思われる。

E小礫の焼成と炉

本遺跡では約300点の小礫が出土しており大部分が被熱している。岩石鑑定により、それらの礫は胎内

川および荒川に由来するもので、混在して採取できる場としては、本遺跡西の海岸部を想定するのが妥当

とされる。本遺跡には大小の炉があり、小礫もその内部あるいは周辺に散乱した状態で認められることか

ら、それらの炉で焼かれたと見るのが自然であろう,その意図は不明である。

炉3とその周囲からはマツ類と同定される樹木の集積が認められることから、少なくとも一部の炉では

マツ材を燃していた可能性がある。マツ材は火力が強いが焚火では不完全燃焼しやすく黒く汚い焚火跡を

残すという[良長ほか2003]。本遺跡の炉も、多量の炭化材が黒々と残されるものが多く、マツを主燃料

としていた可能性がある。しかし、マッ材は、火力は強いが燃すと煙やススが多量に発生し、またその火

にかけるとヤニ臭くなるため食材を焼くには適さないという,このため、本遺跡の炉の一部でマッを燃や

したとすると、その炉は食物の調理を第一次の目的としたものではない可能性が生じる。

なお、先述したように小型壷4が置かれていた小型の地床炉とみられる炭化物集中区10では、ヤナギ

類の小枝が燃料として用いられている。炭化物集中区からはヤナギ類やクヌギ類などの樹種が同定されて

おり、食物の調理には、それら調理に適した材を使い分けていた可能性がある。
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 F杭 列

自然堤防の後背湿地側に、亀甲形をなす杭列が並行して2基検出された。ただし、重機掘削による最終

的確認時に発見されたもので、厳密な意味では他の遺構や遺物との同時性は確実ではない。各論で述べた

ように遺物の分布や遺構の配置との間に大きな矛盾はない。もし同期ではないとしても、杭を鋭利な利器

で加工しており、この地域でも広範に鉄器の利用が開始された時期以降のものであることは間違いない。

杭列の杭は全てヤナギ類と同定された。ヤナギ類は建材としては強度が弱く建物には一般に利用されな

い。本遺跡の材は最大でも径15センチ、細いものでは径8センチ程度の材であった。多くが施設内側に

傾いた角度で打ち込んであった。これらの材で一定の重量がある上部構造を支え得たとは考えにくい。杭

に別の柱などをくくり付けていた可能性もあるが、草壁の問仕切程度の、簡単な空間を想定するのが妥当

ではないかと思われる。

3結  ま五
口口

本遺跡から出土した土師器は、川村編年の第9段階に比定されるが、やや新しい特徴も認められる。古

墳時代中期前半から中頃にかけての遺跡とみてよいと思われる。

本遺跡は、水辺の自然堤防を利用し、比較的短期間で形成された遺跡とみられる。近接する反貫目遺跡

では、古墳時代前期の層から炭化米が出土しており、稲作を生業とする集落の存在が推定されているが、

本遺跡では稲作と直接結びつけられる遺物や遺構は確認されなかった。

遺物はいくっかの集中域をもって散乱するとともに、亀甲形に並んだ杭列や立木の近傍に集中していた。

高圷の多くは意図的に破砕され、その一部は広範囲に飛散していた。また、多くの焚火跡が検出され、

その内外からは約300点の被熱した小礫が、またその周囲からは多くのモモの種実などが検出された。小

さな地床炉には被熱した小型壷をのせたものがあった。

こうした特異な状況から、本遺跡は何らかの祭祀行為に関わる性格を有する可能性が高いが、その検証

は現時点では困難である。周辺地域における類似資料の蓄積を待ちたい。
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要 約

1六斗蒔遺跡は、北蒲原郡中条町大字築地字六斗蒔786番地ほかに所在する。標高は7.2mを測る。

2発掘調査は、日本海東北自動車道の建設に伴い平成16年度に実施した。調査面積は4,230nイで

ある。

3遺跡は胎内川扇状地と周辺低地との境界部に位置し、沖積地に形成された自然堤防上に立地する。

4調査の結果、古墳時代中期前半の遺構・遺物が確認された.

5遺構としては、杭列2基・炉6基・炭化物集中区26か所・粘土埋納坑1基が調査区南側の自然堤防

周辺で検出された。

6杭列は、ヤナギ類の杭材を亀甲形に打ち込んだもので、河川跡にほぼ並行して並んでいた。

7炉は、粘土を薄く敷き詰めその上で火を焚いたもので、地山は被熱により赤化していた。

8遺物としては、多くの土師器のほか、杭、焼けた小礫、多数のモモの種実などが出土した。

9遺物は、二っの水成層に挟まれた面に散乱する状態で出土した。一般的な包含層は認められない。

10出土した土師器は、川村浩司氏による編年の第9段階に比定できるがやや新しい要素も認められる。

ll該期の立木の周辺に意図的に土器を置いたとみられる地点が3か所で確認された。

12立地や遺構のあり方などから見て、本遺跡は何らかの祭祀に関わる性格を有した可能性がある。

62



引用参考文献

青木和明1987

青木和明ほか1992

赤塚次郎1994

荒川隆史ほか2004

飯坂盛泰ほか2002

石川智紀ほか2002

内山敏行1997

大森勉ほか1983

大森勉ほか1984

加藤修司1990

川村浩司2000

(財)新潟県埋蔵文化財調査事業団

(財)新潟県埋蔵文化財調査事業団

(財)新潟県埋蔵文化財調査事業団

坂井秀弥ほか1989

5891

5891

0991

かほ志高

田品

志高田品

志

高田品

品田高志 1992

鈴木一有2002

鈴木俊成ほか1994

関雅之ほか1972

高橋勉1985

滝沢規朗1995

田島明人

田島明人

千野浩

1986

1991

1993

寺崎裕助ほか2004

寺村光晴ほか1978

寺村光晴ほか1979

東国土器研究会 1999

中条町史編さん委員会

「5土口将軍塚古墳出土土師器の編年的位置」r土口将軍塚古墳』長野市教育委員会

『長野市の埋蔵文化財第45集石川条里遺跡(6)』長野市教育委員会

「付論1松河戸様式の設定」『愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第48集松河戸遺跡』

(財)愛知県埋蔵文化財センター

『新潟県埋蔵文化財調査報告書第133集青田遺跡』新潟県教育委員会・(財)新潟県埋蔵文化

財調査事業団

『新潟県埋蔵文化財調査報告書第ll5集蔵の坪遺跡』新潟県教育委員会・(財)新潟県埋蔵文

化財調査事業団

『新潟県埋蔵文化財調査報告書第ll2集道端遺跡1』新潟県教育委員会(財)新潟県埋蔵文

化財調査事業団

「手持ち食器考一日本的食器使用法の成立一」『HOMINDS』第1号

『糸魚川市遺跡範囲確認調査報告書』糸魚川市教育委員会

『笛吹田遺跡範囲確認調査報告書』糸魚川市教育委員会

「第1章土器編年案」『千葉県文化財センター研究紀要』21

「上越市の古墳時代の土器様相一関川右岸を中心に一」『上越市史研究第5号』上越市

2002『平成13年度新潟県埋蔵文化財調査事業団年報』

2003『平成14年度新潟県埋蔵文化財調査事業団年報』

2004『平成15年度新潟県埋蔵文化財調査事業団年報』

『新潟県埋蔵文化財調査報告書第53集山三賀II遺跡』新潟県教育委員会・建設省新潟国道工

事事務所

『柏崎市埋蔵文化財調査報告書第5刈羽大平・小丸山』柏崎市教育委員会

『柏崎市埋蔵文化財調査報告書第5吉井遺跡群』柏崎市教育委員会

「越後における古墳時代土器の変遷一柏崎平野の中期～後期を中心に一」『柏崎市立博物館館報』

No.4柏崎市立博物館

「越後における古墳時代土器の変遷II一前期土器編年の現状と編年試案一」『柏崎市立博物館館報』

No.4柏崎市立博物館

『桓武西宮遺跡』(財)浜松市文化協会

『新潟県埋蔵文化財調査報告書第60集一之口遺跡東地区』

『田伏玉作遺跡』糸魚川市教育委員会

『月岡遺跡』新井市教育委員会

「古墳出現前後における集落の動向一越後の集落を考える上での基礎整理として一」『研究紀要』

(財)新潟県埋蔵文化財調査事業団

「考察一漆町遺跡出土土器の編年的考察」『漆町遺跡』1石川県立埋蔵文化財センター

「2土師器の編年一5北陸」『古墳時代の研究』6雄山閣

「3本村東沖遺跡における古墳時代中期以降の土師器編年について」『淺川扇状地遺跡群本村

東沖遺跡』

『新潟県埋蔵文化財調査報告書第135集反貫目遺跡』新潟県教育委員会(財)新潟県埋蔵文化

財調査事業団

『笛吹田遺跡』糸魚川市教育委員会

『大角地遺跡一飾玉とヒスイの工房肚一』青梅町教育委員会

『東国±器研究』第5号東国±器研究会

2004『中条町史』通史編

63



中条町中央公民館編1980『中条町遺跡詳細分布調査報告書』

新潟県考古学会1999『新潟県の考古学』高志書院

中条町教育委員会

深澤敦仁ほか1995『北陸新幹線地域埋蔵文化財発掘調査報告書1行力春名社遺跡』(財)群馬県埋蔵文化財調査事業団

水澤幸一1997『中条町埋蔵文化財調査報告第11集平成8年度町内遺跡確認調査報告書』中条町教育委員会

水澤幸一1998『中条町埋蔵文化財調査報告第15集兵衛遺跡・四ツ持遺跡』中条町教育委員会

水澤幸一1999『中条町埋蔵文化財調査報告第17集町内遺跡V』中条町教育委員会

水澤幸一2002『中条町埋蔵文化財調査報告第24集船戸川遺跡第4次』中条町教育委員会

宮原晋一1988「石斧、鉄斧のどちらで加工したか一弥生時代の木製品に残る加工痕について一」『弥生文化の研

究』10雄山閣

山崎忠良ほか2004『新潟県埋蔵文化財調査報告書第134集下割遺跡II』新潟県教育委員会(財)新潟県埋蔵文

化財調査事業団

吉長成恭ほか編2003『焚き火大全』創森社

吉村光彦2002『中条町埋蔵文化財調査報告第23集大塚遺跡第2次』中条町教育委員会

渡邊裕之ほか2003『新潟県埋蔵文化財調査報告書第127集道端遺跡II』新潟県教育委員会(財)新潟県埋蔵文化

財調査事業団

64



土器観察表

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

  
 

湘
セ

鐸
コ

ミ
「

り
題

蓬
拒

朝
さ

く
"
邑

゜
ト

恭
↑
趣
く
u
「
、
」
ギ
く
　
せ
垢
恭
↑
趣
く
　
〔
昭
旨
碍
碍
蓮
堵
墜

壁
景
.
(
・
マ

)
閣
.
慧

O
.
O
N
O
.
N
制

醐
=
寸
=
]
○
っ

齢

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
軍
セ
專
ヨ
還
u
週
丑
垢
二
.
簑
E
旧
[
娼
目
弍
゜
っ
＼
剛
ギ
(
㍑
宰
俸

示
↑

卦
く

り
隊

⊥
]
躯

(
㍑

こ
鮎

奉
↑

与
く

n
口

嵐
遭

韓
3
娼

、
U
黛
皐
暗

.
慧

卜
,
卜

[
寸
.
e
っ
N
翻
=
頃
N
-
リ
マ
。
吟
国

植
}
C
ゆ

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
う

遡
茸

§
ピ

冬
リ

}
}
昏

…
　

誓
ε

匡
7
L
`
n
「

.
〒

こ
郵

ヨ
冬

・
簑

り
}
週

姻
V
曹

一
如

鴇
匹

旧
ま

N
＼

【
⊃

衣
奉

u
箪

ト
く

明
緊

㌣
奉

「
口

㌣
恭

艦
忌

゜
》

県
ぢ

二
矯

、
り

}
亀
畢

.
(
ぢ

演
.
曜

.
累

N
.
三

寸
.
ヨ

闘
=
マ
国

e
っ

〔
寺

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
海
セ
卑
喫
迷
慧
巨
置
゜
っ
＼
【
ト
く
与
}
奉
「
㍗

↑
～

隔
さ

く
一

口
も

(
り

烹
'
卜

←
↑

さ
(
明

口
超

旨
鳥

命
建
屡

鐘
'
マ

.
曜

C
,
寸

○
膏
撃
D
.
一

N
翻

=
の

6
1
-
O
弔
一

つ
c
寸

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
C
;
之

§
ヨ

き
コ

藁
岳

雇
望

。
網

セ
謎

慧
逼

畑
但

ま
の

こ
辱
く
"
量
㌔
氷
n
ロ
派
紫
蛍
韻
室
3
褐
u
}
蓮
.
曇
.
顎

.
照

.
隷

O
.
O
【
寸

,
Q
っ
【

報
=
阿

N
、

Q
寸
卜

寸

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

  
 

。
輝
セ
犀
』
ミ
辺
鴇
1e倒

岳
籠
量
目
K。

藁
セ
§
コ
}端

吋
ミ
ソ
器
誕
[コ

お
「
覧
量
目
ま
銭
＼

=㌔
示

↑
も

("忌
㌔

冬
"口

ト
・

、
nり

享
亀

く
"興

辱
く

"匡
-1寒

凪
學

二
矯

、
U塗

[再
.(1マ

)脳
。
累

.詠
σ
っ

,り
[(〕

,2憲
=寸

e心
,Oσ

う
Oマ

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
仁

セ
暴

り
}
目

ま
ギ

く
"
粒

「
卜

侭
↑
趣
く
"
口
趣
く
蛍
咳
皿
》
ミ
鎧
・
マ
、
曙
.
泳
σ
っ

.
頃
N
N
マ
卜
.
o
c
一

繍
=
孕
っ

【
,
O
φ

っ
の

寸

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
湘
セ
暴
・
§
㌍
巡
.
露
蒋
罫
量
葦
趣
く
e
逗
弍
《
ミ
゜
っ
ギ
(
n
過
派

示
"
L
-
葦

碁
く

"
凋

せ
㌔

-
塾

↑
さ

(
　

口
ギ

(
"
章

寧
需

口
蛍

遭
廻

嵩
鑓
全

畢
.
畷

、
球
ひ

つ
.
弔
冒
N
O
.
O
Q
一
繍
=
=
,
O
寸
寸
寸

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ゆ
麺

掌
量

蟹
も

(
e
旧

煎
厘

゜
っ

＼
N
さ

く
H
葦

鮎
恭

"
口

「
一

衣
尊

↑
さ

く
H
選

趣
く

u
}
ζ

蛍
週

鯉
慧

念
暴

づ
、

)
馴

N
.
卜

N
N
.
寸

O
.
O
N
闘

=
酔

一
【

,
O
吊

冒
の

マ

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
¶
「
ヤ
}
爵
『
』
い
句
壕
リ
}
瞬
肥
-
〔
も
嘱
}
日
「
黒
{
嘱
ヤ
一
司
鵠
∬
甲
に
□
照
9
一
π
一
〒
帖
}
爵
軒
』
一
"
捷
・
一
峨
唱
リ
}
F
信
嗣
Ψ
.
口
属
山
献
゜
っ
【
こ
垢
恭
㌣
十
n
口
↑
ト
・
く
領
隆
命
碍
定
慧
墨
愈
是
.
以

。
慧
殖
一
.
0
o
つ
.
=
鼠
劃
!
マ

=
O
一
,
Q
O
っ
N
マ

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

霧
＼
O
蝸
一
卦
く
"
蟹
隼
墨

"
口

゜
卜

十
蛍

望
韓

3
垢

、
り

}
暴

.
(
・

マ
)
{
、
曙
4
N
,
σ

っ
o
つ
.
O
【

翻
=
2
.
O
の
【
寸

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

〔
}
こ

゜
ト

←
趣

(
尋

}
ト
示
三
躍
降
命
蒔
慧
二
矯
、
思
三
欄
.
累
.
課
o
っ

.
○
っ
N
.
=
鼠

副
ノ
マ
=
=
,
O
寸
O
マ

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 
 

 
O
>
趣

く
口

量
㌔

士
ロ

ギ
く

歌
超

塑
二

褐
コ

愈
翠

べ
・

マ
)
"
「

、
.
螺

.
慧

卜
.
㊤

N
.
9
韻

=
2
,
0
6
っ

①
斡

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

  
 

、
印
‡
蓉
ヨ
遅
塁
聖
八
b鵠

彙
ロ
目
望
っ
潭
セ
§
鰻
窓
・
異
苫
9週

ロ
コ
距
'尊

ざ
一
=-e量

縫
ロ
圓
弍
Oこ

外
墨
↑
ギ
(…

邑
鮎
示
…
口
垢
乍
倒
旨
諸
・
ρ

襖
u亀

.薫
づ
マ

)肺
.翼

.課
O,Oコ

つ
,こ

報
=O-Oマ

つ
○
の

   
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
隼
示
奉
弘
閃
翠
㌔
-
箕
1
←
む
(
…
罎
蛍
砿
蛭
聴
晋
愈
…
嘉
、
署

.
慧

N
.
つ
o
で
.
o
っ

【
箪

即
.
一

=
〇

一
,
O
o
っ
卜
○

っ

    
 

 
 

 
  

  
 

 
ナ

や
房

転
咳

塑
塔

.
鑓

念
暴

.
(
'
マ

)
ヨ

.
翼

、
課

の
,
卜
ヒ

ー
重

=
G
b
寸
O
孕
つ

   
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
侭
恭
↑
辱
く
H
翠
へ
馳
衣
卜
H
葦
量
鮎
県
　
建
片
黛
響
距
量
憲
蝦
牽
転
謹
'
マ
.
以
寸
.
つ
○
N
.
ヨ
ヒ
這
=
O
N
O
幣
一
ゆ
ひ
つ

   
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
゜
°
卜
示
㌣
承
…
翠
貨
鮫
誓
距
塁
蛍
蟹
潭
念
翼
.
つ
、
)
脳
。
累
①
.
つ
○
O
.
○
つ
一
逸
遭
=
O
,
Q
寸
寸
o
っ

   
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
禦
十
↑
も
く
㌣
示
専
縦
迎
き
岸
景
.
(
さ
ヨ
.
曙
.
累
O
,
○
っ
寸
.
O
【
呈
霞
ニ
O
-
2
マ

。
O
め
簡
一
吊

一
σ
つ

   
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
ギ

く
不

冬
輩

幕
∋

片
兼

響
二

一
垂

ト
恭

"
引

翼
い

憲
蟹

窺
3
瀦

b
U
壁

巽
.
(
ノ

マ
)
曲
耐

唄
.
課
N
.
O
マ
,
卜
哨

量
這

一
[
〔
マ
O
廿
.
マ
M
【

酔
　

N
吊
一

   
 

 
 

 
 

  
  
 

 
赴
(
　
L
L
罫
H
わ
恕
コ
d
』
-
量

㌔
秦

↑
さ

(
H
過

毫
獅

徳
誓

量
無

恭
　

置
隼

雲
蟹

塗
念

暴
.
°

翼
づ
マ

)
繍

.
以

.
響

o
つ

.
卜
塗
杷
=
弔
　

○
門
,
O
蝸
旨
【

◇
っ

   
 

 
 

 
 

  
  
 

 
鮎
十
献
翼
や
只
呵
↑
年
紫
n
口
聯
築
川
"
等
ミ
振
承
明
遺
ワ
に
⊃
辰
与
"
ト
ロ
隼
示
"
日
「
口
蛍
諸
署
3
届
、
り
}
令
「
2
・
)
目
.
以

.
課

マ
.
=
辱
罰

三
=
マ
ー
国

ひ
っ
.
2
心
゜
っ

O
の

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

N
【
〉
㌔
墾
ト
虹
↑
さ
(
鴇
↓
嵐
置
韓
慧
尽
以
.
慧
σ
っ
,
マ
N
.
Q
c
閏
皐
遣
=
り
じ
ト
.
O
N
.
O
餓

一
O
N

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 
 

 
ミ

【
や

"
男

↑
°

鮎
示

塾
奉

衷
以

里
(
'
マ

)
く

4
.
課

O
.
寸

Q
.
2
駈

三
=
O
-
し

定
O
-
O
°
っ

o
D
N

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 
 

 
鰻
【
片
飛
眉
避
や
誓
過
鮎
翠
邑
蛍
蟹
慧
3
襖
2
(
'
マ
V
闘
.
噴
.
禦
剛
.
寸
0
9
.
C
N
ヒ
霞
=
喩
,
O
O
う
卜
6
1

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

吊
一
＼
【
叶
蚕
呵
↑
与
(
"
過

～
噂

[
隼

示
…

輩
口

F
く

轄
τ

←
蛍

超
塑

(
・

マ
V
ヨ

.
窯
.
署

卜
.
寸
(
〕
.
【
N
ワ
モ
詣

二
=
O
-
O
寸

O
N

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 
 

 
゜

っ
＼

N
避

や
屠

↑
趣

(
　

=
(
片
袋
川
罷
1
選
軍
恭
笹
忌
環
命
慧
・
ゑ
、
り
9
ヲ
「

.
慧

卜
.
鴎

㊤
.
2
量

遭
=
O
-
O
寸

.
O
-
O
ひ

っ
の
N

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

雫セミσっ＼N鮎示"…・軍避長眉↑⊃k赴一送陪些隼-㍗↑与(↑へh致さ…口「ト翠"睾晋や誓」坦「藝ロ零.貰…州屑士ヨ「⊃敏尊…麺駈年-驚□い零蟹慧鑓～電薫塗翼.(ワもヨ.畷.遠寸.=寸.N一￠.≧監毒゜鳴一【{)-O寸,ヨ寺=]の寸61

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

唱
)〉

㌣
士
距
Hへ

TN⊃
吐
一
量
さ
(H遵

げ
箪
躯
示
￠
+馬

無
川
二
Lト

示
u翠

や
や
響
墨
"食

房
↑
寧
ト
　
}‡

蛍
週
牽
慧
鑓
愈
毒
.('マ

)繍
.以

.課
一
.=④

.葺
の
.oっ

【
壊
権

=.O-O寸
.の

-O°
っ
ひ
っ
51

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
㌍

セ
暴

諮
〔

蓮
7
L
O
お

晋
徳

桝
片

゜
や
房
蛍
型
楚
罫
・
謎
・
マ
。
つ
し
踏
賢
.
螺
O
.
嶋

O
.
Q
c
一

り
差
盛

=
鴎
,
O
酪
　

N
N

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

￠
こ
隼
承
や
や
誓
過
峠
網
川
↑
赴
(
一
□
嵐
畷
E
会
.
(
'
マ
)
ヨ
.
畷
.
駅
o
D
,
O
Q
c
.
0
5
1
量
寵
=
一

-
O
寸
.
9
-
O
翰
【
5
1

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

マ
＼

°
っ

㌔
奉

鉱
=
ギ

く
一

襲
□

垢
墨

一
輩

[
さ

(
"
ソ

こ
振

+
邑

蛍
蟹

+
竃

3
矯

』
U
〔

〉
、

)
脳

、
累

M
U
.
卜

寸
.
卜

【
繹

・
ソ

‡
=
記
9
-
Ω

゜
っ
O
N

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

,
湘
掌
‡
緊
司
億
リ
置
愕
適
～
井
ト
竺
=
置
理
。
ヨ
懸
禦
輩
ロ
[
串
巨
弍
{
の
＼
N
㌔

示
,
貯

ア
ー

「
-
嵩

"
遭

㌔
示

一
量

～
口

蛍
蟹

葦
穏

ソ
「

。
曇

O
.
Q
c
N
.
ゆ

o
D
,
O
Q
2
、
罵

=
O
φ
マ

、
剛
-
O
マ
.
寸
-
国
幣
…

2

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

  
 

「
-
甲

「
§

5
燕

薩
ま

〒
Σ

ミ
σ

っ
琳

示
"
茸

隼
紫

↑
さ

(
…

口
赴

く
蛍

鑑
塑

嵩
二

砿
}
U
暇

.
課
O
.
寸
N
卜

.
〔

=
駅

O
属

,
Ω

⊇
さ

っ
㏄
一

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
一
.
}
ヨ
ξ
り
}
導
置
匡
ま
マ
≧
峠
鮫
屠
丁
侭
示
ヴ
「
巨
不
ト
"
』
口
垢
r
箭
ト
[
片
網
房
↑
㌔
乍
　
」
-
[
]
嵐
皿
箪
二
矯
、
U
念

房
、

累
.
田
(
・

Q
c
.
￠
Q
O
.
N
剛
竃

副
'
マ

=
鴎
.
O
e
っ
ト

一

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

゜
っ
S
や
穀
房
ナ
"
川
蛍
畷
霞
晋
(
!
マ
)
叡
.
寓
.
潔
ひ
つ
.
頃
C
.
φ
っ
口
翻
「
ヴ
マ
一
[
瞭
【
,
O
幣
一
2

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 
 

 
マ

こ
鮎

墨
侭

+
い

尽
蟹
電
穏
冨
争
　
募
.
(
'
マ
)
脳
.
噴
.
課
寸
.
σ

っ
N
.
=
配
'
マ
=
O
,
Q
寸

り
【

 
  

 
 

 
 

 
  

 
 
 

 
津

‡
き

U
鴇

に
萄

論
誕

口
層

弍
隼

十
↑

さ
(
"
量

片
鮫

塀
「

巨
年

「
下

↑
如

く
蛍

躍
ロ

㌧
3
矯

、
リ

}
念

薫
.
・

蝋
.
累

卜
.
頃

N
.
ヨ

,
囑

=
゜

う
-
国

鵠
.
O
-
O
°

っ
寸

一

 
  

 
 

 
 

 
 

 
  
 

 
コ
セ
簑
遡
雁
巽
"
」
.
葦
隼
示
顎
「
〒
}
鮎
県
蛍
舷
慧
二
矯
、
り
}
食
與
.
昭
.
暮
卜
.
卜

O
.
の

竃
副

'
マ
=
O
【
.
〔
霧

5
つ
一

 
  

 
 

 
 

 
  

  
 

 
～

、
津

セ
ま

u
}
⊥

州
ト

器
‡

但
山

献
躯

県
距

翠
い

黒
蟹

考
二

焔
、

ソ
豊

【
碍

。
磁

.
以

.
球

O
.
マ

葺
ニ

旨
-
O
O
っ

N
[

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

O
こ

寧
泰

奉
奉

↑
さ

(
い

憲
蟹

慧
3
鳩

り
}
つ

し
晒

.
-
「

.
翼

o
っ

.
寸

C
.
9
軒

=
〔

)
一

,
O
e
っ
=

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 
 

 
い

)
こ

H
争

於
御

婿
一

量
派

泰
明

□
鮎

「
下

蛍
蟹

道
堅

～
塑

ぢ
二

襖
2
亀

屡
づ
し

郭
.
曜

【
.
O
c
o
G
.
O
葺

=
○
つ

剛
,
O
笥

O
【

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
硫

掴
「

旨
§

』
}
倒

無
ー

1
二

仁
一

却
罰

旧
ヒ

炉
」

.
捧

悼
う

}
端

県
リ

噂
旧

出
和

罰
旧

巴
{
献

゜
っ

＼
【

さ
く

尋
}
紮

「
下

E
う

＼
リ

ソ
こ

寧
軽
ロ

き
遭

逗
聾

(
・

マ
)
繍

,
累

.
嫁
O
.
〔
二

り
.
讐

翻
國

O
-
O
寸
〔

}

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
』
セ
暴
り
蓮
鯛
腫
￡
ミ
゜
っ
ギ
(
H
箪
～
、

振
躯

n
〔

趣
く

一
量

㌔
赴

ロ
い

電
頑

葦
慧

・
意

、
り

}
(
'
マ
)
脳

.
帽

「
O
.
O
N
曽
.
Q
c
[
繍
一
O
-
Q
寸

Q
り

   
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
'
ト

墾
↑

赴
く

…
転

さ
(
…

L
和

士
呂

隼
墨

…
矧

胡
士

藝
や

黛
響

曄
～

匹
坦

垂
外

奉
ユ

.
超

塞
蛍

哩
塑

鍵
～

鯉
念

.
.
ヨ

、
曙

.
累

O
,
O
e
q
.
o
つ

[
ま

竃
【

章
【

φ
で

卜

   
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
ト
士
竪
晋
兼
房
蛍
凹
迎
「
罫
～
蓮
慧
讐
マ
.
眠
、

課
O
.
Q
c
N
.
O
q
一

藁
竃

【
ヨ

.
O
σ

う
￠

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
雫
こ
葦
慰
腫
ロ
膣
ま
～
但
姻
目
圧
゜
っ
＼
N
避
紋
房
H
ー
へ
T
恒
コ
d
"
ト
赴
㌣
十
"
矧
せ
～
□
蛍
脳
霞
ぢ
二
矯
》
U
ヨ
.
以
O
.
嶋
寸
,
ワ

⊃
【
ま
這
「

O
-
匂
寸
鴎

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
海
セ
挙
り
蕪
幣
口
N
こ
無
泰
"
L
.
嘱
ξ
買
争
ヤ
ら

」
婿

口
引

り
尊

肯
聴

川
…

口
片

疑
房

蛍
皿

璽
～

r
、

怒
3
喚

り
}
(
'
マ
)
目
.
畷
鴎

.
=
寸
.
ゆ

頃
,
o
c
烈

副
!
マ

=
頃

N
,
Q
m
一
マ

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 
 

 
O
＼
【
㌣
紫
や
や
響
零
こ
゜
準
-
歪
=
蛍
署
慧
二
褐
U
愈
房
.
(
・
「
こ
適
.
以
.
承

卜
,
O
o
c
,
鋼
墨
・

聴
[
卜

,
O
マ
m
一

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
←

椥
サ

エ
集

照
面

拍
健

《
゜

Q
く

【
垢
県
鮎
紫
蛍
製
蓮
愚
3
矯
、
2
つ
マ
)
繍
.
瓢
.
課

口
.
ひ
っ
C
.
=
濯

迄
+
「
O
.
Q
マ

5
1

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 
 

 
O
＼
【
派
紫
`
卜
承
尊

蟹
霞

}
〒

O
袋

ε
.
畷

、
課

創
.
5
1
6
1
,
9
甲
劃

'
マ
[
￠
,
し
寸
一

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
   

椥
ぎ
趨
ロ
目
翌
愚
ま
蟹
翼
ア
ー
穐
創
凋
蟄
聖
韮
遡
過
週
ロ
量
斐
・
酔
飽

   
     

    
 

 
濯
罵
(
[
5
)
ゴ
斑
凶
[
r
・
漂

詫
十
』

ミ
尽

 (
V
N
e
掴

量
.
貫

.
闘

,
曙

.
慧

)
」

.
蚕

≡
∈
=
愈
纂
(
V
憧
e
細
量
.
ε
.
脳
.
暇
.
累
)
≡
[
〔
お
～
N
"
念
箪
(
V
如
e
如
曇
,
ミ
,
締
,
娯
.
署
)
』
-
蚤
≡

F
=
σ

っ
一
姪

1
マ

(
D
「
蚕
[
二

≡
一
.
マ
.
』

.
蚕

≡
≡

一
K
)
噌
薗

∴
脳

車
量

一
」

噌
゜

噂
取

"
曙

に
巨
貫
"
貫

球
障

"
黒

 奉
ピ

(
F
)
榔
照

騒
誰
絹

65



土器観察表

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

距一=.順謎り雇ぼ垢+↑ギく"ト「一ト墨二.一晋や響鷺貨網響葦派士コ蟹旨型蒔孚憲、り7塑念壽.挙マ、('マ蔀画頃.瞬1-C.p=N.こ[..こNI.ー.1￠.NN」1巴.瞬N廷這畢O目-O頃寸O【
 

 
 

 
 

 
 

 
   

 
 

 
1
幽

i
1
.
ー

ミ
￠

i
1
1
」

.
.
.
1
.
I
I
I
I
㌣

秦
俗

巨
ナ

"
響

一
一

=
㌔

+
蛍

劃
寺

惑
、

u
}
豊

誕
.
(
'
マ

)
麟
域

,
理

つ
D
.
可

遠
遣

撃
り

.
Q
㊤

o
っ

O
【

 
  

 
 

 
 

 
   

 
 

 
1
㌔
釜
憧
避
"
岬
　
巽
=
「
=
.
-
.
I
I
枢
-
㍗
1
.
.
専
綴
導
惹
、
ソ
(
'
「
・
)
腕
画
票
臨
.
巴
漁
垣
6
畢
㊤
-
Q
㊤
N
O
【

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

 
 

1
.
I
I
甲
将
与
く
…
麺
～
睡
コ
㌣
ー
へ
∴
巽
=
さ

(
昇

}
鮎

示
↑

さ
(
…

=
い

「
影

「
葦

ぢ
盛

』
2
翼

.
"
.
累

.
課
の
.
霧
翻
舅

㊤
-
Q
Φ

;
【

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

ミ
【
㌔
泰
ト
゜
へ
-
逸
叫
賊
嘆
〔
!
ε
脳
虞
.
沫
N
.
寸
o
O
.
望
暇
副
!
マ

碧
頃

,
O
Φ

O
O
【

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

渾
駄
温
握
遡
陥
瞳
胡
一
＼
N
ト
く
l
I
.
.
ー
.
不
墨
↑
さ
.
・
専
螺
葦
事
ゑ
、
u
}
命
累
蟹
・
マ
暖
の
.
e
q
一
う
D
.
○
う
寸
.
Q
o
一
惹
嗣
檸
犀
㊤
,
O
り
①
⑦

  
 

 
 

 
 

 
   

 
 

 
一

猟
恭

一
ト

量
垢

が
↑

奉
く

"
麟

【
長

益
旨

邑
㌣

+
泊

章
振

-
㍗

↑
ギ

(
"
…

」
鴇

-
1
嵐

ま
1
1
運

愈
、

騒
.
〔

k
輌

.
哩
課

O
.
⑩

普
盗

寸
b
⑩

o
っ

ゆ
 

  
 

 
 

 
 

   
 

 
 

柵
‡
迷
H
争
賢
コ
蝋
洋
葦
㌔
牽
己
「
長
趣
漫
～
ド
葦
外
士
』
,
茸
え
.
一
逸
蟹
-
1
蓼
ρ
終
り
}
(
!
マ
∀
蝋
.
唄
.
課
Q
O
.
卜
芸

犀
N
【
-
Q
O
卜

〔
ψ

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
゜
っ
＼
N
不
泰
「
辰
赴
幽

鮎
士

挫
～

口
憲

咳
楓

墜
念

繋
づ

マ
)
麟

.
螺

.
蘇
O
.
卜

N
o
o
.
寸
O
.
一

N
顯
雪
2
-
O
の
㊤

O

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
。

樋
尊

鐸
翠

遜
り

洋
蚕

週
岳

籠
葦

魑
包

。
牌

‡
嚢

り
値

酬
陶
孟
゜
っ
＼
[
垢
承
爪
革
臆
咳
塑
聡
鑓
(
'
マ
縣
.
命
岨
.
蘇

り
.
り

【
N
.
2
繍

一
5
瞼

-
国

ゆ
u
っ

O

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
O
お
与
く
一
葦
爪
奉
↑
与
く
"
ロ
亦
く
蛍
畷
麗
堺
爽
U
命
駆
.
慧
マ
.
騨
.
畷

N
.
寸

N
㊤
.
u
⊃
卜
.
2
翻
ヌ
⑤
-
国

ゆ
寸

窃

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
。

柵
掌

暴
り

蕊
仔

鴇
葦

魑
煎

寸
≧

鮎
警

過
鞄

～
麟

ロ
晋

鮫
響

聾
ロ

垢
承

蛍
昭

鯉
命

畢
.
(
1
マ

諏
.
曙

.
課

o
っ

.
⑦

o
っ

.
o
っ

一
翻

副
・

マ
琴

寸
o
o
,
Q
頃

σ
っ

〔
}

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

N
＼
咽
㌔
承
派
秦
蛍
咳

醤
憲

,
り

　
禽

更
.
(
・

マ
縣

、
眠

.
課

o
o
.
マ
O
.
O
N
憧
這

閏
♪
響

b
頃
N
訟

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

マ
〉
ナ
衆
加
↑
赴
く
一
ド
ロ
貨
乗

卯
↑

振
ト

"
円

ロ
獅

喰
塀

葦
不

念
巨

喰
畷

軍
命

藩
'
マ

堰
σ

o
.
寸

O
.
Q
う
[
駆
・

憧
翼
マ
ー

O
㊤
、

寸
N
-
8
.
ゆ

-
O
寸

一
〇

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

更
゜
○
貨
験
〃
貨
鮫
響
恒
量
片
鮫
〃
↑
赴
く
"
ド
ロ
榔
や
誓
司
ロ
隊
畷
廻
命
.
警
マ
パ
ぢ
騨
.
曙
球
O
.
㊤
N
.
O
N
臆

煙
写
ゆ
-
国

の
O
二

   
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
片

粂
房

躯
弔

較
皿

掘
3
褐

思
禽

畢
、

(
'
マ

繍
.
唄

感
Q
O
.
鴎
N
.
2
奨

這
5
周
-
田
①
つ

っ

   
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
与

く
"
ト

駐
へ

楢
竈
"
ヨ
護
←
歯
鮫
誓
恒
奨
貨
兼
房
喰
躍
塑
楓
蝿
～
鯉
魅
'
マ
.
〔
ぢ

騨
感
㊤
.
o
O
寸

.
曽

瞭
塵
タ

u
⊃
一

,
国

寸
Q
O
Q
c
幽

 
  

 
 

 
 

 
 

  
 
 

 
.
ぐ
辻
如
鷺
鞭
廉
畢
輔
}
潮
寵
e
魑
ま
鴇
誼
無
杢
詮
↑
へ
[
辰
督
樋
＼
へ
叙
も
ト
葦
ト
ト
"
ロ
外
t
円
量
振
釜
ト
～
丹
詮
鮎
釜
ロ
朦
磧
鯉
愈
畢
づ
マ
)
蝋

.
曙
球
σ
っ
.
的

o
D
.
￡
旨
随
5
㊤

、
国

の
卜

Q
っ

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

゜
っ

こ
垢

査
量

膚
や

響
ロ

晋
蓑

誓
葦

鮎
承

"
ロ

巌
曜

掘
3
禍

り
}
(
ノ

マ
藤

醸
.
稼

寸
.
り

㊤
.
寸
[
還

・
準

写
㊤

-
田

Φ
Q
O

   
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
垢

示
専

駁
〃

巌
凪

鯉
楓

蜷
～

攣
禽

藍
〆

マ
暖

頃
.
卜

寸
.
N
[
蜂

躍
〉

N
-
岳

.
ヨ
芭

-
田

め
Q
c

 
   

 
 

 
 

   
  

 
1印.ーi..レ.IIIー..片豪房喰咳鴇二鳩り}禽畢.蝋.課○っ.卜㎏煙〉゜○・8.マ制め晩2-〔【寸マQo

 
  

  
  

      
 

.ト.櫛セ迷II....1.11.「N>㌔秦↑おく　トコ"、蕩い一「一口IFIl.ー垢奉唾旨傘碍』さ融畢べ'マ)腕.暇睡eっ,ON.eoN蜂腱〉寸一b喩.°っ゜q.自⊇りOcoD
  

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
ぴ

っ
こ

ー
赴

(曇
「

レ
.誉

響
リ

ニ
IIIIII非

女
川

∵
=墨

゜
ト

+…
日

=婆
㌔

+"μ
昌

廊
為

誓
[き

→
蝋

ー
1琴

薮
、

コ
(さ

騨
.昭

.累
eっ

.ヨ
N.oっ

周
箪

喧
〉
゜

っ
N-O寸

NQ⊃

  
  

 
  

      
 

;≧ーミ門…∵.5ーミ[幸Wミト.1片8・纂÷・-さ(こ㌣いξζII葦墜'マ.帰「弔}.疇寸,2睦誰〉鴇ーロコ寸一QQ
       

 
  

 
  

 
.1命累づマ)晒。以.吻\鴛.鴎￠.こーこ.三巴.トー.一..)=一.『三【「.苫N.1.撃・リニ〉O-8.鎚-Q寸Ooっ

       
 

   
  

 
「念垂'マ.っt脳、ぎc　謁;.トこ.コ…N.,;【一..N巴..Ii3.じー[.IF門.鴛一..￠翠・り‡..III二「寓〉一.謬.9∪マ.鴎N山マ①卜

   
 

   
       

II.i.iII.1童為一蜜.IIー.「・yk、二.こ「、・・「・..IiI.II・、・°ニツ「「°下゜へ・・k「(　「こ゜、㌧∴「=卜ことトτ勺∴忌..悼弟≒=己一鐸重......1...=N、へ　μ「「[.ー…III-1-1°、・°二,=う∴鴇=ン.°ぐ∵1..口II層」-.茎粟.っ、)鵠.帰「.ぶIIIII.1..念}.謝三・、〔ざ当.』、IIII.....ーーII念≡粛.莚ρマム「鴇.窪'マ『唄皇壽.哩「.田一(一圏△「三薫.〉「.田一(一〔さ引茎扁.塁ρマ含.鐸'マ『以〉Oq,QマQD卜
 

  
 

 
 

       
 

=.1..II」-」.II..圏.「ー..層゜・卜・°へ・・さ'∴=°°」・胤う∴.=こ゜、°[・て、誓=嘱,▼「域・°貸=シ,?誓=1.-」-　」.lIき・°「∴ンこ}孤⊥・Aiト'・-III.ト+　三=ケミ毫卜=一ン.ρりー.1、・°へ、よ・.ト'∴三`職゜==°哨「・、、'∴=さぐ…～二手ン.「、、∴=壽、」ド葺「」ミ゜「5「rミζド「旦「ド[二「r葺「亨一』…』U.r.III」葦1...甑\一一.一二.}』」「一こ回二容彗二孤レu7駐1-ii箪呉、二誘、」P-≧≡i」1ーン【ー[・ψ喩゜O-り寸.」」ー卜卜
 

          
  

 
1」=三n三い…一三"亭F」、≡きiI」1≒III載IIII幣　N-り寸O卜

 
          

  
 

、
「

.
ー

≦
一

ド
ー

ワ
ヤ
彗
一
嘘
-
」
}
冒

頃
卜

 
   

 
    

    
 

一
ー

IIー
匿

1-.卜
.卜

1111」
.[.三

門
51,ψ

マ
「

1ー
三
,ニ

マ
寸

卜
 

  
 

 
 

   
  

 
  

I
I
.
1
ー

」
l
I
I
.
ー

.
i
1
ー

.
-
.
病

、
蕩

r
葺

「
…

.
翠

二
襖

U
I
1
り

‡
ド

唱
〉

【
ぴ

っ
ト

   
 

 
 

    
 

 
 

 
蜘
粂
男
↑
羊
(二

=IIIー
..圏

や
"㌘

1恥
(一

鷺
‡
昇
網
房
↑
赴
く
一
巳
」
年
+二

==.ー
-..1.1.!ド

言
蟹
」
IF田

堅
つ
c.つ

っ
【
違
注
〉
【

門
51,し

マ
ー

1111卜
,二

守
N卜

 
  

 
 

 
  

  
 

 
  

III単
う
}簑

2量
三
-11唱

....1..脚
隼
泰
↑
与
く
【
辰
さ
函
逸
さ
(　

【
.一

億
遣
鯉
3襖

り
γ
皿
堅
驚
.鴎

rー
Qc.Qo一

隼
胃
゜
噛
、
!r≧

闘
卜

 
  

 
 

 
  

  
 

  
 

。
コ

藤
σ

曽
曇

謬
.
目

江
〒

葺
葦

I
I
I
I
歯

癖
卯

↑
赴

く
"
ヒ

]
年

+
』

,
=
㌔

+
τ

ギ
(
…

幽
奨

～
L
ー

ロ
不

努
判

□
臆

超
霞

幕
寸

.
￠

O
.
o
D
一

毫
庖

甲
二

,
ニ

マ
O
卜

   
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
不

奉
㌔

泰
蛍

蝋
楓

3
篠

り
}
I
I
.
.
I
I
論

、
三

露
.
以

酢
慧
㊤
.
の
N
.
㊤
楓

剣
.
マ
≧

早
゜

c
N
-
Q
寸
⑦

O

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
1
り
こ
不
ト
与
く
↑
不
示
己
惣
畷
柵
3
褐
リ
噂
(
ソ
こ
郭
,
以
.
課
一
.
°
っ

O
.
9
翠
・
髭
≧
Q
o
-
O
守
Q
o
㊤

   
 

 
 

 
 

   
 

 
 

外
士
葦
晋
勲
〃
麟
鮎
査
ト
茸
教
"
響
矧
量
鮎
ト
　
麟
噴
旨
鼻
命
鯉

楓
二
鳩

慰
念
累
腰

.
悩
O
.
2
個
醐

1
マ

〉
【
N
,
〔

]
騨
卜

㊤

 
  

 
 

 
 

 
   

 
 

 
細
‡
迭
り
昌
ト
籠
誼
層
重
隼
示
㌣
+
↑
駆
く
蛍
凪
田
堅
(
'
マ
)
麟
蝦
.
球
【
.
⑦
襯
醐
!
マ
≧
○

っ
Q
q
φ
寸
り
り

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
。

湘
惣

§
ヨ

遅
リ

ニ
蚕

　
婁

一
爵

{
葦

腫
理

。
椥

セ
§

㌍
週

・
嚢

u
薩

畑
腫

芯
-
F
I
ー

「
O
こ

へ
長

与
↑

碁
く

…
ト

瞳
込

く
嫡

攣
鮎

躯
↑

う
ニ

ロ
碁

く
"
赴

鮎
墾
一

口
惚

蝦
廻

食
皐

づ
へ

斬
.
蹴

.
課

ゆ
.
O
【
O
.
2
翻

ヨ
卜

-
」
寸

ゆ
ゆ

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
。
灸
椥
セ
§
翠
怒
リ
噛
矧
琶
岳
毘
量
魑
痙
。
導
‡
￡
邑
軽
却
嚢
思
籠
駆
ロ
司
お
円
鴇
葦
魑
ま
縫
鯛
外
ト
"葦

W鮫
〃
…
ロ
垢
承
咳
降
鼻
母
廻
堰
冬
赴
稟
、
(・

マ
)騨

、
曙
.泳

一
.oっ

N.マ
eq照

ヨ
鴎
-」

oっ
寸
O

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
N
＼
一
隼
示
年
泰
"
」
」
量
ト

く
日

咽
箪

躯
恭

"
口

㎏
砥

梱
鯉

穏
鯉

謎
・

マ
、

麟
.
螺

O
.
9
N
.
○

っ
頃
.
O
ぐ

q
翻
ヨ

寸
,
匹
マ
o
っ
￠

   
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
趣

く
目
詮
躯
示
H
ロ
碁
く
"
量
ギ
く
…
四
も
く
…
ロ
砥
旨
埠
鼻
曄
楓
罫

赴
駆
.
興
、

蝋
.
泳
門
.
①

寸
.
①
【

翻
日
寸
,
」

寸
N
O
.

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
。

柵
セ

蝉
コ

ヤ
遜

・
遜

"
噛

層
姻

腫
政

゜
っ

＼
H
与

く
"
量

振
示

↑
辱

く
"
ロ

赴
く

"
詮

㌔
ト

"
ロ

臆
喧

面
鯉

僑
鯉

貫
、

畷
.
課

寸
.
卜

N
.
寸

門
闘

副
ノ

マ
ヨ
N
,
」

寸
一
㊤

   
 

 
 

 
 

   
 

 
 

躯
く
隼
示
皿
隆
粛
鼻
鯉
二
終
2
赴
畢
.
(
・
マ
)
繍

.
蝋
、
課
頃
.
㊤

睡
匝

ヨ
㌍

N
-
寺

O
￠

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
脚

掌
綬

卜
＼

㊤
垢

冬
"
罎

奨
㌔

墾
↑
与
く
"
ロ
不
外
壕
凪
鯉
堰
輝
曜
.
楓
O
q
,
ゆ
㊤
,
①
H
聴
逗
ヨ

嵩
-
国

頃
.
㊤

-
国

の
、
N
N
・

專
①
巴

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

゜
q
>
ナ

釈
房

"
や

川
↑

ギ
(
"
罎
瞳
鳶
鮫
〃
…
口
聴
畷
琿
瓢
3
終
慧
(
K
廊
、
唄

、
豚
「

り
寸
.
【
O
q
斡

逗
『

ロ
卜
,
」
寸

Q
O
頃

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
゜

q【
≧

鮎
泰

↑
辱

く
…

ト
建

Hへ
7下

コ
吐

一
q[,重

隼
冬

↑
赴

く
"ト

ロ
貨

鮫
誓

判
ロ

=【
.il貨

網
川

↑
さ

く
"題

鮎
奉

H箪
臆

噴
細

3鳩
慧

禽
畢

、
(・

マ
)麟

、
唄

.泳
oO.oっ

目
O.鴎

一
O.oっ

eq箪
煙

ヨ
NO」

,国
寸

卜
頃

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
5
1
一
お
祇
・
°
工
葦
貝
゜
マ
特
"
墨
年
承

　
準

翫
聴

〃
H
磐

ロ
ナ

澱
誓

雲
⊃

衣
碁

"
麺

癖
鮫

誓
口

蛍
皿

騨
瓢

螺
命

駆
づ

マ
)
蝋

.
畷
.
隷
Q
o
.
N
【
ゆ

.
O
q
[
O
.
①
一

㎏
.
誼
ヨ

爲
-
国
マ
.
°
っ

-
」
寸

⑩
ゆ

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
椥
セ
迷
り
に
-
益
坦
丑
誰
眞
魑
ま
゜
う
＼
[
㌔
奉
日
詮
W
や

誓
ロ

㌔
示

↑
碁

く
…

葦
専

菊
"
↑

赴
く

"
ロ

応
週

掘
3
終

息
騒

づ
マ
)
騨
.
唄
.
駅
[
.
㊤
寸
.
㊤

【
選

・
韓

溜
N
N
,
国

寸
の
ゆ

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
■

ハ
≦

ミ
ト

IIII片
粂

、
屠

躯
奉

↑
晋
飛
誓
葦
晋
鮫
岬
↑
碁
("ロ

蛍
皿
轍
尽
(・

マ
)蝋

.曙
.翼

Qo.の
寸

.寸
[選

・
辱

潤
NN,国

寸
寸

ゆ

  
 

 
 

  
 

 
 

   
 

1督=,「碁三量㌔躯・ロ.i.姑く「判量さく一延与く日□黙咳さ畢、(k藤.曜O.OのO.卜oO.卜N翻=ゆ-OOっ○っゆ
 

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
幽

I
1
1
1
1
1
津

こ
§

コ
」

ぎ
・

き
慧

浬
丹

}
碗

量
厘

弍
I
I
㌔
-
↑
並
→
「
～
」
葦
ギ
(
ニ
ワ
‡
垢
奉
蛍
直
鯉

二
終
2
畷

.
課
O
.
旨

￠
.
寸

翻
[
[
㊤

-
国
寸

N
ゆ

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1
9
1
.
殺

き
I
I
I
I
I
.
ー

.
.
1
[
三

「
≦

距
ま

督
嬰

鷹
釦

引
誤

誼
韮

世
愚

殴
ロ

騨
舗

凶
【

+
礁

詩
引

.
ー

ミ
尽

巾
鞄

   
     

      
筆
≒
轟
.
(
[
5
)
薦
斑

(
N
)
粥
照
躍
諮

刊

66



土器観察表

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
←
灸
毫
認
e致

罵
褐
①
灸
董
野
e疸

煙
刃
鋸
認
。
榔
セ
簑
慰
葺
ト
誰
葦
旧
ま
虻
酬
ギ
く
"璽

～
"ト

量
P杖

碁
↑

与
(　

馴
堆

奉
示

"ロ
⊃

致
ギ

"罎
赴

く
「

量
隼

示
日

ロ
蛍

皿
塑

偲
艇

串
鼻
測
穏

赴
暴
.騒

.螺
.慧

可
.マ

N寸
.卜

剛
癩

舅
oう

eq・
O卜

oD三
  

 
 

 
  

 
  

 
 

 
 

N
一

〉
隼

示
鮎

示
ぬ

凪
禽

異
⑱

る
瓢

.
曙

.
認

吟
マ

Q
o
.
マ

【
翻

副
・

マ
凶

雫
①

一
,
国

○
っ

門
卜

寸
唄

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  

 
 

㎡麺刃さ過課逃井》岩①島〔;辺ρ論恒レo蝿り"H摺趣(eり.女桶。3」湘喚映最島嘱訂慮漣e翼禽ぜ還》o疸巳覧過①食週任籠量粒蓼さ掴語尚}渕隔旧まeト～任論栓゜っこ趣く"ト量隼示n矧葦ギく↑寧弔"興外尽↑さく"口もく"葦不示↑碁く"口蛍畷望堅禽、翼.騨、暇.稼め.NN①.こ翻凶』買7っ-]日り寸一
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

。
撫

セ
曇

り
障

籠
l
e
週

丑
謡

量
魑

芯
゜

っ
＼

夙
尊

く
↑

年
示

　
ト

葦
さ

(
"
円

最
隼

ト
…

口
へ

h
致

趣
…

罎
枢

牽
"
ト

量
奉

く
H
判

詮
振
ト

一
ロ

ぬ
咳

塑
県

、
略

.
課

一
.
Q
O
【
Q
q
.
卜

[
顯
曼

N
,
O
卜

頃
マ

【

  
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

①
＼

【
年

益
駆

趣
く

H坦
丞

鮎
承

"磐
題

馬
粂

響
羅

～
坦

量
勲

畷
卑

3垢
》

"}禽
累

づ
マ

)蝋
.磁

、
諏

O.QO寸
.㊤

剛
韓

憧
舅

゜
っ

Oq-O卜
.°

っ
゜
q-O㊤

.°
っ

由
頃
.Nbマ

寸
三

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

゜
っ

＼
O
q
も

く
H
選

躯
示
"
ロ
寧
示
蛍
皿
廻
楓
(
!
マ
蝋
.
瞑
稼
O
,
頃

の
,
D
つ
[
奨

擢
一
霞

O
q
-
O
卜

σ
っ
寸

[

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
。
柵
尊
郵
翠
遜
u
"
井
旨
層
望
。
欄
セ
蟻
り
}
升
ト
論
量
目
孟
゜
っ
＼
N
赴
・
二
茸
鮎
磐
麟
ロ
へ
[
辰
趣
H
璽
う
ト
恭
"
葦
赴
く
"
口
巌
畷
塑
謡
鱒
(
・
マ

)
帥
.
暇
.
課
卜
.
卜
【

Q
O
.
寸
【
闘
醐
'
マ
翼

卜
,
国
寸
【
σ
q
=

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
。
掴
掌
嚢
慰
旧
細
恒
賦
゜
う
＼
N
不
冬
一
詮
片
硬
誓
ロ
姑
く
　
詮
躯
示
己
蛍
超
塑
・
ρ
褐
U
命
累
、
瞑
.
認
Q
つ
.
O
剛
O
,
の
【

く
慧
曼
=
,
Q
卜

【
マ
【

   
 

 
   

 
  

 
 

 
鮎

奉
ト

示
取

頓
O
.
の

【
寸

,
o
つ

奨
寵
ヨ

×
9
0
【

.
O
卜
O
寸
【

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

尽
賑

1
振

示
年

恭
"
醤

～
ト

[
一

H
わ
愉
b
州
↑
不
冬
"
引
ロ
巌
噴
但
墨
赴
暴
、
蓄
・
マ
、
(
k
)
騨
、
昭

頃
.
Q
O
り
.
Q
つ
頃

.
=
く

廼
Y
P
肺
[
,
」

卜
①
○

つ
【

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

O
°

っ
＼

頃
゜

っ
さ

く
H
葦

年
ト

↑
赴

(
…
口
鯛
轄
蛋
…
蜜
赴
く
　
葦
渕
驕
壕
一
ト
ロ
鮎
示
　
射
ロ
朦
超
皿
冬
禽

。
謎
'
マ

.
(
K
蔀

、
曜
⑰

.
り
O
.
ゆ

マ
,
O
唄

<
￠
V
で

粋
一

,
」

卜
o
つ

o
つ

【

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

O
q
く

=
片

飛
響

量
年

ヤ
邑

⊃
敏

さ
叫

過
振

ト
↑

与
く

"
量

枢
冬

n
ロ

憲
超

堅
蓮

赴
.
(
ノ

マ
藤

.
曜

.
椋

寸
,
の

り
.
e
q
[
撃

・
駈

翼
o
O
【

-
Q
卜

卜
σ

っ
[

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

゜
っ

＼
N
"
勲

房
獅

氣
屠

↑
←

も
く

蛍
咳

塑
亀

累
串

翼
梱

穏
.
唄

、
櫟

o
っ

.
頃
N
.
N
同

選
・

聴
一

翼
卜

,
〔
【

卜
㊤

Q
っ

【

 
  

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

。
樽
芝
§
ヨ
迷
り
　
週
仔
最
量
刃
罷
璽
旧
痙
。
湘
セ
養
り
}
週
音
邑
悔
箪
回
重
へ
門
致
査
幽
～
ト
葦
鮎
冬
明
引
葦
外
歩
…
過
㌣
奉
↑
趣
(
"
量
燦
皿
塑
堀
念
、
(
癌

憂
畷

.
泳
N
.
寸
【
N
.
σ
っ
園
舅
㊤
一
.
ロ
ト

臨
σ

っ
【

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
赴

姻
㌔

赴
葦

血
㌔

奉
…

矧
～

甚
葦
審
げ
忘
ト
粒
派
県
n
胆
ロ
嵐
遭
慧
二
鳩
り
噂
魯
駆
、
暇
.
蘇

卜
,
寸

N
N
.
寸
○

っ
,
①

【
園

=
×
O
N
ー

ロ
⊇
O
寸
σ

っ
【

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
N
こ

"
や

房
軽

さ
く

日
せ

片
勲

房
↑

隼
奉
一
ロ
赴
く
"
引
量
卜
-
㍗
"
門
言
ミ
卦
・
汎
ト
葦
や
釈
姓
ロ
嚢
喧
韓
罫
愈

曝
.
興
.
暇
.
稼
N
.
Q
つ

N
㊤

.
卜

寸
.
コ

瑚
受

O
[
ー

ロ
コ
ト

○
っ
ひ

つ
【

   
 

 
 

 
 

   
  

 
隼
墨
↑
与
く
派
お
題
ナ
豪
響
坦
垂
蛍
畷
輕
鷺
冨
念
更
.
畷
.
課
O
.
Q
D
韓
健

=
,
Q
㊤
N
o
つ

一

   
 

 
 

 
 

 
  

  
 

躯
乍

㌔
冬

↑
赴

(
蛍

蝋
鯉

堵
墜

念
畢

※
麟

螺
罫

[
.
e
つ

卜
.
σ
っ
笛

￠
V
で
昨
卜
【

、
Q
⑩

一
σ
っ
【

   
 

 
 

 
 

   
  

 
垢
尽
↑
熱
く
"
怒
垢
ト
ロ
塑
婁
・
選
斡
侭
帝
　
駆
堵
鮫
房
"
坦
題
隼
示
"
週
韓
蛍
曜
韓
3
鳩
り

}
禽
畢
.
(
ぢ
騨
.
蝋
.
球

[
.
Q
Q
隼
裡
寸

N
-
D
コ
O
O
ρ

っ
【

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

"
っ

＼
【

や
豪

房
赴

く
"
過

紮
示
"
レ
「
赴
晋
鮫
加
↑
鮎
革
"
司
眞
嵐
皿
騨
愈
壺
∴
串
塑
副
穏
咳

。
泳
り

,
寸

O
,
o
っ
【

還
・
韓

受
￠

[
.
α

⊇
卜
①

N
【

 
  

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

。
知

セ
暴

り
曹

畑
旧

ま
寧

奉
↑

亭
く

H
摯

鮎
乍

一
翅
墨
爪
磐
翠
ナ
駁
誓
坦
暴
嵐
超
璽
穏
3
鳩
り
}
亀
藁
.
(
・
マ
)
鐘

.
曜

.
泳
ゆ
.
卜

O
,
圏
聴

.
確
舅

O
[
-
α
⊃

ト
o
つ

N
唄

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
。
瀬
掌
b
り
鞠
慧
論
璽
旧
厘
。
桐
‡
嚢
2
胆
釧
冒
ま
゜
っ
＼
一
躯
←
一
量
さ
く
…
蔭
振
奉
…
ロ
趣
く
"
葦
㌔
県
↑
赴
く
一
ロ
転
唄
塑
嘱
3
襖
u
}
亀
.
懇

!
マ
.
曙
.
轍
【
.
寸
剛

e
q
.
=
棍
副

・
マ

翼
O
N
,
o
コ

㊤
卜

N
一

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
。

e柳
燈

辻
如

雛
眠

湘
翼

コ
葦

医
ゆ

刃
剥

需
旧

"転
包

。
卜

畏
㎏

o置
り

}適
①

る
ト

週
[丁

鴇
ま

粒
雲

蟹
守

捌
翼

醤
型

麗
目

ミ
e」

」
鴇

量
゜

う
こ

侭
も

　
葦

・
ロ

外
泰

"判
葦

謬
旨

"ト
栓

躯
雫

…
ロ

蛍
゜

皿
撫

鑓
命

.巽
.(・

マ
)騨

。
曜

.蘇
寸

.σ
つ

NN,㊤
呵

翻
一

×
=,国

の
㊤

N【
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

。
ゆ

ヤ
国

如
馨

漣
e
担

亀
蝿

董
腫

辺
e
澗

晋
最

葦
゜

q
>
も

(
"
ト

量
ギ

(
一

丑
～

引
最

隼
泰

"
ロ

さ
く

ぎ
㌔

t
ロ

蛍
頑

塑
鐘

・
マ

.
唄

、
隷

O
.
マ

e
o
頃

.
o
O
【
闘

【
×

○
っ
-
国

￠
ゆ

N
[

   
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
躯

示
↑

赴
く

隼
泰

"
誤

誕
晋

鮫
響

羅
～

娼
量

蛍
磧

翠
謎

1
マ

堰
、

詠
①

.
卜

N
.
N
H
箪

厘
【

×
N
O
q
、

国
㊤

寸
O
q
一

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

鰻
[
不

ト
目

過
睡

片
粂

誓
ロ

゜
隼

示
虫

置
翠

(
1
マ

)
邸

.
螺

、
課

O
,
の

Q
D
.
2
瞳

逗
【

×
マ

ー
固

○
っ

.
圃

N
-
国

り
o
つ

N
【

 
  

 
 

 
 

 
   

 
 

 
K
K
2
週

甚
鴇

章
層

芯
。

誰
過

～
週

量
賑

衰
逆

〔
%
お

丹
報

葦
～

諾
藤

幌
口

帰
鳴

垢
ト

へ
裂

碁
"
選

鮎
示

口
章

～
ロ

㎏
磁

題
3
後

り
噂

念
畢

.
(
・

マ
)
蝋

.
暇

.
涼

①
,
9
照
翻

1
マ

咽
×
卜

[
,
国

ゆ
N
蟹

 
  

 
 

 
 

 
   

 
 

 
。
取
セ
謎
り
}
升
ト
誰
詮
目
孟
ト
く
"
適
㌔
示
"
葦
趣
く

…
衝

へ
震

趣
"
選

垢
羊

日
ト

葦
獅

殺
響

唄
葦

侭
ト

"
麟

蛍
咳

楓
3
褐

り
9
赴
憂
.
曙
.
課
卜

,
o
⊃
偲
醐
!
マ
一
×

頃
[
,
国

㊤
一
N
肖

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
O
お
躯
示
㌔
ト
　
憧
片
袋
響
量
蛍
笹
辺
堅
禽
累
.
蝋
、
取
.
泳
σ
っ
.
ゆ
の

.
σ
っ
寸
,
N
[
翠

・
聴
[
×
9
,
国
㊤
O
N
閏

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

り
〉
㌔
示
ト
恭
↑
さ
く
憲
躍
渚
3
褐
慧
命
累
.
(
・
マ
)
練
.
曜
、
罫
㊤
.
○
っ
O
.
○
っ
剛
濯
、
・

壕
×
寸

-
O
⑩

⑦
=

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

N
一

こ
㌣

承
ト

乍
惣

畷
揖

墨
禽

暴
づ

マ
)
帥

.
螺

.
妹

卜
.
N
O
.
り
【

顯
劃

で
×

マ
,
(
]
㊤
o
o
=

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

。
灸
肇
藁
獣
志
3尋

も
e巽

魁
鴬
葦
腫
,∂

悠
竃
縮
る
皿
緊
3タ

マ
e司

国
V逼

る
緩

匡
垣

遡
罵

国
擢

鴇
葦

①
＼

卜
㌔

冬
振

奉
砥

隆
傘

命
廻

愈
駆

、
(・

マ
)脳

、
瞑

.課
[.鴎

NN.頃
QO.2劉

X[ゆ
eqφ

O卜
=

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
。

胸
セ

饗
2
目

鰍
目

ま
理

゜
う

＼
N
㌣

駆
↑

へ
胃

致
与

「
琶

鮎
奉

H
ロ

鮎
承

皿
忌

命
倖

璽
亀

輿
、

曜
.
涼

【
.
=
o
D
.
2
翻

×
[
ゆ

-
国

ゆ
O
=

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

㊤
お
㌔
奉
う
＼
"
葦
不
墨
…
口

遣
障

母
傘

空
穏

二
矯

、
り

}
禽

粟
.
串

塑
司

憶
、

唄
.
諏
O
.
=
マ
.
o
っ

一
翻
副
・
マ
×

σ
っ
-
国
㊤
ゆ
=

   
 

 
 

 
 

   
 

 
 

㌔
軽

過
趣

く
n
鋒

㌣
承

嵐
蝋

琿
譜

堅
禽

畢
.
騒

づ
マ

)
騨
.
螺

、
詠

⑦
.
①
綱

剥
4
、

×
寸

N
-
O
㊤
寸

=
   

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

振
示
↑
与
く
退
紫
…
誤
甦
避
駁
誓
ト
異
㌔
ト
日
馴
墨
滋
咳
暉
罫
訟
暴
,
(
1
マ
)
麟
.
螺

、
泳

頃
,
o
D
O
.
こ

遥
煙
釜

㌍
寸
N
,
Q
O
σ
つ
=

  
 

 
 

 
 

 
  

 
  

 
゜

っ
＼

一
㌣

示
"幽

韓
～

凝
ロ

獅
飛

川
↑
鮎
示
"誤

ロ
無
墨
勲
畷
駆
罫
(・

マ
)騨

.昭
.稼

Oq.㊤
O.頃

Oq聴
恒
`=-〔

【
卜
哲

こ
.Oり

.早
碧

-Q㊤
.°

っ
悶
ロ

コ
㊤

、
の
-O鴎

.㊤
-Oゆ

N=
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
o
q
こ
㌔
乍
↑
亭
く
ロ
ト
醤
躯
躯
↑
さ
く
"
彙
ロ
"
鮫
誓
鰻
口
"
鮫
誓
塁
～
ト
ロ
隼
奉
n
引
ロ
歎
咳
塑
～
塑
楓
3
祷

慰
鯉

～
廻

調
3
鳩
り
9
O
.
望

寸
,
N
[
寸
,
≧
奨

這
`
卜
b
㊤

唄
=

  
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

゜
っ
こ
鮎
紫
↑
も
く
"ト

嘩
ロ
牝

殺
房

↑
お

く
u唄

嘆
ロ

不
示

"輩
ロ

不
墨

↑
趣

く
嵐

姻
暉

穏
塑
亀

、
魅
・
マ

.(K)蝋
.唄

Φ
.ゆ

O.QO[聴
裡
蚤

寸
N-OOO=

   
 

 
 

 
 

   
 

 
 

㌔
乍

隼
示

蛍
躍

楓
3
禍

U
(
・

マ
)
騨

.
曙

.
稼

N
.
N
奨

匝
斉
寸
-
O
⑩
、
e
っ
N
-
り
O
⑰
O
剛

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
N
＼

【
鮎

ト
u
幽

監
、

～
ト

ロ
榔

鮫
川

↑
示

泰
…

円
ロ

貨
鮫

竹
婁

枢
示

n
世

韓
裁

豪
響

ロ
朦

遣
暉

命
興

.
蝋

.
嫁
寸

.
寸

【
O
.
O
【
周

,
N
o
q
奨
寵

×
[
翌

吟
O
㊤
.
ヨ

=
N
・

Q
O
Q
D
O
【

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
。
海
セ
"
接
2
⊥
川
円
鴇
葦
司
鴇
蕊
口
旧
趨
。
撫
セ
犀
㌍
巡
・
蛙
と
魑
酬
国
ミ
①
〉
ギ
く
「
箪
㌔
恭
↑
ト
く
"
ロ
鮎
承
嵐
砥
鯉
(
'
マ
)
駅
.
暇
.
琢
の
.
望
寸
.
2
翻
劃
で
`
寸
N
-
O
⑩
卜
O
【

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
.逗

穏
婁

挙
賄

楚
ロ

層
痙

刈
詞

畑
旧

ま
。

瀬
セ

§
ヨ

迷
・

蟻
り

9旧
畑

旧
孟

憧
畑

武
勲

川
↑
鮎
紫
灘
罵
黒
「
墨
武
豪
響
葦
年
乍
"ロ

嚢
嘱
塑
穏
～
麺
懸
3褐

2禽
累
.謎

1マ
.(K)咀

騨
.暇

.稼
卜

.㊤
Oq.6っ

[犀
・
辱

×
[頃

eq,O㊤
り
O【

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
。

㌍
畦

・
㌍

鷺
へ

現
u
9
憩

謎
鴇

赴
層

賦
ミ

o
っ

片
飛

響
過
外
ト
"
ロ
へ
震
む
日
赴
枢
示
"
鰻
ロ
蛍
畷
塑
、
則
'
マ
.
(
・
マ

)
麟
σ
っ

.
卜

㊤
,
σ

っ
一

翠
・

聴
6
マ

N
6
㊤

u
う

O
唄

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鞭
選

罎
ロ

目
《

喧
攻

径
螺

罵
副

刊
襲
裡
麗
哩
選
慰
口
暉
爵
凶
仔
蘇

曲
咋
唄

ら
⊥
〉

へ
熱

ゆ
曲

   
     

      
潔
罷
言
ε
暇
斑

(oっ
)構

瞭
躍
鵠

網

67



木製品観察表他

  
 

 
 

 
 

 
 

II寸一〇う一{}.幣　rO.N卜,=ーート.頃の,一N躰選士目陣ゆN,QOっOト一
  

   
 

 
 

 
O
N
σ
っ
￠
.
寸
圃
却
愈
陣
鍾
㊤
,
国
頃
①
㊤
一

  
 

 
 

 
 

 
 

卜
寸
N
鴎
.
㎝
卜
.
寸
ト
め
H
聖
寓
陣
題
〇
一
,
∩
【
○
っ
o
O
O
同

 
 

 
 

 
 

 
 

 
.ー

1.1寸
卜

一
N,頃

ゆ
.卜

OQ.○
う

一
津
尊

陣
遭

〇
一
,∩

【
○

っ
卜

④
一

  
 

 
 

 
 

 
 

寸
寸
o
っ
○
っ
.
O
q
N
.
O
o
っ
.
O
q
一
典
り
庫
壬
阻
謎
寸
N
,
Q
O
0
2

  
 

 
 

 
 

 
 

oOゆ
①
○

っ
.卜

㎝
.○

○
○
っ

.=興
ヨ

幅
嘩
暴

諄
塵
.-.ゆ

N,Oの
頃
〇

一

 
 

 
 

 
 

 
 

 
鞭

選
(。

D)咄
囲
切

幽
理

杣
畷

転
陣

鯉
藍

仏
赤

へ
[無

.OZ迄
肇

   
      

([δ)圏斑

網
照
騒
陣

ゆ
槍
e
嚥

H
員

 。
剥

呂
喧

楓
週

「
屯

」
「

ヨ
」

ρ
郡

ρ
馳

轟
リ

苔
翼

ゆ
恒

演
楓

彰
、

〒
陰

旧
室

謎
e踏

累
轟

腫
「

冬
週

」
「

翼
即

礫
縦

」
喫

の
「

蚤
艇

る
軽

面
.詰

帽
W囎

「
婆

累
誕

」
.旨

e二
無
鞠

臣
髄

塁
蛎

萄
e9ゆ

恒
区
理

リ
芸

需
茜

RLる
爆
選

露
eレ

て
恒

.喚
ゆ
-P罰

畢
慧
「

環
察

逝
リ

R」
燈

怖
e蚤

釦
楚
礫

窒
鋸

e「
屡

H尽
」

..喫
」

雲
櫓

細
.墨

=竜
三

曇
唄

鵡
玲

e翠
墜

細
O【

蕪
『

器
霞

eコ
←

メ
釧

添
』

隔
曙

医
坦

・
顎

、
匪

鯛
「

ー
レ

ニ
02蟹

H暴
即

鰹
リ

}毫
郵

縣
eど

雪
一

一
習

覗
門

・
-灸

喫
の
Hロ

テ
ワ

①
魯

勾
e無

議
.紙

諏
」

90000剛
1如

曄
距

葱
「

題
#(も

H濤
」

,累
k蔭

辻
醒

レ
て

恒
並

「
め
畷

」

 ノ引
「11層= 一cqt:

  
  

         
IIIへ三ノ草三吊【・く}°電き「吸二【}e司゜【飛歪===【三.三「・三}7〆㍉ニヨミ=【「→°唱読訟二=「こ・}.三三=・二9「一いミ「=三三二♪9!『〕=「2【心'→°尋桿卍二=「〔三3三三}7!、圃」巧こ赦2【→'郭事轟===へ「.コ一三三二・<副9電幽"「峡〔ユ"→°「轟牽==三三一「ユ『三く圃」費ミ葉=「」ミごF=」=「ξε「[三【三駅「量二買り畢亭笥(冨矩-↑キ‡「奉[,N,°う一～(},N一乏N.幣旨マ51ξ]≧の-鱈㊤寸〇一

   
  

 
   

 
 

 
 

..「三nご三三・;、「三三訓ミ三一=ぐ゜二三り申蛛≒鴬「ξ」「肇…・1-iF二5ー.い、【°【・三.ゴ輩胴三.ざ韻゜=「「　ξ三蜘+キ}÷窺㍗一N,51「3じ.￠NN蚕≒}O.国㊤oっ〇一

          
 

  
…嘱}=賦≡一ド=.π≡『O.〔ニー.1..llつc.つc一.巴.〔肖51.一.トつτ.⊃c一IIII一..〔》門Nξ]≧.」斗斗}N「ミー三コ=斗←IIN「蚤尋σっ一,国￠eqO【

   
    

     
 

三[三.コ三ヨへ゜【・【三言「三三停三ξ=一三「㌔≒=三還へ二・三N「三ご二.二三51(㌧」.°「三コニ三一ミ三ぐ.一一ミ一二三31nよ.°運=1F二三.=三一.　、二三〒蔦℃羽山F二N.∵°二へ=至.[三ミ÷『=三Nド幣.「・三Fκ陵　ミ」三」ミニ..三㌔ミ、二三竃、≧三ミ、≧三一ミ、二三」「ミ=〔ニー伺【Oー」.rIl三∴ε1【二　.「￠O,一ε一9
    

    
 

    
『」、ビ}鴛、一一ミき」=「三二}一三驚　耳…」=i昌・L忌「二三'〔岬、・}.「三罰〔ξ二し「こ一三置暫噌㌻.(蒸芸途竜瞭ヤゴ過二一」一‡～L'一ニミろ倉N「一一門.=/一.コ...門.=～N.望鷺.=～卜.〔範」;.三!こ.〔一とZ.二!=.ニリこト.三!一..〔蓮51,N一Oり【1

 
    

        
1.ー一=モ三　「う三三.≒【[一ぎ三-.ーー=ード==覧三…ミソ三亨一尋一「°ざミ牌「葬「Tヤぎノ,トで三ノ、「で三=ン・　ミ!°へ・2三〉幽、°で①ヨ

    
         

1.11--1(へ轟ぐ衣刃eゆ喫ヨP、覇、如凄崇匡藝㌔単尚憧=「、、ゆ-F口【.一頬黙三」、ン、{　「二旧一一記リーへー…こ」ド「》〃、7"」m(bソド鳳噴'eρ鴨[仁一【「已心弼'』甲》蟄刃〔ド[=「、)亡」一一(置隠N「ソで)胃ヒ訓鞠罵㌻.1Qつヨ
 

 
 

 
  

 
  

 
 

 
 

..O-η
」

一
=ξ

り
…

亭
【

一
、

≒
三

}三
費

「
「

II1噛
.ロ

ヒ
[三

"…
=三

っ
㊨

蟹
怒

穏
Hミ

響
.II掌

ぐ
誤

ミ
管

』
.1.II￠

.=～
卜

.〔
逆

じ
.又

)N「
三

串
胃
N-Ω

O卜
曽

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
必

勾
必

繁
翼

巽
・

圃
゜

三
一

ミ
で

}
°

型
い
マ
旧
9
オ
矯
。
思
゜
q
ゆ
廿
但
{
峡
。
ρ
鰹
怒
慰
.
H
罵
蟹
}
二
蜘
-
;
・
‡

ぐ
ヨ
汝

電
ト
矧
1
O
.
〇

一
～

￠
,
。

っ
巡

N
.
卜
5
1
二

無
握

O
-
国
ゆ

り
の
一

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

.
1
踏
.
(
皐
}
二
司
゜
君
謄
い
「

凶
,
冒

旺
廻

。
旧

N
,
即

齪
怒

儲
。

H
轟

罵
唾

斯
秦

レ
‡

ギ
葦

霜
沁
引

1
の

.
蟹

～
N
.
O
唄
世

り
.
O
可

一
「
鳳

握
〇
一
,
O
頃
の
頃
【

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

.
(
鳶
臣
竺
繁
選
戻
。
層
置
国
刃
腫
置
蕪
。
優
N
,
目
ロ
岱
庶
慧
目
酬
「
騙
。
(
凄
田
引
丁
恒
墨
峯
)
郵
升
臣
斯
醇
キ
奪
「
恥
誤
忘
救
考
O
.
Q
O
～
O
.
卜
頃
の
一
～
O
.
°
っ
剛
鯉
○
っ
.
O
N
一
尽
握
①
-
曽
の
寸
〇
一

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

ゆζ勒製摯司(畿峯)無蚤e(賀⊥亀譲=『【50っ,頃理R心食環H暴。〔鳶騨磯紫直「屯・巨」。≡δ゜っ.昌韮噛網.(禽週醤][量セ都脚填芸R膣担側、{e澤く繁網R」匝刃日Hミ面恒潔悪覇疸較H=『レゐe週掛H異;瞳【魯や。旧里礁。目の。漣霧枢悩。][ミ貰喧葬七亭契戻嘩器拠判1一.圏～O.O[型鴎.卜寸[鼠渥○っ,国頃○つ2
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

。
養

畿
リ

ス
ρ

.
α

)
士

゜
q
。

へ
丙

環
蝶

器
「

ヨ
」

べ
禽

齪
く

婆
唱

}
い

R
、

腰
貫
蕪
。
層
N
ゆ
ト
疸
寝
。
髄
晟
逐
窯
.
.
]
ー
ミ
嵐
嗅
讐
雫
キ
尊
戻
撃
器
襖

引
1
①

.
°

っ
一
～

°
っ
.
田
幽

肖
.
卜

○
っ

一
颪

送
O
【

,
国

O
N
頃

【

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

川昼肋旨警炬重繁麺頓二晋.V∂湘堂皐、即恒朗細冬謎避並層【魯や。冨隆HミV」髄掌駆.興ゆ櫓喚旧璽礁e旧Nゆ廿逃謹窟粕胞蜜昇灸e9即%り藪〒遷.食e9喫2範奪ー喧葬+キー～、尊「髄黙皐拠明5」σっ.①.1.ひつ.O【N.『っN二黒渥同N-O㊤同巴

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
壷禽U三.5≒N。(心囎娯課瓢「一三　ミ轟り厳【三}7く買ぎミ㎡卦哨細優〕[ミ・切「sO食周三毛弓略汽雀三一魯や。目銀葱.喧゜りー、ゆ讃怒榔蛭リ9圏署Hミ嵐。目=「3匡報畢⊆凄磁旧」碧尊.(卜慧惑影漏u髭噺引辻醒)H養リ忌再嬰姻裂耳⇔匡,魯e翼」軍十瞳葱直箭冬キ‡「皿　い翠ミ々』瞬.O～O.meっ.eqH～QO,oつ卜,瞼り二恩渥()N,〔[O02

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

.ー
ー
「
蚤
三
く
冥
コ
こ
吸
葦
ε
臨
∴
三
黄

丑
}「

三
[.・

Σ
三

NQ「
7「

三
茸

。
]コ

ミ
鳥

蛭
旧

認
「

畢
⊇

("≒
三

典
三

」
毒

一
・

「
6=苧

罪
…
『
奪

ト
レ
゜
≡

"一
い

=〒
」
ミ
、

」
O.N咽

～
卜
.⑦

鴎
.三

～
り
.oっ

目
迭
の

庁
一

颪
〕

訟
2,0頃

O=

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
鞭

ぎ
矧

←
『

=
ミ

三
ミ

言
「

い
」

国
圏

H
轟

旧
颪
}
艶
藁
2
呂
ソ
ア
響
ワ
へ
〒
め
冒
頃
專

め
以
叢

類
瓦
ミ

尽
.
o
Z
止
茎

  
      

   
  

註
詫
≧
ミ
(
【
【
ε
ゴ
愚
{
碧

刊
玉

68

榔
蘇
騒
握



図 版

凡例

1 各園版には縮尺率及びスケールを付した。

2 遺構個別実測図の立木は黒塗りとした。
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図版 2 南区逍構全体
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逍構個別実測図 (1)
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図版 4
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遺構個別実測図 (2)
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南区土器分布図 図版 7
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因 版 8 南区土器接合関係図
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北区土器接合関係図 固版 9
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土器4 土器集中区ii(4) (53)・ 土器集中区iii(l) (54 ~ 63) 図版 13
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図版 14 土器5 土器集中区iii(2) (64・65・75)・ 土器集中区iv(I) (66 ~ 74) 
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土器6 土器集中区iv(2)(76)・土器集中区V(77~85)・ 土器集中区vi(86~90)・ 土器集中区vii(I) (91 ~95) 図版 15
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因版 16 土器7 土器集中区vii(2) (96)・土器集中区viii(97・99 ~ 104)・ 土器集中区ix(1) (98・105 ~ 111) 
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土器8 士器集中区ix (2~(1 12 ·113 · 116· ll 7) · 土器集中区X ( 114a · b• 11 5 ·118 · 119) • 
土器集中区xi(120 ~ 126・14E (114a) 図版 17
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図版 18 土器9 土器集中区xii(127 ~ 129・133 ~ 135)・6B区 (130)・6C区 (131~ 132)・ 
土器集中区xiii(1) (136・137・140・141・143 ~ 145)・7F区 (138・139)・14E(142) 
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辿跡全景 ・出土状況 図版 21

遺跡全景（南西から、前方に櫛形山脈を臨む）
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図版 22 出土状況 • 土器集合
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土器集合（被熱した土器や内面黒色の土器に注意）
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図版 24 川跡掘削状況
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固版 26
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迎構個別写真 (3) 図版 27
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図版 28 遺構個別写真 (4)・遣物出土状況 (l)

璽

璽凰一ー●ー、 -c—-
ー、→—·--- -.,~~--;;-
. --~~~--
ヽ

Eコ
Fニー`― ~~~~ 

XI層直上から出土した坪 (120) 南から

雰 ！・..'
-... ・ー・・・ -.、 -----~:;;;、~-=~-唆·'Ji町了・ ニ， 、. ,_ . ・-・・

ターぎ逢釦←ミ字伝均~~ • ~,~, 
. . . ~ 

．． 、•ふ；.•'•· . . . • ヽ• ・~j念芝
-4. 

' 讐~....... - • ,_Jゞ- . --..... ・; ●：ら_::--.·''•
. ..,, ・~-:>べ.:··,.'項な>-~ゞ
，．ャ・全‘ 琴F

,..<·:..•. ,. . 

-': .. ·:.;~ 沈;'.;叶 .. -_; ヽ~:-. .,I •• 

. ·.:'-~ ・: 心9晶一塁乏祀塁m 

! .... 4 ~ へ
・, ....... -、

-'B・ 1¥ .、と ヨ.. . ... ,- -t 
_. 

誓
匿

累

XI層直上面の小型甕 (121) 南から

砂礫集石39周辺の状況南東から 甕 (54)出土状況南から

ら

ー~ー・

ー -~ - -
”響―

.,.. 

立木37と遺物の出土状況南から



辿物出土状況 (2)

--
·~ ピ

a~\•~ → -.-'_: _/~ 
立木38のそばに置かれた土器 (138・139) 南から

土器集中区 iの状況（全体） 南東から 甕 (54)出土状況南から

土器集中区 iの状況（拡大） 南から

｀ 
・.., 'ニw. -， 

囮版 29

.. 

,; 

｀ 
. -11 #_,_ 
=ら
ヽ

~ 



図版 30 遣物出土状況 (3)
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土器 ［ 土器集中区i(1~3・5~9)・ 土器集中区ii (1) (4・JO~ 17・19)・3B区 08) 図版 31
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図版 32 土器2 土器集中区ii(2) (20 ~ 42) 
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土器3 土器集中区ii(3) (43~49) 図版 33
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図 版 34 土器4 土器集中区ii(4) (50 ~ 53)・ 土器集中区iii(1) (54 ~ 60) 
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這 5 七器集中区iii(2) (61 ~65)・土器集中区
iv(I) (66 ~ 74) 図版 35
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図版 36 土器6 土器集中区iii(3) (75)・ 土器集中区iv(2) (76)・ 土器集中区v (I) (77~81) 
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土器7 土器集中区V (2) (82 ~ 85)・ 土器集中区vi(86 ~ 90)・ 土器集中区vii(l) (91 ~ 95) 図版 37

84 85 

83 

87 

｀
 

冨



図版 38 土器8 土器集中区vii(2) (96)・ 土器集中区viii(97・99 ~ 104)・ 土器集中区ix(1) (98・105 ~ 109) 
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這 9 土器集中区ix ( 2 ~(110 ~ 113・116・11 7)・土器集中区x (ll4a・b・ll5・118・119)・ 
土器集中区xi(120 ~ 124 図版 39
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図版 40 土器 10 土器集中区xi(2) (125・126)・ 
土器集中区xii(127 ~ 129・133・134)・6B区 (130)6C区 (131~ 132) 
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土器11 土器集中区xii(2) (135)・土器集中区xiii(136・137・140・141・143 ~ 145)・ 
7F (138・139)・13E (147)・l4E (142)・15E (146) 
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